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ココロもカラダも手に入れろ！





　






　午前〇時五十五分。終電ギリギリの時間までカラオケに熱中していた真ま辺なべ朋ともは、一いつ緒しよに遊んでいた幼なじみで親友の藤ふじ田た貴たか洋ひろと最も寄よりの吉きち祥じよう寺じ駅まで猛もうダッシュしていた。


「たっかひろっ！　俺、トイレッ、行きったいっ！」


　ゴールデンウィークも最終日の今日、遊び納めとばかりに調子に乗って酒を飲んだのが悪かったのか、走っているウチに尿によう意いを催もよおした朋は駅の改札の中にあるトイレを指さして叫さけんだ。


「後にしろよ！　急がないと乗り遅おくれんぞ！」


　時計と電車の時刻を表す電光掲けい示じ板ばんを見比べて貴洋は怒ど鳴なる。


　彼らが帰る八はち王おう子じまで行ってくれる電車は次のが最終で、それを逃のがしたら帰ることができなくなってしまう。


「ちょ、マジ無理！　漏もれるって！　すぐ行くから先ホーム行ってて！」


「遅れたら置いてくかんな！」


　どうしても我が慢まんできないのか情けない声を出してトイレに駆かけ込む朋に忠告して、貴洋は一人ホームに上がる階段に向かった。


「わかってる！」


　貴洋の声に頷うなずいた朋は急いで便器の前に立つと、ズボンのファスナーをおろして爆ばく発はつしそうなモノを取りだす。


　待ち望んでいたかのように勢いよく放出する液体に朋はホォッと大きなため息をついた。


　もちろんスッキリしたからといって安心はできない。朋は二、三度振ふってから股こ間かんのモノをしまうと、ホームに上がるべく階段に向かう。


　すると階段の途と中ちゆうでちょうど電車から降りてきた人の群とぶつかった。


　すでに終電がホームに到とう着ちやくしていることがわかって、朋は慌あわてて階段を駆け上がっていく。


　しかし慌てすぎたのか、階段を下りてきた大きな男と思いっきりぶつかってしまった。


「イッテー！」


　勢いよく衝しよう突とつして後ろに倒たおれそうになった朋は、とっさに手すりにつかまって階段からの落下を防いだ。


「気をつけろよ！」


　ぶつけた額を押さえてうずくまる朋に、その男はすれ違ちがいざまにチッと舌打ちして文句を言い捨てて階段を下りていく。


　たしかに急いでいたあまり脇わき目めもふらず階段を上っていた自分も悪かったが、終電を逃すワケにはいかなくて必死だったのだ。ちょっとくらい道を譲ゆずってくれてもいいのではないかと思ってしまう。


　ズキズキ疼うずく痛みに涙なみだを堪こらえて立ち上がると、プシューッと電車の扉とびらの閉まる音が朋の耳に届いた。


「ウソッ!?　待ってってば!!」


　慌てた朋がホームにたどり着いたときにはすでに遅おそく、電車はゆっくりと走りはじめてしまっていた。


　入り口のドア付近に立っていた貴洋は、パニック状態で電車を見送っている朋に気づいて呆ぼう然ぜんとした表情を浮うかべている。


「あ～～っ！」


　朋は大声を出しながら、無情にも去ってゆく電車に乗っている貴洋に手をのばした。


　人気がないホームにポツンと取り残されて立ちつくしていると、朋の携けい帯たいが着信のメロディを告げた。


『バカ、お前！　なにやってんだよ！』


　ピッと着信ボタンを押すと、たった今、自分の目の前から消えていった親友の呆あきれたような声が聞こえる。


「どうしよう…」


『どうって、高たか尾お行きはこれが最終だし、始発まで待つしかないだろ？　おばさんには俺から説明しといてやるから』


　途と方ほうに暮れたような声を出す朋に、貴洋はアッサリとそう言った。


「そんなー、あと何時間あると思ってんだよ？　一人で待ってんのヤダよ、貴洋も戻もどってこいよぉ」


　朋は思わず無茶なお願いをしてしまう。


　まだ吉祥寺駅を通る上りの電車は残っているはずだし、一人より二人の方が時間をつぶすのが苦じゃない気がする。


『今さら戻れるわけねーだろ。二十四時間営業のファミレスとか漫まん画が喫きつ茶さがあんじゃん、そこで時間つぶせよ』


　貴洋は苦笑いしながら頼たよりない声を出す朋にアドバイスをしてやる。


「貴洋のハクジョーもん！」


　ほとんど言いがかりに近い文句を言いながら、朋はピッと携帯を切った。


　彼はこれまで一度も一人でファミレスにも漫画喫茶にも入ったことなどない。買い物や食事を一人でするのは寂さびしいから、いつだって友達連中とつるんで行動している。


「もー、最悪だよー」


　こんなコトになるなら貴洋をトイレに道連れにすればよかったと後こう悔かいしてももう遅かった。


　本当は漫画喫茶の方がよかったけど、財さい布ふの中にお札が一枚もない身では朝までの料金が支し払はらえそうにない。


　飲み物の一いつ杯ぱいくらいならなんとかなるだろうと、仕方なく朋は吉祥寺駅の近くにあるファミレスに向かった。











　さすがに平日のこんな時間では、駅の周りにもストリートミュージシャンやスケボーの練習をしている若者の姿もない。


　朋は心細くてドキドキしながら、シャッターの閉まった商店街の中でそこだけ妙みように明るいファミレスのドアを開けた。


「いらっしゃいませー。お一人様ですか？」


「あ、ハイ…」


　ウェイトレスのお姉さんににこやかに聞かれて、朋はコクンと頷く。


　自分が一人でいるのなんて見ればわかるはずだ。こんな夜中にひとりぼっちの自分がひどく惨みじめに思える。


「おタバコはお吸いになられますか？」


「いいえ」


「こちらへご案内します」


　そんな朋の心境など知らないウェイトレスは、なれた仕草で朋を禁きん煙えん席に案内する。


「ごゆっくりどうぞー」


　客が少ないせいか、一人なのにもかかわらず四人掛がけの席に案内されてしまった朋は、壁かべ際ぎわの隅すみっこにちょこんと腰こし掛かけた。


　店内を見み渡わたすと、自分と同じように終電を逃したのか、それともはじめから帰る気がないのか、何組かのカップルやグループが楽しそうに喋しやべっている。


　窓まど際ぎわにも一人でポツンと座っている男がいるが、テーブルにはコーヒーの器うつわが二組置かれていた。


　もう一人はトイレに行ってるだけなのか、それとも先に帰ってしまったのかわからない。


　でも伏ふし目がちに窓の外を見つめている表情はどこか寂しげで、連れがいるようには思えなかった。


「あれ？」


　寂しそうな表情が気になってその男の顔をジーッと眺ながめると、思いっきり見知った顔であることに気づく。


　憂うれいを帯びた表情を見るのははじめてだけど、その柔やわらかいカンジの美形は朋が通う成せい恵けい学園の数学教師、吉よし野の拓たく也やに間ま違ちがいなかった。


　吉野には朋も一年二年と数学を教えてもらってて面識があるし、去年大学をでて教職に就ついたばかりだから他の教師連中より若くて親しみやすい。


「先生！　吉野先生！」


　自分もひとりぼっちで寂しかった朋は、知ってる顔に安心してニコニコと吉野に話しかけた。


「どしたの？　一人で寂しくコーヒーなんか飲んじゃって」


「真辺、お前こそこんな時間になにやってるんだ？」


　突とつ然ぜん自分の教え子が正面の席に座ったのに驚おどろいたのか、吉野が眉まゆをひそめて問いかけてくる。


「えっ!?」


　少しかたい口調で問われて、朋は思わず目をパチクリさせた。


「高校生が出歩いていい時間じゃないだろ？」


「や、俺はその、終電なくなっちゃって…」


　焦あせった朋は言い訳の言葉を口にする。


　なにも考えずに声をかけてしまったが、高校生の自分が深夜徘はい徊かいしているところを教師に見つかってしまったら怒おこられるに決まっていた。しかも朋はカラオケボックスで酒を飲んでいるのだ。


「終電の時間まで遊び歩いてたのか」


　呆れたようにため息をつく吉野に朋は身を竦すくませる。


「ゴメンナサイ…」


「家はどこなんだ？」


　シューンと謝る朋に、吉野は少し優やさしい口調でそう聞いた。


「八王子」


　朋は上うわ目め遣づかいで吉野の表情を確かく認にんしながら答える。


「八王子か…。給料日前じゃなかったらタクシーで送ってやるけど、ちょっと無理だな」


　そんな朋に吉野はおどけたように肩かたを竦めて笑った。朋もつられてクスッと笑う。


　どうやら吉野がスゴク怒っているわけではなさそうだとわかって朋はホッと胸を撫なで下ろした。吉野が頭のカタイ教師じゃなくてよかったと心から思う。


　朋の家はどちらかというと放任主義で、終電を逃のがして家に帰れないと電話を入れても呆れられただけだったが、運悪く頭のカタイ教師に見つかって停学にでもなったらさすがにシャレにならない。


「仕方がない、ウチにくるか？」


「ウチって、先生ンちこっから近いの？」


　思いがけないことを言い出した吉野に朋はビックリしたように聞き返した。


「まぁ、歩いて十五分てとこだな」


「へー、そうなんだ。いいなぁ、学校近くって」


　朋はそんなふうに答えながら、このままひとりぼっちでファミレスで一晩明かすのと、吉野の家に連行されるのとではどっちがマシなのだろうかと考える。


　もちろん吉野の立場ではこのまま朋をファミレスに放置しておけないだろうし、朋には選せん択たくの余地などないのだが。


「ほら行くぞ。親おや御ごさんに連れん絡らく入れておけよ」


　吉野は伝票を持って立ち上がると朋の肩に手をまわした。


　百七十センチに二センチほど届かない小こ柄がらな朋より十センチ以上長身の吉野に肩を抱だかれると、朋にはとても抵てい抗こうなどできない。


「わかったー」


　なんにせよここで寂しくコーヒーを飲んでいるよりマシだと思った朋は、素直に吉野と一いつ緒しよに店を出た。











「センセー、このパジャマでかいよ」


　吉野の家で風ふ呂ろを借りた朋は、自分の体のサイズに合ってない吉野のパジャマを着て、ブツブツ文句を言いながら部屋に入ってきた。


　百八十を超える長身の吉野のパジャマは、朋が着ると袖そでからは指先がちょこんとでてるだけだし、ズボンの裾すそも引きずりまくりで男としてのコンプレックスを抱いだかせられる。


　シルバーのフレームに入った写真をボーッと眺めていた吉野は、朋の声にハッとして我に返った。


　部屋の入り口に立っている朋は、ブカブカのパジャマを着ているせいで普ふ段だんよりずいぶん子供っぽく見える。


「文句言うな。俺もシャワー浴びてくるから、適当にテレビでも見てろよ」


　吉野は苦笑いしながら言うと、手にしていた写真立てをテレビの上に伏せて立ち上がった。


「そこにドライヤーあるから、髪かみの毛ちゃんと乾かわかすんだぞ」


　朋の濡ぬれた髪をクシャッと搔かき回して、吉野は鏡の前に置いてある小さなカゴを指さしてから風呂場に向かう。


「はーい」


　子供扱あつかいされた朋は、案外素す直なおに返事をして鏡の前にちょこんと座った。


　吉野の言いつけどおりドライヤーの熱風で髪の毛を乾かしながら、朋はなんとなく部屋の中を見渡す。


　吉野の自宅は六畳じようほどの部屋にロフトベッドのハシゴが設置されていて、小さなキッチンとバストイレがついているこぢんまりとした部屋だった。典型的な一人暮らし用のアパートではあるが、きちんと整理されていて意外と広く見える。


　ブルー系のインテリアで統一された室内は、爽さわやかで落ち着いた印象の吉野の雰ふん囲い気きとマッチしていた。


　ざっと髪の毛を乾かした朋は、テレビでも見ようと部屋の奥に移動する。


　そこで、先ほど吉野がわざわざテレビの上に伏せてから部屋を出ていった写真立てが目にとまった。


　好こう奇き心しんが刺激される。


　わざわざ伏せたということは、生徒にはあまり見られたくないモノが写ってるのだろう。


「へへ、見ちゃおっと」


　どうせ恋こい人びととラブラブなツーショットだろうと思いつつ、朋はシルバーのフレームの写真立てに手をのばした。


　吉野はまだ二十四歳で学校の先生の中で一番若い。オマケに背が高くて男前で、独身の女教師たちはみんな吉野を狙ねらっているというウワサだ。


　成恵学園は男子校だけど、もし共学だったら女生徒にも大人気だったに違ちがいない。


　そんな吉野がどんな女とつきあっているのか朋も非常に興味がある。


　しかし、その写真に吉野と一緒に写っている人物は明らかに吉野の彼女ではなかった。


「これ、タッキーじゃん」


　笑え顔がおの吉野とぴったり顔をくっつけて、自ら手をのばして撮とったと思われる写真に写っているのは、同じく成恵学園で数学教師をしている瀧たき川がわ響ひびきという男だった。


　朋は一年も二年も吉野に数学を受け持たれていたので瀧川に教わったことはないが、同じあだ名のアイドルに引けを取らないくらい華はなやかな美形の瀧川は有名人だし、気さくで生徒にも人気がある成恵学園の名物教師だ。


　瀧川は吉野より二つ年上と年ねん齢れいも近く、同じ数学科の教師なんだから仲がよくても全然不思議ではない。


　けれどそれは二十代半ばの男が二人で撮るような写真ではないし、丁てい寧ねいにフレームに入れて部屋に飾かざってあるのはなんとも不自然な気がした。


　それ以上に写真の中の二人はただの同どう僚りようとは思えないような雰囲気があった。


「なんか、恋人同士みたい…」


　朋は思わず呟つぶやいた。友達や同僚というより、恋人同士として見た方がしっくりくる。


　さらにテレビラックにビデオと一緒に無造作に並べられているアルバムが目に入った朋は、好奇心に逆らえずにアルバムを取りだして中を見た。


「これもこれも、タッキーと一緒の写真ばっかだ」


　部屋の中の何気ない写真から、海や温泉に遊びに行った写真まで、どれもこれも仲なか睦むつまじげな吉野と瀧川のツーショットでアルバムが埋うめ尽つくされている。


　決定的ななにかが写っているわけではないが、朋の目には二人がただならぬ関係に思えて仕方がなかった。


　吉野と瀧川が恋人同士だなんて、きっと他の先生方は知らないだろう。


　学校やＰＴＡに知られたら大事になるに違いない。


　とんでもない秘密を知ってしまったような気がして、朋はゴクッと喉のどを鳴らした。


「なにやってるんだ？」


　朋が食い入るように写真を眺ながめていると、いつの間に風呂から出てきたのか缶かんビールを手に持った吉野が咎とがめるように声をかけてきた。


「わっ！　見てない！　俺なんも見てないよ！」


　焦った朋は慌あわてて後ろ手に写真を隠かくしてブンブンと首を振ふる。


　もちろんそんなんで誤ご魔ま化かしきれるはずもない。


「写真を見たのか…」


　吉野は濡れた髪の毛をかきあげながらフゥッとため息をついた。


　憂うれいの表情を浮うかべる吉野に朋の胸がズキッと疼うずく。


　吉野は朋に瀧川との関係がバレてしまったとかいう焦あせりより、なんだかひどく切なくて悲しそうな顔をしている。


「お、俺、誰だれにも言わないから…」


　自分がイケナイことをしてしまったような気がして、朋は泣きそうになりながら言った。


　無神経に他人の秘密を暴あばくような真ま似ねをした自分が恥はずかしい。


「誰にも言わないって、なにを？」


「その、吉野とタッキーが恋人同士とか…」


　薄うすく笑って皮肉っぽい口調で聞いてくる吉野に、朋はシドロモドロになって答える。


「そう見えるか？」


　可哀相かわいそうなくらい動どう揺ようしている朋に、吉野は自じ嘲ちよう気味に尋たずねた。


「ウン…、違ちがうの？」


　そうではないというニュアンスを含ふくんだ問いかけに、朋は不思議そうに聞き返す。


　写真からはあからさまな雰囲気が伝わってくる。けれど、吉野がウソをついて言い逃れをしようと企くわだててるふうにも見えなかった。


　どっちが本当なのか、いっそ自分の思い違いで吉野と瀧川の間にはなんの関係もなければいいのにと思う。


「恋人同士、だった…ってヤツだな」


　不安そうに自分を見つめている朋からスッと視線を外して、吉野はそう呟くとビールをグイッと呷あおった。


「え？」


「振られたんだよ。それも今日、さっきのファミレスで…」


　事情が飲み込めなくて目をパチクリしている朋に、吉野は口元を拭ぬぐいながら簡単に説明してやる。


　ついさっきまでは、写真を見た朋が勘かんぐったとおり吉野と瀧川は恋人同士だった。


　けれど今はもう、そんなスウィートな関係ではない。


「マジ…？」


　朋は呆ぼう然ぜんと呟きながら、ファミレスで見た吉野の表情を思い返していた。


　伏ふし目がちに窓の外を見ていた表情が寂さびしげで、テーブルには同席者がいたと思われるコーヒーの器うつわが置いてあった。


　つまり、朋が来る前に瀧川はあの席に座っていて、吉野と別れ話をしていたということだろう。そう考えると吉野の話に合点がいった。


「だから、変なウワサ流すんじゃないぞ。俺だけじゃなくて響…、瀧川先生にも迷めい惑わくがかかるんだからな」


　黙だまり込んでしまった朋に吉野は戒いましめるように忠告した。


「俺、誰にも言わないよ！」


　朋ははじかれたような声を出す。


　傷ついた表情を浮かべながらも瀧川を庇かばう吉野に、朋の胸まで苦しくなった。


　寂しそうな吉野をほっとけなかった。


「吉野はまだタッキーのこと好きなの…？」


「…どうしてそんなこと聞くんだ？」


　ためらいがちな問いかけに、吉野はため息混じりに聞き返す。


「だって、振られたのにタッキーのこと庇ってるし、それに…さっきからずっと、スゲー寂しそうな顔してる…」


　吉野は感情が面おもてにでてしまってることを朋に指し摘てきされて、自分自身に苛いら立だちを覚えた。


「元気だせよっ！　吉野カッコイイし、絶対すぐにいい人見つかるって！」


　ますます苦く渋じゆうの表情を浮かべる吉野に、朋はなんとか元気を出してもらおうと下手な励はげましの言葉をかける。


「そりゃ、タッキーみたいな美人ってなかなかみつかんないかもしんないけどさ、吉野とつきあいたいヤツなんていっぱいいるよ！」


「俺のこと慰なぐさめてるつもりなのか…？」


　吉野はフッと鼻で笑うと、飲み干したビールの缶をグシャッとつぶしてゴミ箱に放ほうった。


「や、慰めてるとかじゃなくて、ホントにそう思ってるから！」


　いつもの穏おだやかな吉野からは想像つかない荒あら々あらしい仕草と、表情のない能面のような顔がどこか空そら恐おそろしくて、朋は引きつった顔で言い繕つくろった。


　言ってることはウソじゃないけど、言葉が虚むなしく響いてるような嫌いやな空気が流れている。


「だったら真辺が相手してくれないか？」


　吉野は皮肉っぽい笑えみを浮かべてそう言うと、不安そうな顔で自分を見つめている朋の方にスッと近づいていく。


　そのまま朋が手にしていた写真を振り払はらうように床ゆかに落とすと、覆おおい被かぶさるように朋の体をカーペットの敷しかれた床に押し倒たおした。


「えっ!?　なに!?」


　いきなりの展開に朋は自分の置かれた立場が理解できない。パニクっている朋の首筋に吉野が唇くちびるを埋めてきた。


　敏びん感かんな首筋を唇でなぞられて、朋は思わずビクッと反応してしまう。


「吉野酔よっぱらってんの!?　冗じよう談だんキツイよ!!」


　ようやく自分が吉野の性的対象になっていると気づいた朋は、慌てて吉野の体を押し返そうと手に力を込こめた。


　男に押し倒されるなんて朋はもちろん生まれてはじめての経験である。


　もっと言えば、女の子とエッチをした経験すらない立派なチェリーボーイだ。


　別に男なんだし貞てい操そう観念が強いわけではなかったが、いくら吉野が格好いいからといってもこんな状じよう況きようで男と初体験をクリアしてしまうのは御ご免めんだった。


「イヤなのか？」


　自分の下でジタバタと暴れている朋の肩かたを両手で押さえつけながら、吉野は真しん剣けんな口調で尋ねた。


「だって…」


　イヤなのかイヤじゃないのかと聞かれればもちろんイヤに決まっている。


　けれど至近距きよ離りで自分を見つめている、吉野の瞳ひとみの奥に宿る寂しそうな色に気づいてしまった朋は、強く拒きよ絶ぜつすることができなくなってしまう。


「俺にならすぐにいい人見つかるんだろ？　真辺がそのいい人になってくれよ…」


　朋の戸と惑まどいを敏感に感じ取った吉野は、弱みにつけ込むように言いながらゆっくりと朋の唇に自身のそれを近づけていった。


「ちょっ、ダッ！　吉野まだタッキーのこと好きなんだろ!?」


　焦った朋はとっさに右手で吉野の顔を覆ってキスを防ぐ。


「吉野まだタッキーのこと好きなんだろ!?」


「これから真辺のこと好きになるかもしれないな」


　必死の形相の朋に痛いところを突つかれた吉野は、スッと目を細めて朋を見つめると言葉巧たくみに応戦した。


　自分でもどうして朋のことを口説こうと思っているのかよくわからない。


　ただ今は、目の前にある小さなぬくもりを手放したくなかった。


「もー、教師のくせに！　どんな屁へ理り屈くつだよ！」


　吉野に艶つやっぽい表情で見つめられた朋は、真っ赤になって文句を言う。


　思わずドキッとしてしまった自分が恨うらめしい。


「寂しいんだよ…」


　なおもギャーギャー騒さわいでる朋の体をギュッと抱だきしめると、吉野は切ない声で囁ささやいた。


「吉野…」


　苦しそうな吉野の声に同調したのか、朋の胸までチリッと疼く。


　朋は失しつ恋れんをしたことがない。それ以前に心から好きだと言える相手とつきあったことがなかったので、失恋の傷がどれほどのものなのかもよくわからなかった。


　けれど苦しそうな吉野をほっとくこともできなくて、朋はオズオズと吉野の背中に腕うでをまわそうとした。


「それじゃあこうしよう」


　その瞬しゆん間かん吉野は抱きしめていた朋を解放してスッと体を起こすと、ニッコリ笑って朋の顔をのぞき込んだ。


「なに？」


　吉野の変化についていけず、朋は吉野の体にまわそうとしていた手を持て余したまま目をパチクリさせた。


　そこにはさっきまでの寂しそうな吉野の姿はもうなく、なにかを企たくらんでいるようなイタズラっぽい表情を浮うかべている。あの寂しそうな表情が演技だとは思えないし、吉野は寂しすぎて変になってしまったのではないかと朋は不安になった。


「これは、真辺が高校生のくせに深夜まで遊んでたお仕置きな」


「はぁ!?」


　予想外のことを言われて朋は素すっ頓とん狂きような声を出す。


「それと、勝手に人の写真を見たお仕置き」


　吉野はさらにそう付け加えてニヤリと笑うと、朋のパジャマのボタンに手をかけた。


「たしかに悪いコトしたかもしんないけど、なんでそうなるんだよっ!?」


　吉野の言うお仕置きがエッチなことだと悟さとった朋は、慌あわてて体を捩ねじると吉野の下から抜ぬけ出そうとする。


　エッチなお仕置きだなんて、まるでＡＶなみのチープな展開だ。


「お、悪いコトしたって認めたな」


　逃にげようとする朋の体を左手一本で押さえつけて、吉野は朋のパジャマのズボンの中に右手を滑すべらせた。


「わっ！　待ってよ！」


　躊躇ためらいなく下着の中に突っ込まれた指に、朋は大いに動揺して身を捩る。


　いくら体格が違ちがうからといって、片手で押さえつけているだけなのに吉野は朋の抵てい抗こうをものともしない。そういえば吉野は親友の貴洋が所属している剣けん道どう部の顧こ問もんで、学生の頃ころは全国大会に出場するほどの腕前だったとか聞いたことがあった。


　こんな状況でそんな話を思い出してもなんの役にも立たない。


　むしろ無む駄だな抵抗をしても意味がないと思い知らされてるみたいだった。


「あぅ…」


　キュッと優やさしく性器を揉もまれて、朋は思わず声を漏もらした。


「ココ、他人に弄いじってもらったことあるか？」


「な…いよぉ…」


　意地悪く聞いてくる吉野に朋は真っ赤になって首を振ふる。


　吉野が股こ間かんのモノを弄るたびに痺しびれるような快感が下半身を襲おそって、自分でするのとは比べモノにならないくらい感じてしまう。


「ふーん、イマドキの高校生のクセして純情なんだな」


　吉野は感心したように頷うなずくと、朋の先せん端たんの窪くぼみを指で引っ搔かくように刺し激げきする。


「あっ…！」


　ゾクッという鋭するどい快感に襲われた朋は、腰こしを揺ゆらして身み悶もだえた。


　このまま流されちゃダメだって思うのに、他人の手によってもたらされる快感にどうしても逆らえない。


「ヤッ…あ…」


　緩ゆるく撫なでるように先端の部分を集中的に刺激されて、朋はおもしろいくらいにビクビクと反応を示した。


「もっと気持ちよくしてやるから、腰浮かせてみな」


　すっかり快感の虜とりこになっている朋に吉野が甘い声で囁くと、朋は躊躇いがちにそっと腰を浮かせた。真っ赤になりながらも従順に従う朋がやけに可愛かわいい。


　吉野はクスッと笑いながら朋のパジャマのズボンと下着を脱ぬがせて、下半身をスッポンポンに剝むいてしまった。


「あ…、恥はずかし…」


　途と中ちゆうまでボタンが外されたパジャマのシャツ一枚というあられもない格好に、朋は思わず両手で顔を覆った。煌こう々こうとついている部屋の明かりが羞しゆう恥ちを煽あおる。


「恥ずかしいのは下半身なのに、なんで顔隠かくすんだ？」


「ヤダッ！」


　からかうように聞かれて、自分が吉野に下半身を晒さらしていることに気づいた朋は、急いで両手を股間に持っていく。


　わかりやすい反応を示す朋がおかしくて、吉野はますますからかいたくなってしまう。


「ん？　これじゃ気持ちよくしてやれないぞ？」


　吉野は股間を覆っている朋の手をツンツンとつついて退どかすように促うながした。


「だって…」


　しかし朋は泣きそうな目で吉野を見つめてフルフルと首を振るだけで、いっこうに手を退けようとしない。


「恥ずかしくて気持ちいいお仕置きはイヤなのか？　だったら百叩たたきの刑けいでお尻しり真っ赤にしてやろうか？」


　素直じゃない朋に焦じれた吉野は、朋の体をヒョイッと小こ脇わきに抱かかえるようにして、パジャマの裾すそをめくると小さな尻を露あらわにした。


「それは、絶対ヤダ！」


　小さい子にするようなお仕置きの姿勢にビビった朋は、足をジタバタさせてその体勢から逃のがれようと暴れた。


「それじゃあ、エッチな朋に気持ちいいお仕置きしてくださいって言ってみな」


　滑こつ稽けいなほど慌てている朋がなんとも可愛くて、吉野はわざと恥ずかしい台詞せりふを言わせてみたくなる。


「ヤダよ、そんなの！」


　あまりにも恥ずかしい要求に、朋は頭がクラクラした。


　子供みたいにお仕置きされるのもイヤだけど、吉野の要求どおり恥ずかしいお願いを口にするのも無理だった。


「ふーん、百叩きの方がいいんだ」


　吉野はわざと冷たい口調で言いながら、朋の尻をサワサワと撫でて脅おどす。


「チガッ！　気持ちいいのがイイ！　マジでっ！」


　その手がいつ大きく振りかぶるのかと恐きよう怖ふを感じた朋は、なんとか痛みから逃れようと恥はじも外聞もなく思ったままを口走った。


「ん？」


「……気持ちいいオシオ…キ、してください…！」


　観念した朋は、情けない気持ちになりながら消え入りそうな声でそう言った。


「エッチな朋に…が抜けてるぞ？」


　懸けん命めいな朋に笑いを堪こらえながら、吉野はさらに朋を追いつめる。


「エッチな朋に…」


　エッチなのは自分じゃなくて吉野の方だと心の中で悪態をつきながらも、朋は慌ててそれを付け加えた。


「続けて言って」


「…ッチな朋に、気持ちい…オシオキしてください！」


　だんだん自分がヤケクソになってくるのがわかる。


　朋は早くこの体勢から逃れたい一心で、羞恥を堪えて吉野の望む言葉を口にした。


「可愛いな、朋は」


　吉野はクスッと笑いながら朋を抱き起こして、チュッと触ふれるだけのキスをよこす。


　はじめてのキスに朋は胸がキュンとなるのを感じた。しかも可愛いとか言われてちょっと嬉うれしいなんて思ってる自分がいる。


　いくら吉野が格好よくても、この状じよう況きようで胸をトキメかせてしまった自分はちょっと異常だ。


　相手は恋こい人びとでもなんでもない、学校の先生でしかも男なのである。


「もーっ！　吉野って変態だろ！」


　朋はドキドキする心臓を誤ご魔ま化かすように悪態をついた。


「朋こそ、恥ずかしがりながら興奮してきてるじゃねーか」


「こ、これは…」


　こんな状況でも萎なえるどころかますます大きくなる分身を指し摘てきされて、朋はカァッと赤くなった。体が反応してしまっていては、自分が嫌いやがってないなんてバレバレだ。


「その気になってきた？」


「ウ…ン」


　確かく認にんするように聞いてくる吉野に、朋は素す直なおにコクンと頷いた。


「やっぱり朋は可愛いな」


　フッと優しい表情で笑って言う吉野に、再び朋の胸はキューンと高鳴る。


　こんなに胸をトキメかせていたらまるで吉野のことを好きになってしまったみたいだ。


「吉野…」


　自分の気持ちに戸と惑まどって不安そうに吉野を見上げる朋に、吉野はそっと唇くちびるを重ねた。


　何度も啄ついばむように優しく触れられると、朋の体から力が抜けていく。ウブな反応がいかにも慣れてなくて可愛い。


「ん…」


「朋、舌だしな」


　鼻から甘ったるい吐と息いきを漏らした朋に吉野はイタズラっぽく囁ささやいた。


　朋は頰ほおを上気させながら薄うすく唇を開いて、オズオズと舌先をのぞかせる。


「ふぅっ…」


　吉野が自身の舌でチョンッとつついてやると、朋は驚おどろいたように舌を引っ込めてしまう。


　逃げる舌を追いかけるように、吉野は親指で朋の顎あごをグッと押さえて唇を開かせると深く唇をあわせた。


「…んぅ…」


　スルリと舌を絡からませると、朋はくすぐったそうに身を捩る。


　吉野が舌の先で朋の上顎や舌の裏側をなぞるように刺激すると、性器を弄られる直接的な快感とはまた違ちがう、ネットリと頭がポォッとするような快感が朋を襲った。


　朋は夢中になって吉野にしがみついて、吉野が与あたえてくれる甘い口づけを味わう。


「む…ぅ…」


　長いキスに呼吸を忘れている朋は苦しそうに喘あえいだ。


「息しなきゃ苦しいだろ？」


　顔を赤くしている朋に、フッと唇を離はなした吉野はおかしそうに笑いながらキュッと鼻をつまんでやった。


「あ、忘れてた…」


　唇が塞ふさがっているのなら鼻で呼吸をすればいいのである。そんな簡単なことも思いつかなかった自分が恥ずかしい。


「忘れるほどキスに夢中になってたんだ？」


「だって、吉野の舌柔やわらかくて、超ちよう気持ちよかったんだもん」


　からかうように聞かれて、朋はちょっと拗すねたような口調で主張した。


「朋の舌も柔らかいよ」


　子供っぽい仕草が可愛くて、吉野は朋の頭をヨシヨシと撫でてやりながら言った。


「ホント？　もっとキスしてもいいか？」


「あぁ」


　とたんに嬉しそうな顔をして抱だきついてくる朋に、吉野はキスを与えてやりながら残りのパジャマのボタンを外していく。


「よ、吉野も脱げよぉ…、俺ばっか裸はだかじゃ恥ずかしいじゃんっ」


　パジャマから腕うでを抜ぬくように促されて、全ぜん裸らになった朋はキッチリとパジャマを着込んだままの吉野にそう言った。


「いいよ」


　吉野はあっさり頷くと、ごく自然な仕草でパジャマを脱いでいく。


　普ふ段だんスーツを着ているときはスラッとした長身も手伝って細身に見える吉野だが、裸になると広い肩かた幅はばに程ほど良よくついた胸筋が逞たくましかった。さすが剣道をやってるだけあって二の腕も引き締しまって筋肉がついている。


　それにアソコも自分のモノとは比べものにならないくらい大きいし、使い込んでありそうな卑ひ猥わいな色をしていた。


「吉野って、大人だな…」


　体の大きい同級生とはまた違う、すでに成熟した大人の色気のようなモノを感じて朋は感心したように言った。


「そうか？」


「スーツ着てると細く見えるけど、脱いだらスゴイんですってカンジ」


　首を傾かしげる吉野に朋は大きく頷うなずく。


「朋はまだ子供だな。ココも小さくて可愛かわいいし」


　すると吉野はクスッと笑って朋の股こ間かんを指さした。


　性器だけでなく、朋の体は全体的に小作りで大人になりきれてない少年体型だった。


　色気はないが、なにも知らない子供にイタズラをしてるみたいでそれはそれでそそられる。


「ち、ちっちゃいか!?」


　あまり他人と比ひ較かくしたことはないが、吉野がバカデカイんであって自分は標準だと思いこんでいた朋は、小さいと言われたことに大きなショックを受けた。


「弄いじったら大きくなるだろ？」


「うーん」


　そんなふうに聞かれても、朋がピークに膨ぼう張ちようしたときだって、全然反応してない吉野のモノにすら敵かなわない気がする。


「吉野のももっと大きくなる…？」


　よせばいいのに朋は好こう奇き心しんに負けておそるおそる尋たずねた。


「そりゃまあ、な」


「いいなー」


　苦笑いしながら当たり前だというように答える吉野に、朋は羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける。


　今のところ小さくて不便を感じたことはないが、大きければ大きいほど自じ慢まんになるしエッチのときいいに決まってる。


「大きさなんか関係ないさ。それより、感度がいい方が相手は喜ぶんじゃないのか？」


　吉野は慰なぐさめるように言って、朋の小さな乳首を爪つめでカリッと引っ搔かくようにした。


「ひやっ！」


　突とつ然ぜんの刺し激げきに朋は変な声をあげてしまう。


「あっ…まっ…」


　さらにヒリヒリしている乳首を指の腹でこねるようにされて、朋はくすぐったいような妙みような感かん触しよくにイヤイヤをするように身を捩ねじった。


「感度は抜ばつ群ぐんみたいだな」


　すぐさま存在を主張するようにポツンと立ち上がった反対側の乳首にも指を這はわせて、吉野は満足そうな声を出す。


「そっ…ンなことな…ッ」


　女の子じゃないのに胸を弄られて反応してしまう自分が信じられなくて、朋はブンブン首を振ふって否定する。


「ほら、乳首弄ってるだけなのに、コッチも反応してる」


「あうっ…」


　さらに先ほど中ちゆう途と半はん端ぱに弄られて疼うずいてる分身に指を絡められて、朋はビクッと反応してしまった。


　恥はずかしいことを言わされたりキスをされるたびソコは硬こう度どを増していたけれど、乳首を弄られるとたまらなく疼いてしまう。


「あっ…ん…」


「先っちょがヌルヌルだ」


　胸と股間を同時に刺激されて喘ぐ朋に、吉野は意地悪く言いながら指で先せん端たんから滲しみ出た透とう明めいな液体を掬すくってみせる。


「んなコト言うなよぉ…」


　朋はギュッと目を瞑つぶって泣きそうな顔をした。


　自分がすっごくエッチなヤツみたいで恥ずかしくてたまらない。


「拗ねるなって、舐なめてやるから」


　吉野はそう言って朋の膝ひざを大きく割ると、躊躇ためらいなく股間に顔を埋うずめた。


「あぁっ…あっ！」


　吉野の舌で根本から先端のほうまでツゥッと舐められて、その滑すべった感触に朋は驚いたような声をあげる。


　指で弄られるのとはまったく違う、温かくてまとわりつくような舌の感触は朋に絶大な快感をもたらした。


「ふぁ…ぁ…」


　舌を全部使って何度も丹たん念ねんに這わされると、性器が熱を持ってピクピク痙けい攣れんしはじめる。


「あっ…あぁ…ッ！」


　さらに吉野が尖とがらせた舌で先端の窪くぼみをつついてやると、朋はモジモジと腰こしを動かして快感を訴うつたえてきた。


「ここがイイのか？」


　あからさまな反応を示す朋に、吉野は確かく認にんするように聞いてやる。


「んっ…イッ」


　朋は潤うるんだ目を吉野に向けてコクコクと頷く。


　素す直なおな朋に気をよくした吉野は、褒ほう美びを与えるように先端の部分を口に含ふくんでやった。


「はぁッ…あっ」


　舌で裏筋の部分を刺激しながら吸うようにされると、朋は下半身がとろけてしまいそうなほどの快感を覚えた。


「あっ…も…でそっ」


　強きよう烈れつな快感に追い上げられた朋は、泣きそうになって限界を訴える。


「いいよ、飲んでやるから」


　吉野はいったん朋から口を離してそう言うと、射精を促うながすようにシコシコと茎くきの部分を揉もんで、先端をチュッと吸ってやった。


「あぅっ…あーッ！」


　朋は吉野に促されるまま快感の証あかしを噴ふき上げた。


「あ……」


　射精を終えた朋は、経験したことのない高い絶頂感に放心状態になる。


「気持ちよかったか？」


「うん…」


　吉野に顔をのぞき込みながら聞かれて、朋は涙なみだ目めでコクコクと頷いた。


　吉野の唇くちびるの端はしに溜たまっている白はく濁だくした液体が自分のモノだと思うと、すごく居たたまれない気分になる。


「よかったんなら泣くなよ」


　ヘニョッと泣きだした朋に、吉野は慌あわてたように言った。


「だって、ビックリしたんだもん」


　朋は恥ずかしさも手伝って、自分の顔をのぞき込んでいる吉野にギュッと抱きついた。


「朋はホント可愛いな」


　吉野は朋の頭をクシャッと撫なでてやりながら素直に感じたままを口にする。


　今日振られたばかりの年上の恋こい人びとは、経験豊富な大人でこんなふうに子供っぽく甘えてくることはなかった。


　華はなやかで小こ悪あく魔まっぽい魅み力りよくに惹ひかれていたが、今は朋のウブな反応が新しん鮮せんで心ここ地ちいい。


「吉野、俺、俺もする」


　吉野に可愛いって言ってもらえたのが嬉うれしくて、朋は躊躇いがちに自らそれを志願する。


「ん？」


「俺も吉野に気持ちよくなってもらいたい」


　それはもう、吉野に喜んでもらいたい一心だった。


「朋…」


　一いつ生しよう懸けん命めいな顔をして可愛いことを言う朋に吉野は胸が熱くなる。


　半ば強ごう引いんに手を出してしまったのに、こんな反応を返されるのは予想外もいいところだ。


「舐めてもいいだろ？」


「もちろんいいけど、抵てい抗こうないのか？」


　なおも積極的に迫せまってくる朋に、吉野は確認するように聞いた。


　自分と違ちがってバリバリのゲイというわけではなさそうな朋が、好きこのんで男のモノを舐めたがるとは思えない。


「なんで？」


　しかし朋はどうして抵抗があるのかわからないとでもいうように首を傾げた。


　性に対する意識が薄うすいのか、それともウブであるが故ゆえに無防備なのか、これでは悪い大人に騙だまされてなにをされるかわかったモンじゃない。


「いや、気持ちよくしてくれよ」


　自分がその悪い大人だと自覚しつつも、吉野は誘ゆう惑わくに勝てずにそう言った。


「ウン！」


　吉野の許可をもらった朋は嬉しそうにニコニコ頷く。


　さっそく跪ひざまずくように吉野の脚あしの間に体を入れると、朋の痴ち態たいに反応して少しカタくなっている性器に手をのばした。


　もう少し立っていた方が舐めやすいんじゃないかと思った朋は、両手で吉野のモノを上下に扱しごきはじめる。


　自分の手の動きに反応してムクムクと起きあがる様子を見てるとなんだかドキドキした。


　手で支えなくても天てん井じようを向いて屹きつ立りつするくらい扱いてから、朋はゆっくりとソレに唇を近づけていく。


「ん…」


　味見をするようにペロッと舐めてみたが、僅わずかな石せつ鹼けんのニオイと肌はだの滑なめらかな感触がするだけで味はしなかった。


「んぅ…はぁ…」


　変に安心した朋は夢中になって何度もペロペロと舌を這わせる。


「もっと、舌全体を使って舐めてみな」


　猫ねこがミルクを舐めるみたいに小さく舌を出してペロペロと舐めている朋に、吉野はそんな指示を出す。


「こぅ…？」


　朋は言われたとおり大きく舌を出して広い面積が当たるように舐めてみた。


　自分のモノを舐めあげながら上うわ目め遣づかいで聞いてくる朋の表情に吉野もそそられる。


「あぁ、上手だ」


「へへ…」


　誉ほめられて嬉しかったのか、朋は得意気に吉野を舐めまわす。


「先端の部分は舌を尖らせるようにチロチロと」


　馬ば鹿かのひとつ覚えのように同じ動作を繰くり返す朋に、吉野は苦笑いしながらアドバイスをしてやった。


　朋が先端の部分をチロチロ刺激すると、先走りの液が滲みでてくる。


　少しクセのある体液だが、吉野がしてくれたように朋も唇をつけてチュッと吸ってみた。


「ふ…ぁ…」


　そのまま大きく口を開けて吉野のモノを銜くわえようとしたが、大きすぎて先端の部分しか含むことができない。


「ん…むぅ…」


「無理して銜えようとしなくてもいいんだぞ？」


　顎あごが外れそうな勢いで飲み込もうとする朋から性器を引き抜ぬいて、吉野はスッと朋の唇についた唾だ液えきを親指で拭ぬぐってやった。


「んっ…でも…」


　唇を撫でられる感触にもゾクリと性感を覚えた朋は、ねだるような瞳ひとみで吉野を見た。


　まだ吉野は満足してないのに、途と中ちゆうで止められるのは寂さびしい。


「そのかわり、下の口で銜えてくれないか？」


　不安そうな顔をする朋を抱だきしめながら、吉野は耳元でそう囁ささやいた。


「下の口って？」


「ココのこと」


　意味がわからなくて首を傾かしげる朋の尻しりの谷間に吉野はそっと指を這わせた。


　朋の体がビクッと硬こう直ちよくする。


「えっ!?　それって…」


　朋にも一応その行こう為いの知識はあった。


「アナルセックスって聞いたことあるか？」


「ある…よ」


　友達に借りた裏ビデオの中で、男と女だったけどソレをしてる場面を見たことがある。


　けど見てるときはリアリティがなかったし、実際自分の尻に入れる日が来るなんて思ってもいなかった。


「吉野は俺のお尻に入れたいの？」


　朋はバクバクする心臓を宥なだめるように吉野にそう聞いた。


「イヤか？」


「ヤじゃないけど、想像つかないってか…ちょっと怖こわいかも…」


　イヤだというよりそれ以前の問題といった方が正しいかもしれない。


「イヤじゃないなら大だい丈じよう夫ぶ。口でするより気持ちいいんだぞ？」


　吉野はニッコリと笑って言うが、朋には自分の尻の穴に吉野のデカいナニが入るとは思えないし、入ったとしてもソレが気持ちいいとは思えなかった。


「それも想像つかないよっ」


　想像の範はん疇ちゆうを越こえた問題に、朋はクラクラする頭を左右に振ふった。


「だから実じつ践せんで教えてやるよ。四つん這ばいになって尻こっちによこしな」


　すると吉野はあっけらかんと言って、さっさと朋の体を四つん這いの体勢にしてしまう。


「や…見ちゃヤダって…！」


　後ろから腰を抱かかえられて尻の割れ目をのぞき込まれた朋は、耳まで赤くして腰を揺ゆすって吉野を振りほどこうとする。


　しかし吉野に尻を突つきだして腰を振っている姿は、逆に扇せん情じよう的で誘さそってるように見えた。


「見なきゃ弄いじれないだろ？」


　吉野は笑いを堪こらえながら朋の尻に手をかけると、割れ目をグイッと左右に開くようにする。


「開いちゃダメだよ！」


　尻の窄すぼみを広げられる感かん触しよくに朋は泣きそうになって訴うつたえる。


　そんな部分を他人の目に晒さらすなんて、羞しゆう恥ちを通とおり越してパニックになりそうだった。


「注文が多いなぁ…」


　そんな苦情を聞き入れるつもりのない吉野は、おもむろに朋の尻の割れ目にそって舌をツゥッと這わせた。


「うぁっ！」


　滑すべった舌の感触に、完全にパニックに陥おちいった朋はカーペットを這うように暴れる。


　この目で見たワケじゃないけれど、ソコを吉野に舐なめられてしまったなんて考えなくてもわかった。


「コラ、暴れるなよ」


　激しく暴れる朋の腰こしをガッチリ押さえて、吉野は再び後こう孔こうに唇を寄せた。


「わっ…だって！　あぅっ！」


　力の差がありすぎて抵抗もままならない朋は、執しつ拗ように後孔の入り口を舐められて次し第だいに体から力が抜けてくる。


　神経がソコに集中してしまったみたいに吉野の舌の感触に敏びん感かんに反応してしまう。


「あっ…やぁ…あ」


「悪くないだろ？」


　朋の声が艶つやっぽく変化してきたのを感じて、吉野はニッと笑って問いかけた。


「で…も、キタナイよぉ…」


　イイとか悪いの問題ではなく、ソコに他人の唇くちびるが触ふれるということにどうしようもない抵抗を感じる。


「風ふ呂ろ入ったばっかじゃねーか」


　それなのに当の吉野はまったく問題ないと言わんばかりの口調で言い切った。


　確かに風呂に入ったときにキレイに洗ってはあるけど、それでもやっぱりキレイとは言い切れない。


「あぅ…ン！」


　薄い皮ひ膚ふは何度も舐められている内にどんどん過か敏びんになってきて、焦じれったいような快感を訴えてくる。


「いいか、力抜いてろよ」


　朋の後孔に唾液を滴したたらせた吉野は、そう言って自身の指にも唾液を絡からませると、まずは人差し指を一本グッと挿そう入にゆうさせた。


「あぐっ！　イッタぁ！」


　本当は痛いというより異物感がたまらないのだが、他にどう表現していいのかわからない朋は再びジタバタと暴れて抵抗を示す。


「やっ！　マジ、無理ッ！　痛いって！」


「痛くない、痛くない。キュウキュウ締しめつけるからよけい痛いんだぞ？」


　思いっきり括かつ約やく筋きんに力を入れて、第二関節のあたりまで埋うめられた人差し指を締めつける朋に、吉野は苦笑いをしながら強引に指を奥に進める。


「うー」


　中を探さぐるように搔かき回す指に、朋は眉まゆをひそめて不快感を表す。


「すぐよくなるって、ホラ」


　しかし吉野の指がある一点を引っ搔くように擦こすると、朋の背筋に痺しびれるような快感が突き抜けた。


「あんっ！」


「ココ、気持ちいいだろ？」


　思わず甲かん高だかい声を漏もらした朋に、吉野はニヤッと笑ってその部分を集中的に攻せめる。


「ヤッ…なん、か…ヘンッ！」


　吉野にソコを擦られるたび、前の方もピクピク反応して大きくなっていく。


　まるでペニスに直結してるような快感に、朋は腰を揺らして身み悶もだえた。


「コッチも反応してきたな」


　腹につきそうなほど立ち上がっている朋のソレを確かく認にんして、吉野は満足げに頷うなずいた。


「んぁっ…はっ…あ」


　自分の体なのにどうしてこんな反応を示すのか朋にもわからない。


　ただ吉野に与あたえられる快感に身を任せて喘あえぐ。


「指、増やすからな」


　そう言っていったん指を引き抜いた吉野を振り返ると、いつの間に用意したのか小さなボトルのキャップを開けていた。


「な…に、ソレ？」


　透とう明めいな液体を手のひらに垂らしている吉野に、朋はオソルオソル尋たずねた。


「ローション。ヌルヌルして気持ちいいぞ」


　吉野はそう言って、ローションが滴っている指で朋の性器をキュッと弄ってやる。


「んっ…ぁ…気持ちい…」


　後ろを弄られてジンジン疼うずいているモノに直接刺し激げきを与えられて、朋はビクッと体を竦すくませて快感を訴えた。


「だろ？」


　吉野は満足そうに頷いて、今度は朋の後孔に二本の指を埋めていく。


「やぁ…もっと…」


　後ろだけでなく前も弄ってほしい朋は、甘あまえるような口調でソレをねだった。


「グチョグチョにしてほしい？」


「吉野のえっち！」


　ローションを直接後孔に垂らしながら卑ひ猥わいな言い方をする吉野に、朋は真っ赤になって文句を言う。


「朋の方がエッチだろ？　後ろ弄ってるだけでこんなにヒクヒクさせて」


　吉野はからかうように言いながら、ローションが滴っているおかげで滑ぬめりがいい後孔を、二本の指で搔き回すように広げた。


　グチュグチュと湿しめった音が朋の耳にまで届く。


「あっ…やぁッ」


　恥はずかしいのに、内ない壁へきを擦られるとたまらない快感が朋の体を突き抜けた。


「もう入れても大丈夫だな」


　散々後孔を弄ったあと指を引き抜いた吉野は、すでに限界まで張りつめている自身のモノを朋の後孔にあてがった。


「ふぇ…？」


　状じよう況きようがよく飲み込めていない朋は、物欲しそうな顔をして吉野を振り返った。


　次の瞬しゆん間かん、朋の体を信じられないほどの激痛が襲おそう。


「あっ…やぁ――――ッ！」


　狭せまい穴を巨きよ大だいな塊かたまりで無理矢理開かれる激痛に、朋は大声を上げて喚わめいた。


「ツゥ…リキむなって…」


　吉野の侵しん入にゆうを拒こばむように窄められる後孔に、吉野は眉をひそめながら舌打ちをする。


「ヤッ！　イタッ！　イタイよっ！」


　ボロボロと涙なみだを流しながら喚く朋の股こ間かんに手をのばすと、中心で震ふるえてるソレを慰なぐさめるように揉もんでやった。


　朋はなんとか激痛を堪えようと、与えられる快感を必死で追いかけた。


　吉野はその隙すきを狙ねらって、少しずつ奥の方へ自身を埋めていく。


「あぅっ…あっ…ぅ！」


　強きよう烈れつな痛みと快感がない交ぜになって、朋は縋すがるようにカーペットを搔きむしった。


「朋…大丈夫か…？」


　なんとか根本まで挿入をはたした吉野は、緊きん張ちようを解ほぐすように優やさしく朋の背中を撫なでてやりながら聞いた。


「ぶ、じゃな…コワイよぉ…」


　朋は涙で濡ぬれた瞳ひとみを向けて訴える。


　後ろを振り向くだけで新たな痛みに襲われたが、後ろから犯おかされる体勢は吉野の顔が見えなくて不安だった。


　泣き濡れた顔の幼さに吉野の罪悪感が膨ふくらむ。


「悪い…」


　吉野はバツの悪そうな顔をすると、いったん自身を朋の中からズルッと抜ぬいた。


「くぅっ…あ…」


　たまらない排はい泄せつ感に朋は思わず身を竦ませる。


　吉野は小刻みに震えている体を仰あお向むけにして、汗あせで額に貼はりついている前まえ髪がみをそっと掬すくってやった。


「吉野…」


　心配そうな顔でのぞき込んでくる吉野の首に、朋は思わずギュッとしがみついた。


　自分をこんな痛い目に遭あわせたのは吉野なのに、それでも朋は吉野から離はなれたくなかった。


「朋…」


　吉野は慰めるように、涙で濡れている朋の目元や頰ほおに唇を落とす。


「もっと…」


　優しい唇にジワーッと満たされるモノを感じた朋は、甘えるような声でそれをねだる。


　潤うるんだ瞳を向けられて、吉野の中に堪えきれない衝しよう動どうが湧わき起こった。


「俺、我が慢まんできそうにねーや…」


　一度チュッと唇にキスをしてから、吉野は朋の膝ひざの裏に手を入れて大きく開くと、再び朋の後孔に熱く疼いている自身を押し当てた。


「ヤッ！　ウソッ！」


　朋は大きく目を見開いたが、一度開かされているソコは先ほどより容易に吉野を飲み込んでいく。


「あぐっ！　ヤァッ！」


　有無を言わさないように一気に押し入ってくる塊に、朋は再び涙を溢あふれさせる。


　痛みはむしろ先ほどより激しいくらいだった。


「朋…朋…」


　強ごう引いんに最さい奥おうまで捻ひねり込んだ吉野は、朋の名前を呼ぶと嚙かみつくように唇をあわせた。


　朋は必死で吉野にしがみつく。正面から抱だき合うような体勢は、痛み以上に吉野の存在を朋に意識させる。


　自分は今、吉野とセックスをしてひとつになっているんだと思うと、心臓から指の先まで痺れるような衝撃が走った。


「吉野ぉ…」


　体の痛みを胸の甘い痛みが凌りよう駕がする。


　吉野は両手で朋の頰を包んでキスを与えてやりながら、ゆっくりと腰こしを使いだした。


「あっ…あぅ…ッ！」


　なんとか痛みを堪えようと、朋は腕うでだけでなく足も吉野の腰に絡めるように密着させた。


　全身で吉野にしがみついていると、自分と吉野の腹の間で性器が擦られる。それに連動するように、吉野のモノで擦られている奥の方にもチリッという快感を覚えた。


　単に痛みが麻ま痺ひしてきただけかもしれないが、体の奥から生まれる快感はどんどん増ぞう幅ふくしていった。


「はっ…あぁ…んっ！」


「少しは…よくなってきたか…？」


　まだ眉み間けんにシワを寄せて苦しそうな顔をしているが、明らかに声こわ色いろが変わってきた朋に吉野は囁ささやくように尋ねる。


「あ…よ、しの…は？」


　朋は小さくコクコク頷くと、とぎれがちな声で聞き返した。


「気持ちいいよ…」


　大きく頷いて頰を撫でてくれる吉野に、朋はなんとなく報われた気分になった。


　よくわからないままエッチに持ち込まれてしまったが、吉野が元気になってくれれば苦痛さえも無意味じゃないような気がする。


「元気…でた？」


「あぁ、でたでた…」


　さらに泣き笑いの表情で問いかけてくる朋に、吉野は胸が熱くなるのを感じた。


　この状況で自分のことより相手の心配をする朋が信じられなかった。吉野自身、朋に気を遣つかってやる余よ裕ゆうなんてないのに、朋の思考回路はよっぽどお人ひと好よしにできてるに違ちがいない。


「よかった…」


　嬉うれしそうに笑う朋を愛いとおしいと思う気持ちが膨らんでいく。


「そんな可愛かわいいこと言うなよ、もっとメチャクチャにしてやりたくなるだろ？」


　吉野はそう言ってしがみついている朋の膝を抱かかえると、大きく抽ちゆう挿そうを開始した。


「あぁっ！」


　ギリギリまで引き抜かれてから一気に奥を突つかれると、朋の腰に痺れるような快感が走る。


　ゾクゾクという快感の余よ韻いんに浸ひたっていると、次の刺激に襲われた。


「あっ…やぁッ…あぁっ！」


　さらに吉野は再び張りつめてきた朋の性器にも指を這はわせてキュッキュッと扱しごいてやった。


　前と後ろを同時に弄いじられて、朋は首をのけぞらせて快感に喘ぐ。


　ひきつれるような入り口の痛みさえも、今はたまらない刺激に変わる。


「あんっ…イイッ…」


　巧たくみに快感を引き出す吉野に翻ほん弄ろうされた朋は、自分でも信じられないくらい甘い声をあげて喘いだ。


「気持ちいいか？」


「イイよぉ…ッ」


　恥ずかしがってる余裕もないくらい感じてしまって、朋は素す直なおに快感を訴うつたえた。


　朋の反応を見た吉野はラストスパートをかけるように大きく腰を叩たたきつける。


「あぁっ…も…ッ！　イクッ！」


　限界が近づいてきた朋は、泣きそうな声で吉野に訴えた。膨ぼう張ちようしたモノが吉野の手の中で今にも爆ばく発はつしてしまいそうだった。


「俺も…」


　吉野はコクンと頷くと、朋の腰を摑つかんで自分の方にグイッと引き寄せた。


「あぁ――――ッ！」


　一番深いところを突かれて、朋はビクビクと痙けい攣れんしながら絶頂を迎むかえる。


「ク…ッ！」


　それに引きずられるように、吉野も朋の中に性を解き放った。


　体の奥に熱い飛ひ沫まつが叩きつけられる感かん触しよくに、朋はブルッと身み震ぶるいをする。


　吉野はひとつ深い息を吐はくと、朋の中から萎なえた自身を抜き出した。


「はぁ……」


　吉野のモノと一いつ緒しよに後こう孔こうからドロッと零こぼれる体液がやけに生々しくて、朋は恥ずかしそうに顔を両手で覆おおった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　そんな朋に吉野は心配そうに声をかける。


「ん……」


　朋は顔を隠かくしたままコクンと頷く。


　快感の波が去った体にはジンジンと疼くような痛みが残っているが、それも耐たえられないほどではなかった。


「ありがとうな…」


　吉野は礼を言うと、朋の頭を優しく撫でた。


「ウン…」


　優しい指が心ここ地ちよくて、朋はウットリと目を閉じる。


　ずっとこうやって吉野に頭を撫でてもらいたい気分だった。


　吉野は朋の幼い表情を見ながら、後こう悔かいの気持ちでいっぱいになる。


　いくら振ふられて自じ暴ぼう自じ棄きになっていたとはいえ、生徒に手を出してしまった自分が信じられない。


　そんな自分を朋は泣きながら受け入れてくれたのだ。


　まだ気持ちは瀧川にあるけど、朋のおかげで心が少し軽くなったのは事実だった。


「ゴメンな、朋…」


　その言葉はいつの間にか眠ねむってしまった朋の耳には届かなかった。











「ん…ぅ…？」


　次の朝、目を覚ました朋は自分のニオイのしない布団に違い和わ感かんを覚えて眉まゆをひそめた。


　けれど温かい感触に包まれているのがやけに心地いい。


「起きたか？」


　覚かく醒せいしない頭で無意識に自分の胸に鼻を擦こすりつけてくる朋に、吉野は苦く笑しようしながら声をかけた。


「……ン？」


　ウッスラと目を開けて声のする方を見た朋は、自分が誰だれかの腕の中で眠っていたのだと気づく。相手の顔が至近距きよ離りにありすぎて焦しよう点てんが合わない。


「おはよう、まだ寝ね惚ぼけてるのか？」


　吉野はポヤーッとした顔で自分の顔を見つめている朋の額に、チュッと唇くちびるを押し当てながら聞いた。


　柔やわらかい唇の感触に、朋の脳のう裏りに昨晩の記き憶おくがフラッシュバックする。


「よ、吉野…!?」


　自分が吉野に寄り添そうように寝ていることに驚おどろいた朋は、思わず布ふ団とんを押しのけてガバッと立ち上がった。


　しかしそこは作りつけのロフトベッドで天てん井じようが低く、朋は勢いよく頭をぶつけてしまう。


「ツゥ…ッ！」


　ゴンッという鈍にぶい音がして頭に激痛が走った朋は頭を抱えて蹲うずくまった。


「オイオイ、大丈夫か？」


「だ…いじょうぶ…」


　心配そうに声をかけてくる吉野に、朋は頭がズキズキするのを堪えながら頷く。


　ロフトにある小窓から射さし込んでくる朝の光に照らされた吉野を見て、朋は顔がポッと赤くなるのを感じた。柔らかいカンジの美形が際きわだってなんとも格好いい。


「昨晩のこと、覚えてるか？」


　照れくさそうにうつむいた朋に、吉野は躊躇ためらいがちに尋たずねる。


「ウン…」


　覚えてないはずがない。


　昨晩の出来事は、朋にとって嬉し恥ずかしの初体験だったのだ。


　半ば強ごう引いんに奪うばわれたような形ではあったが、途と中ちゆうから朋も吉野に気持ちよくなってもらいたくて一いつ生しよう懸けん命めいになった。


　あんな気持ちははじめてで、思い出すだけで胸がドキドキする。


「その、悪かったな…」


　甘い感傷にひたっている朋に、吉野はいきなりペコッと頭を下げて謝罪の言葉を口にした。


「え？」


「無理矢理生徒に手ぇだすなんて、俺も教師失格だな」


　なにを謝られてるのかわからない朋がキョトンとした視線を向けると、吉野は自じ嘲ちよう気味に目を伏ふせる。


「なんか、振られたショックでどうにでもなれってくらいムシャクシャしてて、オマケにお前が可愛いこと言うからさ…」


　我ながら言い訳なんかしても取り返しのつく問題ではないと思う。


　今となっては朋を求めたきっかけがなんだったのかすら、吉野には思い出せなかった。


　どうしようもなく寂さびしくて、懸命に自分を励はげまそうとしてくれた朋に甘えていたのかもしれない。


「俺、全然後悔してないよ！」


　沈しずんだ表情を浮うかべる吉野に朋は慌あわててそう言った。


　朋は吉野との行こう為いの最中、何度も胸がキューンと高鳴るのを感じた。吉野に「可愛い」って言ってもらえたのが嬉しかった。


　その最中は快楽に流されていただけかもしれないが、一晩経たった今でも吉野の顔を見るだけで朋はドキドキしている。


　こんなことは初めてで、明らかに朋は吉野に特別な感情を抱いだいた。


「吉野、運命って信じるか？」


　自分の感情に確信を得た朋は満面の笑えみを浮かべてそう聞いた。


「運命？」


「ウン！　昨日俺たちがファミレスで出会ったのって運命だよな！」


　首を傾かしげる吉野に朋は大きく頷いて断言する。


「出会ったって…」


　吉野は思わず絶句した。ただの偶ぐう然ぜんを大おお袈げ裟さに考える朋の意図がわからない。


「絶対そうだよ！　だって俺、吉野のこと好きになっちゃったもん！」


　戸と惑まどう吉野には気づかず、朋はギュッと吉野に抱だきつくと照れくさそうに自分の気持ちを告げた。


「ちょっと待て！」


　予想もしてなかったことを言われて、吉野はギョッとしたような声を出した。


　吉野は朋に好かれるようなことをした記憶はない。むしろウブな子供に我ながら非ひ道どいことをしたモンだと思う。


　それなのにどうして朋が自分を好きになったなどと言い出したのか理解できなかった。


　少なくとも朋は、昨晩の時点では自分に気がある様子は全くなかったはずだ。


「吉野、タッキーに振られたんだろ？　だったら俺とつきあおうよ」


　けれど朋は純真な目で吉野を見つめながら迫せまってくる。


　さんざん痛がったり苦しそうな顔をしていたのに、実はセックスが余よ程ほどよかったとかでもなければ朋の態度に納なつ得とくできない。


「…あのな、俺とお前は教師と生徒だぞ？」


　邪じや険けんにするのも気が引けて、吉野は少し考えてから自分たちの立場を盾たてにして拒きよ絶ぜつした。


「エッチしといて今さらなに言ってんだよ」


　納得いかない答えに、朋は当然の反論をする。


　たしかに肉体関係を持った後で倫りん理り的なことを言われても納得できなくて当然だ。


「それに、昨日失しつ恋れんしたばかりですぐにそんな気になれるわけないだろ…」


　仕方なく吉野は自分の本心を口にした。


　一生懸命な朋を可愛かわいいとは思うが、まだ瀧川への気持ちが整理できてない状態で朋とつきあおうという気にはなれなかった。


「え～!?　エッチはする気になれたのに、そんなのオカシイよ！」


　しかし朋はなおも不満そうに吉野を責める。


「心は体ほど単純じゃないんだよ」


「俺は単純だもん！」


　ため息をつきながら小さく首を振る吉野に、朋は強い口調で断言した。


　昨日まで恋愛対象として意識しなかった相手を、たった一回エッチしたくらいで好きになってしまう自分は確かに単純なのかもしれない。


　けれど、この胸を支配するトキメキは噓うそじゃないし、朋は自分の感情に素す直なおでいたかった。


「わかった、吉野はまだタッキーのこと忘れられないんだよな？」


　困ったような顔をする吉野に朋は決心したように尋ねた。


「あ、あぁ…」


「だったら俺が忘れさせてやる！　そんで、吉野の気持ちを俺に振り向かせてやるからな！」


　すぐには無理かもしれないけれど、いつか吉野が瀧川のことを思い出にできるように、自分のことを好きになってくれるようにすればいいのである。


「朋…」


　めげないというか、底そこ抜ぬけにポジティブな朋に吉野は呆ぼう然ぜんとした。


「ウン、それがいい。そうしようっと」


　具体的な方法なんて思いつかなかったが、朋はいつか吉野が自分に振り向いてくれる日を思い浮かべてニコニコと笑って頷うなずいた。











　一度家に帰って制服に着き替がえた朋は、ご機き嫌げんで登校した。


「オハヨー貴洋！」


「オッス。昨晩は災難だったな。大だい丈じよう夫ぶだったのか？」


　元気に教室に入ってきた朋に、貴洋は苦笑いしながら声をかける。


　朋を残して一人でさっさと帰ってしまったのはさすがに少し後ろめたい。


「災難？　チゲーよ、運命だよ！」


　しかし朋は、貴洋の杞き憂ゆうが吹ふっ飛ぶほどの笑え顔がおを見せた。


　むしろ最終電車を乗り逃のがして大正解ぐらいの勢いである。


「は？」


「俺が電車を乗り逃したのも、一人寂しくファミレスに行くことになったのも、すべては運命の出会いのためだったんだ…」


　訝いぶかしげな顔をする貴洋に、朋は両手で自分の肩かたを抱きながら少し芝しば居いがかった口調でウットリと言った。


「運命？」


　思いがけない展開に、貴洋は目をパチクリしながら聞いた。


　奥手というか彼女を作るより男友達と遊んでた方が楽しいという考えだったはずの朋が、いきなり運命などと言い出したのが貴洋には驚きだった。


　ただ基本的に朋は単純なので、なにかのきっかけで恋愛にはまってしまうことも充じゆう分ぶんにあり得る。


「なに、まさか、どこぞの女とイイコトしちゃったのか？」


「女じゃねーよ」


　からかうように聞いた貴洋に、朋は少し照れくさそうに答えた。


「じゃあなんだよ？　まさか男じゃねーだろ？」


　不可解な朋の答えに貴洋は冗じよう談だんまじりで聞く。


「そのまさかなんだな」


「はぁ!?　マジかよ!?」


　それはないだろうと思って聞いたのに、アッサリと肯こう定ていした朋に貴洋は思わず裏返った声をだす。朋とは幼なじみだが、男が好きだという話は一度も聞いたことがなかったし、そういう素そ振ぶりすら見たことがなかった。


「マジマジ。それも貴洋もよく知ってるヤツ」


　すっかり色ボケの朋は、貴洋の動どう揺ようにも気づかずウキウキとした表情で頷いた。


　しかしここまで大っぴらに屈くつ託たくなく言われると、貴洋の方も偏へん見けんが薄うすれてきてしまう。


　二人ともあまり細かいことは気にしない質たちなのも幸いしたようだ。


「この学校のヤツとか？」


　怖こわいモノ見たさみたいな感覚も手伝って、貴洋は詳くわしい話を聞こうとする。


「うーん、言っちゃってもいいのかなー」


「そこまで言って焦じらすなよ。俺とお前の仲じゃねーか」


　言いたくてたまらなそうなのにもったいぶる朋に、貴洋は焦れたように先を促うながした。


　すると朋はチョイチョイと貴洋を手招きして、耳元に唇くちびるを寄せると小さな声でその名前を口にした。


「吉野」


　言ったあと両手で顔を隠かくして照れくさそうに悶もだえている。


「吉野って…ウチの顧こ問もん…？」


　貴洋の知っている男の中で、吉野という名字は一人しかいない。


　数学の教師であり、自分が所属する剣けん道どう部の顧問もしている吉野は、貴洋にとって身近な部類に入る教師で尊敬もしていた。


「そう！　俺、剣道部入部したい！」


　貴洋の言葉に吉野が剣道部の顧問だと思いだした朋は、少しでも吉野と接点を増やそうと手を挙げて主張する。


「マジかよー？」


　尊敬する吉野が男子生徒に手を出したと知って、貴洋は信じられないというような声を出した。吉野は柔やわらかいカンジの美形だし、剣道をしてるイメージが強いせいか品行方正だと思い込こんでいたのだ。


「マジ！　だって毎日吉野が練習見に来るだろ？」


「いや、俺が言ってんのは、マジで吉野とお前がデキちゃったのかってコト」


　自分と朋の話が嚙かみ合ってないのに気づいた貴洋は、話を整理するように言った。


「うーん、それは微び妙みようだな…」


　しかし朋は貴洋の言葉に眉み間けんにシワを寄せて考え込んでしまう。


「なんで？」


「エッチはしたけど、恋こい人びと同士になったわけじゃないし…」


　実際朋は吉野につきあおうと言って断られているのだから、デキてしまったと断言すると語ご弊へいがあるだろう。


「は？　よくワカンネー。結局お前と吉野ってどんな関係なワケ？」


「俺、吉野を振ふり向かせたいんだ！」


　ワケがわからず混乱する貴洋に、朋は強い口調で自分の決意を告げる。


「振り向かせたいってコトは、お前は吉野が好きなんだよな？」


「ウン」


「そもそもお前ってホモっ気あった？」


　当然のごとく頷く朋に貴洋は根本的な疑問を口にした。


「だから運命だって言ったじゃん！　昨晩吉野と出会ってわかったんだ！」


　朋自身自分が男を好きになるなんて考えたことがなかった。


　でも好きになってしまったのだ。それは紛まぎれもない事実だし、それでホモ扱あつかいされても一向にかまわなかった。


「そんなふうに目ぇキラキラされてもなぁ。だいたい振り向かせたいって、吉野とお前には既き成せい事実があるんだろ？」


　イキイキとした瞳ひとみで語る朋を見れば恋をしてることなんて一いち目もく瞭りよう然ぜんで、貴洋は呆あきれたように聞いた。


「あるけど、吉野はまだタッキーのことが好きなんだって」


　問題はソコなのだ。


　瀧川響といえば同じあだ名のアイドルに引けをとらないくらい華はなやかな美形で、生徒にも抜ばつ群ぐんに人気がある成恵学園の名物教師だ。


　中肉中背でスタイルもいいし、ああいうのが吉野の好みだとしたらかなりハードルが高い。


「タッキーって瀧川？」


「あっ！　コレは内ない緒しよだったんだ！」


　貴洋に確かく認にんするように聞かれて、朋は吉野に口止めをされていたことを思い出した。


　シマッタというような顔をして口を押さえたがもう遅おそい。


「絶対誰だれにも言うなよ！」


「人に釘くぎ刺さす前にオメーが気をつけろよ」


　慌あわてて口止めをしてくる朋に、貴洋は心外だという顔をして言い返した。


「あう」


　痛いところを突つかれた朋は身を竦すくめて黙だまり込んだ。


「てかさぁ、他に好きなヤツがいるくせに、他のヤツに手を出すような男をどうして好きになんかなっちゃうワケ？」


　改めて貴洋は疑問を口にする。吉野のしたことは、教師としても大人の男としても誉ほめられたことではない。


「でも吉野、タッキーには振られたって言ってたもん！」


　そう主張する朋にようやく貴洋も合点がいく。


「だから今が吉野を俺に振り向かせる絶好のチャンスなんだよ。な、な、協力してくれよ、俺も剣道部入りたいよ～」


「そんな不純な動機で続けられるほどウチの部活は甘くないぜ？」


　必死の形相で自分に縋すがってくる朋に、貴洋はヒョイッと眉まゆをつり上げて脅おどした。


　なにしろ学生時代に自身も高校総体に出場したことがある吉野が顧問を務める剣道部は、レベルが高く練習も厳しいことで有名で、ほとんどの部員は中学以前から経験がある。


　そこに二年の途と中ちゆうから入部しようなんて物好きはまずいない。


「大丈夫！　俺、一いつ生しよう懸けん命めいやるから！」


　しかし朋は両手でガッツポーズをつくって言い切った。


「まぁ、いいけどさ」


　恋は盲もう目もく状態になっている朋になにを言っても無む駄だだろうと悟さとった貴洋は、実際に練習を体験させてみるのが一番だと思って適当に頷く。


「じゃあ、放課後は一いつ緒しよに部活行こうな」


　そうとは知らない朋は、吉野と一緒の部活を夢見て楽しそうに笑った。











　放課後、朋は貴洋の言っていた言葉の意味を体で理解することになった。


　体操服に着替えた朋は、マネージャーの宇う津つ木ぎ庄しよう一いち指導の下もと、今年の春から入部した一年生と一緒に筋トレに勤いそしんでいた。


「腹筋背筋が終わったら今度は腕うで立たて伏ふせ二百回ね。五十回を四セット、はじめて」


　淡たん々たんと指示を出す宇津木に朋は倒たおれそうになった。


　宇津木は日本人形のような整った顔立ちをしていて、いかにも剣道着が似合いそうなのになぜかマネージャー業をやっているらしい。


　しかも顔に似合わずかなりのスパルタ指導で一年生にも恐おそれられている。


　中学時代はサッカー部に所属していて、勉強より運動の方が得意な朋もさすがに延々と続く筋トレにゲッソリとした表情を浮うかべた。


　しかもいくら顧問とはいえ数学教師が本業の吉野は、四六時中部活に顔を出しているわけではないのだ。


「マジ…ムリ…」


「ほら、真辺は途中入部なんだから、真ま面じ目めにやらないと回数追加するよ」


　腕立て伏せの姿勢を崩くずして床ゆかに突っ伏した朋に、宇津木が容よう赦しやなく声をかける。


「てか、宇津木先せん輩ぱい、なんで俺が一年生に混じって筋トレしなくちゃなんないんスか？」


　乳酸がたまってパンパンに腫はれているような錯さつ覚かくを感じている腕をさすりながら、朋は不満そうに尋たずねた。


「基き礎そ体力もないのに、いきなり防具つけて練習できるわけないだろ？」


　身の程ほど知らずな朋に宇津木は呆れたように説明する。


「竹刀しないすら握にぎったことのない真辺より、明らかに実力がある者だって高校に入ったらイチから筋トレやってるんだよ？」


「ちぇー」


　もっともな説明に朋は渋しぶい顔をして再び腕立て伏せをはじめた。


　いくら学年が上でも、朋の方が初心者であることに変わりはないのだ。


　その証しよう拠こに四月から基礎トレーニングを続けている一年生部員たちは、朋が死にそうになっている筋トレを楽々とこなしている。


「宇津木ー、ちょっといいか？」


　宇津木に見張られながら必死の形相で腕立て伏せを続けていると、なによりも待ち遠しかった声が朋の耳に聞こえた。


「あっ、吉野！」


「げっ！　と、も…じゃなくて真辺！　なにやってんだ!?」


　とたんにパッと顔を上げた朋に気づいた吉野は、思いっきり動揺したような声をだした。


「今日から入った新入部員です」


「新入部員です！」


　吉野に事情を説明する宇津木に便乗して、朋も吉野の方に駆かけ寄ってニコッと笑う。


「いいから、真辺は筋トレ続けな」


　朋が筋トレをサボろうとしてると勘かん違ちがいした宇津木は、チョンと朋の頭を小こ突づいて一年生がいる輪に戻もどるように促した。


「ハーイ」


　やけに素す直なおに返事をした朋は、吉野にイイトコロを見せようと、先ほどとは打って変わって張り切りモードで腕立て伏せをはじめる。


　そんな朋を吉野は呆ぼう然ぜんと見つめた。


　少しでも自分と接点を増やそうと思ったのだろうが、まさか剣けん道どう部に入部してくるとは思ってもみなかった。


「先生？　どうしたんですか？」


　呆あつ気けにとられたように朋を見つめている吉野に、宇津木は不思議そうに声をかける。


「んぁ？」


「なにか用事があったんじゃ…」


　宇津木の言葉に吉野はようやく我に返った。思わず朋に気を取られていた自分が情けない。


「そうそう、来週の火曜に業者が来るっていうから、そんとき一年生にも竹刀とか防具一式揃そろえるようにしたいんだけど、お前面めん倒どう見みてやってくれるか？」


「わかりました」


　少し焦あせったように早口で説明する吉野に首を傾かしげながら、宇津木は了りよう承しようの返事をする。


「頼たのむな」


　吉野はポンッと宇津木の肩かたを叩たたくと、自らも道着に着き替がえるために部室に向かった。











「スゲー、マジ格好良かった」


　練習が終わって部室に戻ってきた朋は、ぐったりと机に突っ伏しながらウットリしたような口調で呟つぶやいた。


「ダラダラしてないで、早く着替えて帰るぞ」


　他の部員はとっくに着替えて帰ったというのに、いつまでも体操服のまま吉野に思いを馳はせている朋に、貴洋は呆れたように声をかける。


「んなコト言われても、もー俺、一歩も動けない」


　急激に過度な運動を強要された朋の体は、指一本動かすのもおっくうなくらい疲ひ労ろうしてる。


　コレを毎日続けるのかと思うとゾッとするが、剣道着を着たキリリとした吉野の姿を拝めるという特典がつくと思えば、耐たえられないこともなかった。


　面を着けているときは顔が見えないのが難点だが、立ち振ふる舞まいだけでも充じゆう分ぶん格好いい。


　そしてなによりも、稽けい古こが終わったあと面をとったときの汗あせで濡ぬれた表情が、セクシーでたまらなかった。


「明日になったら筋肉痛に苦しむぜ」


　吉野の勇姿を思い出してポヤーンとしている朋に、貴洋は意地悪く言った。


　自分の経験からして、次の日からしばらくは階段の上り下りも大変なくらいひどい筋肉痛に悩なやまされるはずだ。


「あー、俺も筋トレなんかヤメにして、早く吉野に稽古つけてもらいた～い」


「相手になるわけねーだろ」


　無む謀ぼうなことを言う朋を貴洋はバッサリと切り捨てる。


　中学から剣道部に所属している貴洋ですら、吉野には一度も勝てたことがないのだ。剣道は経験がモノをいうスポーツだし、実力の違いは歴然だった。


　だから剣道部員はみんな吉野のことを尊敬してるし、いつか吉野から一本とりたいと必死に稽古をしている。


　貴洋は朋とは違ちがう視点から吉野に思いを馳せた。


「だってさ、宇津木先輩って優やさしそうな顔して鬼おになんだもん。毎日あんな練習させられてたら俺死んじゃうよ」


　朋はなおもブツブツと筋トレから逃のがれる方法はないか探さぐるように文句を言い続ける。


「死ぬわけないだろ」


　するといつの間に現れたのか、宇津木が呆あきれたように朋に突つっ込んだ。


　鬼呼ばわりしていた先輩の声に、朋は驚おどろいて心臓が縮まった。


「わっ、宇津木先輩！」


「早く着替えてくれないと、部室が閉められないんだけどな」


　大おお袈げ裟さに驚いたような声を出す朋に、宇津木は指にかけた鍵かぎをまわしながら言う。


「すぐ着替えまーす」


　慌あわてた朋はダルイ体を起こすと、急いで制服に着替えはじめた。


「お前、先輩の言うことは素直に聞くんだな」


　いくら自分が言っても聞かなかったくせに、とたんに機き敏びんに動き出した朋に、貴洋は苦笑いしながら文句をつける。


「僕そんなに怖こわい？」


　そんな朋と貴洋の様子に、宇津木は心外だというように尋ねる。


「俺も一年の頃ころは先輩にしぼられましたからね」


　貴洋はクスッと笑いながら冗じよう談だんぽく言った。


　宇津木は普ふ段だんは優しいし決して威い圧あつ的ではないが、剣道のことになると凜りんとした強さと厳しさがあって誰だれも逆らうことができない。


　選手より剣道を知っているマネージャーは、部にとって心強い存在でもあった。


「それにしても、真辺はなんでこんな時期に剣道部に入ろうと思ったの？」


「えっ？」


　唐とう突とつに聞かれて、朋はワイシャツのボタンをとめていた指をピタッととめて振ふり向いた。


　なんでと聞かれても、とても宇津木に正直に話せるような動機ではない。


「や、帰宅部ってつまんないし、貴洋もやってるし、格好いいじゃないッスか」


　吉野目当てだなんて正直に言ったら絶対に怒おこられると思った朋は、エヘッと笑いながら適当な理由をつけて誤ご魔ま化かした。


「そっか。そういえば僕も、子供の頃近所の道場のぞいて格好いいなって思ったからはじめたんだっけ」


「でも、先輩はマネージャーなんでしょ？」


　フッと笑って懐なつかしそうに話す宇津木に疑問を覚えた朋は、首を傾げて問いかける。


「あぁ、高校に入ってすぐ練習中の事故で膝ひざをダメにする前まではやってたんだよ」


　すると宇津木はポンポンと軽く膝を叩きながらマネージャーに転向した理由を説明した。


「事故…？」


「バカッ！　無神経だぞっ！」


　遠えん慮りよなく疑問を口にする朋を、貴洋は咎とがめるような口調で制止する。


「いいよ。日常生活には支障ないけどね、激しい運動はできないんだ」


　しかし宇津木は緩ゆるく首を振って笑うと、なんでもないことのように自分の膝の症しよう状じようを教えてやった。


「そうなんですか…。スイマセン、余計なこと聞いちゃって」


　そんな宇津木に現実を受け入れる強さのようなモノを感じた朋は、神しん妙みような顔をして頭を下げた。


　宇津木はやりたくてももうやれないのに、不純な動機で入部した上に厳しい練習をサボることばかり考えていた自分が恥はずかしい。


「気にしなくていいよ。鬼マネージャーになって後こう輩はいを指導するのもなかなか楽しいから」


　シュンとしてしまった朋に、宇津木はニッと笑っておどけたような口調で言った。


　単純な朋はますます宇津木の強さに感動して、剣けん道どうを続けるのなら心を入れ替えて真ま面じ目めにやらなければならないと思った。


「俺、もっと一いつ生しよう懸けん命めいやりますね！」


　宇津木の分もなんて言うとおこがましいけど、やるからにはそれくらいの覚かく悟ごを決めてやるつもりだ。


「頑がん張ばれよ」


　いきなり心を入れ替えた朋に少々面食らいながらも、宇津木は頷うなずいてエールを送った。











　次の日、貴洋の忠告どおり全身筋肉痛に襲おそわれた朋は、ギクシャクとした足取りでゆっくりと校舎の階段を上っていた。


「う……ツツ…」


「壊こわれたロボットみてーだな」


　しかめっ面をして痛みを堪こらえている朋を見ながら貴洋はおかしそうに言う。


「ウルヘー」


　これでも精せい一いつ杯ぱい気合いを入れて階段を上っているというのに、自分の体力のなさをバカにされてるみたいで面おも白しろくない。


　ムキになった朋が歯を食いしばってダッシュで階段を駆かけ上がっていくと、二階にある職員室の方から吉野が歩いてきた。


「あ……」


　朋とバッチリ目があった吉野は一いつ瞬しゆん困ったような顔をしてピタッと足を止めた。


「おはよー、吉野」


　朋は痛みを堪えてなんとか笑え顔がおを作りながら元気よく吉野に挨あい拶さつをする。


「おはようございます」


　すぐ後ろにいた貴洋もペコッと頭を下げた。


「あぁ、おはよう」


　吉野は挨拶を返したあと、少し考えるような表情をしながら朋をジッと見つめた。


「真辺、ちょっといいか？」


「なになに？」


　手招きをする吉野に朋は嬉うれしそうに近寄っていく。


「そんじゃ俺、先に教室行ってるな」


　貴洋は朋の肩をポンと叩いて言うと、三階にある教室に向かって歩いていった。


　こんな廊ろう下かでできる話ではないので、吉野は今の時間はまだ誰もいないであろう数学準備室に向かうことにした。朋もなんとか痛みを堪えて早足で歩く吉野のあとについていく。


「あのなぁ、真辺」


　準備室の中に入って誰もいないことを確かく認にんした吉野はおもむろに口を開いた。


「こないだみたいに朋って呼んでくれよぅ」


　そんな吉野の言葉を遮さえぎって、朋は不満そうに口を尖とがらせる。


　吉野は困ったように眉まゆを寄せたが、他にも名前で呼んでる生徒がいないわけではないし、変に意識する方がオカシイのだと自分に言い聞かせた。


「朋、お前本気なのか？」


「俺はいつでもマジだって」


　吉野がなんのことを聞いているのかよくわからなかったが、何事も真しん剣けんに取り組んでいるつもりの朋は自信満々の表情で頷いた。


「本当に本気で剣道をやるつもりがあるのか？」


　それでもまだ吉野は疑わしそうに尋たずねる。


　こんな時期の入部は不自然だし、明らかに朋は自分が剣道部の顧こ問もんだと知って入部してきたとしか思えなかった。


「そりゃはじめはぶっちゃけ吉野目当てだったけど、やるからには本気でやるよ。動機は不純でもいいじゃん」


　朋は拗すねたように唇くちびるを尖らせて自分の考えを主張する。


　一日参加しただけでも剣道部は中ちゆう途と半はん端ぱな覚悟では続けられないことがよくわかった。


　それでも朋はやめるつもりはないし、少しでも吉野に近づきたいと思っている。動機は不純かもしれないけれど、朋は真剣だし自分が間ま違ちがってるとも思えない。


「早く筋トレクリアして、俺も吉野に稽古つけてもらいたい。剣道やってるときの吉野、超ちよう格好よかった。惚ほれ直しちゃったってカンジ」


　熱っぽく語る朋に、吉野はなにも返せなくなってしまう。


　正直ここまでストレートに好意を寄せられて悪い気はしなかった。


　もちろんそんなことを言って朋を期待させるわけにはいかないが、朋の素す直なおで一生懸命な部分を可愛かわいいと思っている。


「…迷めい惑わくなのか？」


　黙だまり込んでしまった吉野に不安になった朋は、少しうつむき加減で上うわ目め遣づかいに吉野を見ながら聞いた。


　吉野に近づきたい一心でやってることも、吉野にしたら迷惑なのかもしれない。そう思うと悲しかった。


「いや、そういうワケじゃないよ」


　意地らしい朋を突っぱねることができない吉野は、小さくため息をつきながら首を振った。


「よかった～」


　とたんに朋はガバッと吉野に抱だきついてくる。


　しかし急激に動いたため、激しい筋肉痛に襲われてしまった。


「イテ、テテ…」


「コラ、抱きつくんじゃない」


　しかめっ面をしながらも嬉しそうに自分にしがみついている朋を、吉野は強ごう引いんにベリッと引き剝はがした。











　朋が剣道部に入部して二週間がすぎた。


　相変わらず筋トレと素す振ぶりばかりの毎日だが、さすがに体の方が慣れたのか筋肉痛もおさまってイイカンジになってきた。


　吉野との仲は進展してないが、来週からは防具をつけての稽けい古こをさせてもらえる予定だし、稽古をつけてもらえる日もそう遠くないような気がする。


　今日は基き礎そトレーニングをしている一年生と朋以外の部員が囲むように正座して座っている道場の真ん中で、吉野は部長である三年生と試合形式の稽古をしていた。


　体格で勝まさる部長を圧あつ倒とう的な存在感で牽けん制せいしながら竹刀しないの先をあわせる吉野は、軽快なステップを踏ふんで相手を追いつめていく。


　朋は腹筋運動をしながら吉野の動きを目で追っていた。


　宇津木がいたらもっと集中しろと叱しかられるかもしれないが、幸いなことに今日は各部の予算を決める委員会に出席していて遅おくれている。


　朋が吉野を見つめてボーッとしていても、後輩である一年生部員たちは注意できない。


　いつの間にか朋は身を乗り出すように練習試合を見学していた。


　気合いの入った声を出しながら、俊しゆん敏びんな動きで籠こ手てを狙ねらってくる部長の竹刀をヒョイッと躱かわすと、吉野は小気味いい音をたてて部長の面を打ち据すえた。


「一本！」


　審しん判ぱんをしていた部員が一いつ斉せいに旗を揚あげる。


「わー、スゲー！　電光石火！」


　朋は思わずパチパチと吉野に拍はく手しゆを送った。


「うんうん、スゴイねぇ」


「宇津木先せん輩ぱい！」


　いつの間にか背後にいた宇津木に声をかけられて、朋はビクッとしたように振ふり向いた。


「練習サボッてなにやってるのかな？」


　ようやく体力もついてきて真ま面じ目めに練習をこなしていると思ったのに、自分が目を離はなした隙すきにこれである。


「え？　サボッてないッスよ」


　呆あきれたような宇津木の表情に、朋は心底驚おどろいたような声を出した。無意識に吉野を見つめていただけで、朋は自分が筋トレをサボッているという自覚が全くなかった。


「全然体動いてないみたいだけど？」


「あれ？」


　腹筋をしていたはずが、いつの間にか揃そろって腕うで立たて伏ふせをしている後輩たちの姿を見て、朋は思わず目をパチクリさせる。


　吉野に夢中になるあまり、すっかり現実を見失っていたようだ。


「ペナルティとして腹筋背筋腕立て伏せ、各五十回ずつ追加ね」


　自分の失態に気づいてアチャーという顔をする朋に宇津木はそう宣告する。


「えー？」


「それと、今日は一人で道場のモップがけしてから帰ること。いいね？」


　不満そうな声を出す朋の額に軽く手刀を入れながら、宇津木は罰ばつ掃除そうじのペナルティを容よう赦しやなく追加した。


「わかりまちた…」


　宇津木の厳しさは身をもって知っている朋は、しぶしぶとそれを了りよう承しようする。


「それじゃあ、みんなは腕立てが終わったら素振りはじめて」


「ハイ！」


　他の一年生たちも宇津木が来たことで身が引き締しまったのか、声を揃えて返事をすると竹刀を取りに走って行った。


「真辺は僕が足おさえててあげるから、腹筋からはじめようか」


「マジッスか？」


　ニコッと笑いながら寄ってくる宇津木に、朋は困こん惑わくしたような声を出す。


　厳しい宇津木のマンツーマンの指導なんて勘かん弁べんしてもらいたい。


　とはいえもちろん逆らうことなどできるはずもない朋は、宇津木に見張られながら黙もく々もくと筋トレをこなしていくのだった。











　本当に一人で道場のモップがけをやらされた朋は、クタクタになって部室に戻もどってきた。


　いつもは一年生部員も一いつ緒しよに大人数でやっているから大した労力ではないが、一人でやると通常の何倍も時間がかかってしまう。


　薄はく情じような貴洋は、朋の罰掃除を手伝うどころか先に帰ると言い残して道場をあとにした。


「チョー疲つかれた…」


　朋がブツブツ文句を言いながら部室に戻ると、宇津木が机に座って日誌をつけながら待っていてくれた。


「あ、先輩」


　思いがけない出で迎むかえに、朋は戸と惑まどったような声をだす。


「お疲れ」


「待っててくれたんスか？」


「うん、鍵かぎも返しに行かなくちゃならないしね」


　宇津木はニッコリ笑って頷うなずいたが、こういう優やさしさがあるからこそ厳しい指導をされても後こう輩はいたちは宇津木についていこうという気になれるのだ。


　もっとも、朋の場合は厳しくされても自じ業ごう自じ得とくなのだが…。


「スイマセンでした」


　それでも反省した朋は、ペコッと頭を下げて宇津木に謝った。


「気にしなくていいよ」


「着き替がえ終わったら俺が鍵返しておくんで、先輩は先に帰ってください」


　気にしなくていいと言われても、これ以上宇津木を待たせるのも申し訳なくて、朋は自ら鍵の返へん還かん係を申し出る。


「そう？　じゃあ、ここに置いておくから」


　そんな朋の心中を察した宇津木は、机の上に鍵を置いて立ち上がった。


「ハイ、お疲れさまでした」


「気持ちが逸はやるのはわかるけど、剣けん道どうは基礎が大事だから。吉野先生みたいに上手うまくなりたかったらツライ練習も頑がん張ばらなくちゃね」


　再び頭を下げる朋に、宇津木はフッと笑って声をかけた。


「ハイッ！」


　本当は決して純じゆん粋すいな目だけで吉野を見ていたわけじゃない朋は、ますます申し訳なくなって焦あせったような声で返事をする。


「それじゃ、お先に」


「ありがとうございました！」


　部室をあとにする吉野に朋は元気に挨あい拶さつをした。


「はー、なんか悪いことした気がする…」


　一人残された部室で朋はポツリと呟つぶやく。


　でも、思わず見み惚とれてしまうくらい今日の吉野は格好よかったのだ。


　いつか自分も吉野と一対一で竹刀を交かわしてみたいと思う。そのとき遠目から見てると防具に阻はばまれてわからない、吉野がどんな表情をしているのか知りたかった。


「吉野ー、好きだー」


　たまらなくなった朋はガンガン自分のロッカーを叩たたきながら思いの丈たけを口にする。


　吉野との仲は全然進展してないけど、自分の中で吉野への想おもいが日増しに強くなっていくのを朋は感じていた。











「あー、コエーなぁ」


　自ら申し出てしまったため鍵を職員室に返しに行かなければならない朋は、真っ暗な廊ろう下かを職員室に向かって歩いていた。


　外から校舎を見たときにはまだ職員室に明かりがついていたので、誰だれかいるのは間ま違ちがいないが、明かりのない廊下は不気味で朋は早足で歩く。


　それでも職員室の近くまでやってくると、明かりが漏もれていてホッとした。


「あ、吉野の声だ」


　廊下の方まで聞こえる話し声に朋は敏びん感かんに反応する。


　他にも誰かいるみたいだけど、吉野に会えるなら自分で鍵を返しに行くことにしてよかったと、心の中でガッツポーズを作った。


　ウキウキ気分で扉とびらをノックしようとしたとき、小窓から吉野と話をしている相手の顔が見えた。


「タッキー…？」


　自分の席に座っている吉野の斜ななめ後ろに立って、タバコを銜くわえながら顔を近づけるように机の上をのぞき込んでいる瀧川の姿に、朋は鼓こ動どうが大きく跳はね上がるのを感じる。


「なんでタッキーが吉野と楽しそうに話しちゃってるワケ？」


　まさかよりを戻したのではないかと不安になったが、コトの真相を確かめずにおめおめと逃にげ帰るわけにはいかない。


　意を決した朋は勢いよく扉を開けて職員室の中に乗り込んだ。


「失礼します！」


「朋!?」


　大声にビクッと振り返った吉野は、怒おこったような顔をして自分を見み据すえてる朋に驚いた。


　ほとんど接せつ触しよくはなかったとはいえ先ほどまで部活で一緒だった朋が、わざわざ職員室まで自分を訪ねてきた理由がわからない。


「道場と部室の鍵、返しに来ました！」


「あぁ、なんだ…」


　手にした鍵を見せる朋に、吉野はホッと安あん堵どの声を漏らした。


　他の先生がいるならともかく、職員室にいるのが自分と瀧川だけなので変にバツが悪い。


「ご苦労さん。そこの棚たなの上にあるボードにかけといてくれればいいから」


　吉野と朋の事情など知らない瀧川は、タバコの灰を灰皿に落としながら、入り口に立ちつくしている朋に声をかける。


　朋は瀧川の声にピクッと反応した。


　まるで鍵を置いて早く出て行けと言われてるみたいで悔くやしかった。


「吉野、タッキーとより戻したの…？」


　堪こらえきれなくなった朋は泣きそうな声でそう聞いた。


「バカッ！　なに言ってんだよ！　戻してねーよ！」


　吉野は慌あわてて朋の言葉を否定する。


　職場の同どう僚りようなんてのはやっかいで、失しつ恋れんした相手であっても当たり前みたいに毎日顔をつきあわさなければならない。


　二週間以上経たってようやくぎこちなさが取れてきたというのに、今さら瀧川の前で話を蒸し返してほしくなかった。


「じゃあ、なんで仲良さそうに話してるんだよ？」


「今度の中間に使うテスト問題、どうするかって相談してたんだよ。同じ数学科の教師なんだから、そういう話すんの当たり前だろ？」


　なおも食い下がる朋に、吉野はなるたけ冷静を装よそおって説明する。


「でも、超ちよう仲良さそうだったもん」


　しかし朋はブルブルと首を振って感情的に言い返した。


　言われてみればなんてことはないやりとりだったかもしれないが、疑ぎ心しん暗あん鬼きが朋の胸に襲おそいかかっている。


「ガキじゃあるまいし、仕事にプライベートは持ち込まないの！」


　さすがの吉野も聞き分けのない朋に呆あきれたのか、強い口調で断言した。


「なに、拓也まさか生徒に手ぇ出しちゃったのか？」


　まるで痴ち話わ喧げん嘩かのようなやりとりに、瀧川は銜えタバコのまま啞あ然ぜんとして問いかけた。


「や、その…」


　吉野は思わず言葉に詰つまる。


　瀧川にその事実を知られたくないというより、大人として教師としての資質を問われるような気がして居たたまれなかった。


　だからといってウソをついて否定したら朋が傷つくに違いない。


「そうだよ！　俺、吉野とエッチしたもん！」


　二つの想いの狭はざ間まで揺ゆれてなにも言えない吉野に代わって、朋がキッパリと言い切った。


「朋！」


　焦った吉野はたしなめるように朋の名前を呼んだ。


「うわ、サイアク。お前ちゃんと責任取ってやれよ」


　瀧川は呆れたように吉野を小こ突づいてそう言った。


　吉野は思わず大きなため息をつく。


　朋の言葉を聞いても動どう揺ようしない瀧川に、自分たちの関係は完全に終わっているのだと改めて納なつ得とくする。と同時に、振ふられた身でありながら早くも次の相手とゴタゴタしている自分が妙みように気き恥はずかしかった。


　もちろん朋は恋こい人びとではないが、発ほつ端たんは自分が朋に手を出したことに原因があるので言い逃のがれはできない。


「俺、吉野のこと狙ねらってるから！　タッキーにだって負けないからな！」


　そんな吉野の心中も知らずに、朋は鼻息荒あらく瀧川に宣戦布告をする。


「なに、この子俺たちのこと知ってるワケ？」


「あぁ」


　開き直った吉野は瀧川の問いかけに素す直なおに頷いた。


「安心しろよ。俺と吉野先生は、今はもうただの同僚だから」


　すると瀧川は指に挟はさんだタバコで吉野を指すと、フッと笑って朋にはっきりそう言った。


「ホント？」


「ホントホント」


「より戻もどさない？」


「より戻すくらいだったらはじめっから別れてねーよ」


　なおも心配そうに聞いてくる朋に、瀧川は苦笑いを浮うかべながら答える。


「ウン…」


　ようやく納得したのか、朋は小さくコクンと頷いた。


　瀧川にその気がないのなら、あとは吉野を自分の方に振り向かせればいいだけの話だ。


　吉野との関係が一歩前進したような気がして、朋は嬉うれしそうにニコッと笑った。


「じゃあ、俺は先に帰ってやるよ。あとは二人で上手うまくやんな」


　無む邪じや気きな笑え顔がおを向ける朋にそう言って、瀧川はタバコを灰皿で揉もみ消すとバッグを持って立ち上がる。


「言っとくけど、俺は朋とつきあってるワケじゃねーぞ？」


　職員室を出ていこうとする瀧川に、吉野は誤解するなというように言う。


「あ？　手ぇだしといて今さらなに言ってんだよ」


　しかし瀧川は大差ないと言わんばかりに吉野を一いち瞥べつして、職員室を出ていってしまった。


　確かに倫りん理り的には大差ないだろうし、下手な言い訳をした自分は瀧川に比べればまだ教師や社会人としての自覚が足りないんだろう。


「お前なぁ、なんであんなこと言ったんだよ…」


　吉野は思わず責任転てん嫁かをするように言ってクシャッと前まえ髪がみをかき上げた。


「だって事実じゃん」


「そりゃそうだけど…」


　勝ち誇ほこったように言う朋に、吉野は思わずため息をもらす。


　たしかに朋は間ま違ちがったことは言ってない。いつもどおりまっすぐ、自分の感情に素直に思ったことを口にしただけだ。


「吉野まだタッキーに未練あるんだもんな」


　黙だまりこくってしまった吉野に朋は口を尖とがらせた。


　いくら瀧川にその気がなくても、吉野が瀧川を想おもっている限り自分に振り向いてくれないのだから、まだまだ想いが成じよう就じゆするまでのハードルは高い。


「いや……」


　少し誤解をしている朋に吉野は困ったように首を捻ひねった。


　正直、朋と瀧川のやりとりを聞いても、吉野はさほどのショックを感じなかった。それはやはり朋のおかげかもしれないと思う。


　朋の明るさや一いつ生しよう懸けん命めいさに救われてはいるが、それと朋を恋れん愛あい相手として意識してるかというのはまた別の話だった。


「ゴメン、吉野」


「ホントお前はストレートっていうか、考えなしっていうか…」


　今度はシューンと落ち込んでいる朋を手招きして、吉野は頭を撫なでてやりながら苦笑いの表情を浮かべた。


　そこが朋の可愛かわいいところではあるが、ちょっと困りものであることも否定できない。


「俺、悪い子だった？　また俺にオシオキする？」


　頭を撫でる吉野の大きい手にキュンとなった朋は、ドキドキしながら熱っぽい口調でそう問いかけた。


「お仕置きって、エッチしたいのか？」


　はじめてのときにそんな難なん癖くせをつけて朋に手を出したコトを思い出した吉野は、遠回しに自分を誘さそっている朋にヒョイッと眉まゆをつり上げて意地悪く尋たずねた。


「したい！」


　駆かけ引きなんて知らない朋は欲望のままに頷うなずく。


　こんなときまで自分に素直な朋が可愛いやら愛いとおしいやらで、吉野には誘いを断ることなどできそうになかった。


「わかったよ。ウチ来るか？」


「行くー」


　赤く染まっている朋の頰ほおを撫でてやりながら聞くと、朋は嬉しそうに笑って頷いた。











　吉野の家のロフトベッドで、仰あお向むけに寝ね転ころがった吉野の上に乗せられた朋は、今にも崩くずれそうな体を吉野の腹に手をついて堪えていた。


「あぁっ…！　あぅっ！」


　吉野が下から腰こしを突つき上げるたびに、背筋を痺しびれるような快感が伝う。


　吉野をソコに受け入れるのはまだ二度目なのに、前回の快楽を覚えている朋の体は貪どん欲よくに吉野を銜くわえ込んだ。


「ヤッ…吉野！　も、ダメ…ッ！」


　僅わずかな痛みと強きよう烈れつな快感に支配された朋は、自ら腰を振りながら限界が近いことを訴うつたえる。


「ダメッて言いながら腰動いてるぜ？　エッチだな、朋は」


　吉野はからかうように言いながら、腹につきそうなほど反り返って先せん端たんから先走りを零こぼしている朋のモノに指を絡からめた。


「やぁ…あっ！　あんっ！」


　パンパンに膨ふくらんで敏びん感かんになっているモノを擦こすられると、あまりの快感に意識が吹ふっ飛びそうになる。


　さらに吉野は大きく腰をグラインドさせて突き上げながら朋を追いつめた。


「もっ…イクッ！」


　弱いところを二カ所同時に弄いじられて、朋は我を失いそうになりながら叫さけぶ。


「いいよ、イッちゃえよ」


「あぁ――――っ！」


　吉野の許可をもらった朋はビクビクと痙けい攣れんしながら嬌きよう声せいをあげて快感の証あかしを噴ふき上げた。


　同時に吉野も朋の中で絶頂を迎むかえる。


　熱い飛ひ沫まつが体の奥に叩たたきつけられる感かん触しよくに朋はブルッと身み震ぶるいをした。


「はぁ……」


「満足したか？」


　脱だつ力りよくしたようにため息をついて自分の体の上にクタッと寝そべってきた朋に、吉野はキスを与あたえてやりながら聞いた。


「ウン。吉野も気持ちよかった？」


　朋は照れくさそうに頷いて、吉野の目を見つめながら聞き返す。


「まぁな」


「まぁなって微び妙みようじゃねー？」


　クスッと笑って相づちを打つ吉野に朋は神妙な顔をする。


　自分はメチャクチャ感じてワケがわかんないくらいだったのに、吉野はそこまで乱れてなかったことは確実だ。経験値の差もあるかもしれないけれど、自分が吉野を満足させられてないのではないかと朋は不安になる。


「ほら、向こうむいて尻しりだしな。後始末しないと気持ち悪いだろ？」


　神妙な顔をしている朋に、吉野はボックスティッシュを引き寄せながら促うながした。


「じ、自分でやるよ」


　朋はギョッとしたような顔をして首を振る。


　エッチの最中は興奮してるし羞しゆう恥ちより快楽に流されてしまうけど、射精を終えて冷静になった今、吉野に局部を晒さらすのは抵てい抗こうがあった。


　前回のときも吉野が朋の後始末をしてやったのだが、朋は眠ねむっていたので記き憶おくにない。


「なに？　恥はずかしいのか？」


「そりゃ恥ずかしーよぉ」


　ニヤッと笑って当たり前のことを聞いてくる吉野に、朋は真っ赤になって吉野の手からボックスティッシュを引ったくった。


「コッチ見ちゃヤダって！」


　なおもジーッと朋の動作を眺ながめている吉野に、朋は困ったように文句を言う。


　早くティッシュで内うち股またに垂れているモノを拭ぬぐってしまいたいが、吉野の視線が気になって股こ間かんに手を差し入れることができない。


「最中にさんざん見てるんだし、今さらだろ？」


「けど今はハズカシーの！」


　初うい々ういしい反応が可愛くて、吉野はわざとニヤニヤしながら朋を見つめているのだが、朋はムキになって訴えてくる。


「わかったよ。そんじゃ俺はシャワー浴びてくるから」


　どんどんムキになる朋をこれ以上からかうのはさすがに可哀相かわいそうだと思った吉野は、ポンポンと朋の頭を撫でてご機き嫌げんをとってからロフトのはしごを下りていった。


　一人になった朋はイソイソとティッシュを引っこ抜ぬいて、内股を伝うヌルヌルした液体を拭いはじめた。


「うわ、なんかいっぱいでてくる…」


　立て膝ひざになったとたん後こう孔こうからトロッと溢あふれ出してくるソレに、朋は思わず入り口をキュッと窄すぼめて堰せき止めてしまう。


　それにティッシュで拭ふいただけではまだなんかこびりついているような気がして、朋は僅かにシャワーの音が聞こえてくる方向を見つめた。


「俺も洗い流したいかも…」


　濡ぬれたティッシュをゴミ箱に放ほうり込むと、朋は括かつ約やく筋きんに力を入れて流出を堰き止めながらはしごを下りていった。


　フッとテレビの上に伏せたまま置かれている写真立てが目に入る。


　仲なか睦むつまじい自分たちの写真を見るのは辛くてできないけど、写真を捨てて瀧川のことを忘れることもできない。伏せられた写真立てがそう物語っているような気がした。


「いつか俺と吉野のツーショットを飾ってやるからな」


　朋は写真立てに向かってそう宣言した。











「吉野ー、俺も入っていい？」


　朋はそう言いながらバスルームの扉とびらを開けて中に入っていった。


「ん？」


　シャワーの音で朋の声が聞こえなかった吉野は、突とつ然ぜん開いた扉に振ふり返る。


「なんか、拭いてもヌルヌルする」


「あぁ、来いよ。洗ってやるから」


　眉を八の字に下げて説明する朋を、吉野は笑って手招きした。


「ウン！」


　朋は嬉うれしそうにシャワーを手にした吉野の方に寄ってくる。


「なんだ、後始末されるのはイヤなんじゃなかったのか？」


「ソレとコレとは別だもん」


　恥ずかしい格好で濡れそぼった穴を弄られるのはイヤだけど、お風ふ呂ろで吉野に体を洗ってもらうのは気持ちよさそうな気がした。


「同じだろー？」


　吉野は首を傾かしげて不思議そうな声を出す。


「違ちがうって！」


　吉野にとっては後始末をすることに大差ないのかもしれないが、朋の気持ち的には天と地ほどに開きがある。


「はいはい、わかったからそこに手ついて尻だしな」


　吉野は適当に相づちを打って、シャワーからお湯を出したままフックに引っかけると、朋にそんな指示を出した。


「なんで？」


　思いも寄らなかった恥ずかしい格好を指示されて、朋は目をパチクリさせる。


「中に残ってないかチェックしてやるから」


「そ…だって、ヤダよぉ」


　ただヌルヌルした感触を洗い流したかっただけなのに、吉野に自分の尻の中を調べられるなんて冗じよう談だんじゃなかった。


「早くしな」


　焦じれた吉野に前まえ屈かがみになるように腕うでを引っ張られた朋は、吉野の手を振りほどこうとジタバタと暴れた。


「やっ…ウワァッ！」


　しかし吉野に腕を摑つかまれたまま濡れた床ゆかに足を滑すべらせてしまい、思いっきり尻もちをついてしまう。


「イッテー！」


　思いっきり尾びてい骨を打ちつけた朋は、痛みに顔をしかめて蹲うずくまった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「イタイ…」


　心配そうにのぞき込んでくる吉野に、朋は恨うらみがましそうな目を向ける。


「風呂なんだから滑りやすいに決まってるだろ？」


　吉野は呆あきれたような声を出すと、しゃがみ込んだままの朋の体を抱だき起こして浴よく槽そうに手をつかせた。


　さすがにこれ以上抵抗する気になれなくて、朋はズキズキと痛む尻を吉野の方に向ける。


「あー、赤くなってる。こりゃ痣あざになるかもしれないな」


　今はまだぶつけたばかりで擦すり剝むいたような傷の周りが赤くなっているが、時間が経たつにつれて紫むらさき色いろに変色してきそうな痕あとだった。


「うぅ…」


「ほら、足開けって」


　羞恥よりも痛みで呻うめいてる朋にそう言うと、吉野は朋の尻にシャワーを当てながら中に指を突っ込んだ。


「あんっ…」


　中を確かく認にんするようにグリッと搔かき回されて、まだ情事の余よ韻いんの残っている朋は敏感に反応して甘い声をあげた。


「やっぱり…。ちゃんと中まで搔き出してないだろ？」


　湿しめっているというよりドロドロの内部から自身が放ったモノを搔き出すようにしながら、吉野は咎とがめるような声を出す。


　自分で出しといてなんだが、こんな状態でほっといたら腹をくだしかねない。やっぱり点検しておいてよかったと思いながら、吉野は丁てい寧ねいに中のモノを搔き出してやった。


「ん…ぁ…」


「なんだよ、俺は後始末してやってるだけなのに、エッチな声だすんじゃねーよ」


　他意はないはずの指の動きにさえ過か剰じように反応する朋に、吉野は苦笑いしながら言う。


「だって…あぅ…っ」


　朋は浴槽の縁ふちをギュッと握にぎりながら真っ赤になって身を竦すくませる。


　けれどさんざん弄られて敏感になっているその部分は、貪欲に吉野の指を銜え込もうと蠢うごめいてしまう。


「よし、コッチ向きな」


　すっかりキレイになった内部から指を引き抜いた吉野は、朋の体をひっくり返してバスタブの縁に座らせた。


「あぅ……」


　朋は座った瞬しゆん間かん尾てい骨を襲おそった鈍にぶい痛みに顔をしかめる。


「やっぱり、反応してる」


「だって、吉野が中搔き回すから…」


　重力に逆らって天てん井じようを向いているモノをみてからかうように言う吉野に、朋は真っ赤になって上うわ目め遣づかいで吉野を見上げながら責任転てん嫁かした。


「こないだはちょっと指突つっ込むだけで痛い痛い大おお騒さわぎしてたくせに、ずいぶんエッチな体になったなぁ」


　吉野は手にしていたシャワーを朋の股間に当てながらからかうように言った。


「知らないよ…」


　朋はますます赤くなってフイッと吉野から目を逸そらした。


　敏びん感かんになっている先せん端たんは、温かいお湯が降り注ぐ緩ゆるい刺し激げきにさえも反応してしまう。


「あっそ。んじゃコレほっといてもいいんだ」


　拗すねたようにそっぽを向いた朋に意地悪く言って、吉野はシャワーの蛇じや口ぐちをキュッと捻ひねってお湯をとめてしまった。


「あっヤダ！　してくれよぉ！」


　朋は慌あわてて懇こん願がんする。


　せっかく後始末をしてもらっても、中ちゆう途と半はん端ぱに熱を帯びた体は全然スッキリしない。


「わかったよ」


　素す直なおに快感をねだる朋にクスッと笑った吉野は、大きく開かせた朋の脚あしの間に体を入れるようにしゃがみ込んだ。


　刺激を待ちわびてフルフルと震ふるえているソレを、滴したたっている水すい滴てきを舐なめとるように舌を這はわせた。


「んっ…あぁ…」


　シャワーのお湯よりも熱い舌の感かん触しよくに、朋はビクビクと反応する。


　吉野はそのままスッポリと朋のモノを口に含ふくんだ。


「はぁ…ッ…あっ！」


　ペニス全体を窄めた口内で吸うように扱しごかれながら、先端の窪くぼんだ部分を舌先でチロチロとくすぐられると、強きよう烈れつな快感に自然と腰こしが揺ゆれてしまう。


「あ…もッ…座ってらんない…ッ」


　安定感のない浴槽の縁に座った朋は、前屈みになって吉野の肩かたに手を置くと、ずり落ちそうになる体を必死に堪こらえた。


「あっ…やぁっ！　あんっ！」


　吉野は逃にげそうになる朋の腰を両手でガッチリ摑むと、頭を前後に動かしてスライドするように朋のモノを口内で扱く。


　たまらない快感に限界まで膨ぼう張ちようしたソレがビクビクと脈打って、絶頂を訴うつたえてくる。


「ダメッ…イクッ！」


　朋は濡れた髪かみをパサパサと振り乱しながら、吉野の口の中で爆ばく発はつした。


「ん…」


　喉のどの奥に叩たたきつけられる濃こい液体を、吉野は抵てい抗こうなく飲み込んだ。


　決して美味うまいモノではないが、朋が自分の愛あい撫ぶに感じてくれた証あかしだと思えば吐はき出す気にはなれなかった。


「本当に朋は早いなぁ。今日三度目だろ？」


　朋から唇くちびるを離はなした吉野は、放心したように肩を上下させている朋に苦笑いしながら言った。


　前ぜん戯ぎで一回、本番で一回イッたあととは思えないくらい早い。いくら若くて回復が早いといっても、吉野が朋と同じくらいの年ねん齢れいだったときと比べても明らかに早い。


「だって気持ちいいんだもん」


「つっても、ちょっとは我が慢まんも覚えないと相手を満足させてやれないぞ？」


　理由にならない言い訳をする朋の頭を撫なでてやりながら吉野はアドバイスをしてやる。


　イクのが早いほうがフェラチオは楽でいいが、もう少し堪こらえ性しようがあった方が焦じらしたり追い上げたりする楽しみがある。


「俺ってヘタ？　吉野は満足してない？」


　思いも寄らない吉野の言葉に朋は焦あせって問いかけた。


　そういえばさっき朋が気持ちよかったか尋たずねたときも、吉野は曖あい昧まいに言葉を濁にごしていた気がする。


「いや、今は慣れてないのが可愛かわいいし新しん鮮せんでいいけど」


　想像以上に衝しよう撃げきを受けた様子の朋に、吉野は慰なぐさめるように言った。


「そっかぁ…」


　朋は神しん妙みような顔をして頷うなずく。


　吉野は優やさしいからハッキリ言わないけれど、与あたえられる快感で精せい一いつ杯ぱいで吉野のことまで気き遣づかう余よ裕ゆうのない自分は、お世辞にもエッチが上手うまいとは言えないだろう。


「俺、エッチも頑がん張ばるから。上手くなったら恋こい人びとにしてくれるか？」


　テクを磨みがく決意を固めた朋は、吉野の瞳ひとみをジッと見つめながらそう聞いた。


「そういう問題じゃねーだろ」


　まっすぐな瞳でズレたことを言う朋に吉野は困ってしまう。


　恋人にするしないと、エッチが上手下手はまったく別の次元の問題だ。


　そりゃ恋人が上手いに越こしたことはないが、それだけが恋人としてつきあうための判断基準ではない。


「でも、エッチは上手い方がいいんだろ？」


「そりゃそうだけど、俺はやっぱり生徒とはつきあえねーよ」


　不思議そうに首を傾かしげて聞いてくる朋に、吉野は肩を竦めて首を振ふった。


「エッチはするくせにぃ…」


　納なつ得とくできない朋はプゥッと頰ほおを膨ふくらませてブータレる。


「そうじゃなくて、朋はまだ子供だろ？　なんかお前のこと恋れん愛あい対象として見れねーんだよ」


　吉野は膨らんでいる朋の頰をつつきながら自分の気持ちを説明する。


　朋の子供だからこそまっすぐで素直な部分を可愛いと思うが、それは今までつきあってきた相手を想おもう気持ちとは少し違ちがっていた。


「つきあうなら大人がいいのか…？」


「そうだな」


　一いち概がいにそうとは言えない気もしたが、それで朋が納得するならと吉野は頷く。


「わかった！　じゃあ、俺大人になる！」


　すると朋はスクッと立ち上がってそう宣言した。


「なるって…」


　吉野は思わず絶句してしまった。


　朋の子供っぽさは天然で、学校の同級生たちと比べてもかなり子供っぽい部類にはいるだろう。なろうと思って大人っぽくなれるとはとうてい思えない。


「俺が大人の男になったら、恋愛対象としてみてくれよ」


　しかしすっかりその気になった朋は、新たな目標に向かって目を輝かがやかせていた。











　次の日、部活の帰りに貴洋の家にお邪じや魔ました朋は、夕飯をご馳ち走そうになったあと貴洋の部屋で一いつ緒しよにテレビを見ながら、昨晩吉野に言われたことを思い返していた。


「なぁ、貴洋」


「ん？」


　テレビで放送されてるシリーズ物の任にん俠きよう映画に夢中になっている貴洋は、朋の声に上の空で返事をする。


「大人の男ってどんなんだと思う？」


　吉野に大人になる宣言したのはいいが、具体的にどういうのが大人の男なのか、朋にはさっぱりわからなかった。


「うーん、髪かみ型がたはオールバックで、サングラスに銜くわえタバコとか？」


　貴洋はテレビに映る任俠映画には欠かせない大物俳優を見つめながら答えた。


　自分の周りにいる大人とは一線を画した、渋しぶくて男くさい雰ふん囲い気きは貴洋の憧あこがれなのだ。


「それって、大人っていうよりやくざっぽくないか？」


　そのまんまテレビに映っている人物を形容する言葉に、朋は首を傾げながら尋ねる。


　確かに彼は大人っぽい。


　いや、大人っぽいというより男っぽいと言った方が正しいかもしれない。


　けれどそれが吉野の理想のタイプなのかと聞かれたらちょっと違うような気がする。


「そんじゃ風ふ呂ろ上がりにバスローブ着て、ワイングラス持ってるみたいな？」


　貴洋はテーブルの上に置いてあった煎せん餅べいを摘つまみながら、外国の俳優がホテルで優ゆう雅がに過ごしている姿を思い浮うかべてそう言った。


「あー、それタッキーに似合いそうだよな」


　温泉で浴衣ゆかたを着たことはあっても、バスローブなんて物には縁えんがない朋は妙に感心したように頷いた。日本人にはミスマッチなバスローブも、華はなやかな瀧川には似合いそうだ。


「なんだよ、また吉野絡がらみか？」


　瀧川の名前を出した朋に反応した貴洋は、ようやく視線を朋に移して聞いた。


「吉野さぁ、つきあうんなら大人がいいんだって」


「そりゃ、お前に望みないじゃん」


　机に頰杖をついて口を尖とがらせる親友の姿は、どう頑張っても大人っぽいとは形容しがたい。


「ヒデー！」


　あまりにもあっさり言われて、朋はムッとしたような声を出す。


「だって見た目も童顔だし、性格だってガキだろ？」


「やめろって！」


　頭を撫でてくる貴洋の腕うでを、朋はムキになって振りほどこうとした。


「でもお前はこーいう素直な反応が可愛いんじゃねーの？」


　ジタバタと暴れている朋の髪をワザとクシャクシャッと搔かき回して、ボサボサになった頭を見て笑いながら貴洋はそう言った。


　無理して大人ぶったりしたら、朋の魅み力りよくは半減すると思うのだ。


「吉野も可愛いって言ってくれるけどさ」


　朋は膨れっ面つらのまま手て櫛ぐしで髪の毛を直しながら呟つぶやく。


「あっそ」


「でもそれじゃダメなんだよ！　吉野の恋人の座を射止めるには大人の男に変身しなくちゃイケナイんだ！」


　呆あきれたように相づちを打つ貴洋に大きく首を振って、朋は真しん剣けんな顔をして訴える。


　思いの外真剣に悩なやんでいるらしい朋に貴洋は困ってしまった。大人っぽさなんてのは中身が一番重要なのだ。


　けど、そんな答えじゃ朋は納得しないだろう。


「んー、とりあえずできるトコからやってみれば？　タバコとかサングラスくらいならすぐ用意できるじゃん？」


　要するに朋がその気になれればいいと思った貴洋は、机の上に転がっていたシャープペンを指に挟はさんでタバコを吸うような仕草をして見せた。


「タッキーも大人っぽい仕草でタバコ吸ってた」


　朋は納得したように頷く。


　昨日職員室で吉野と二人きりでいたときも、瀧川は慣れた仕草でタバコを燻くゆらせていた。


「練習してみ？」


「なんか、こんなカンジ？」


　貴洋にシャープペンを渡わたされた朋は、ぎこちない仕草で人差し指と中指の間にペンを挟んで口元に持っていった。


「チゲーよ、こうじゃねーの？」


　貴洋は朋からシャープペンを取り上げると、芝しば居いがかった仕草でそれっぽく銜えて見せた。


「おー、チョー大人っぽいじゃ～ん」


　少しアンニュイな表情でシャープペンを銜えた貴洋に、朋は興奮したような声を出す。


　端はたから見るとあまり役に立つ練習とは思えなかったが、タバコを吸わない二人は真剣に特訓を重ねた。











「オハヨー、貴洋」


　次の朝、電車を降りて学校に向かう道の途と中ちゆうで貴洋を見かけた朋は、後ろから声をかけて寄っていった。


「おー、朋も今の電車だったん？」


　朋の声に振り返った貴洋は、親友の見慣れない姿に目をパチクリさせた。


　いつもはおろしてある前まえ髪がみをオールバックというかリーゼントっぽくあげて、サイドにメッシュを入れてある。


　しかも制服のシャツのボタンを三つも外して華きや奢しやな素す肌はだをのぞかせている。


「なんだそれ？」


「どーよ？　大人っぽい？」


　不ふ審しんな顔をして聞いてくる貴洋に、朋は少し得意気に答えた。


「うーん、イメージしてたのとだいぶ違うな」


　童顔の朋にリーゼントはお世辞にも似合うとは言えない。


　明らかな失敗作に貴洋は苦笑いを浮かべた。


「えー？」


　本人はイケてると勘かん違ちがいしてるのか、納得いかなそうに唇くちびるを尖らせる。


「あぁ、デコだ。お前デコひれーから迫はく力りよく足んねーんだよ」


　そんな朋の顔をジッと見つめていた貴洋が、合点がいったというように頷うなずいて、失敗の原因を教えてやった。


　前髪をあげて丸くて広いおデコが剝むきだしになると、大きな目と童顔がより強調される。


「迫力はサングラスでカバーするよ」


　すると朋は制服の胸ポケットからサングラスをとりだして、キザな仕草でかけてみせた。


　しかもそのサングラスが朋にはサイズが大きいようで、目のところから少しずり落ちてしまっている。


「てか、ちびっ子ギャング…？」


　貴洋はカバーどころか強調された童顔に小声でボソッと呟いた。


「なに？」


「いや、なんでもねー」


　不思議そうに首を傾かしげている朋に、貴洋は肩かたを竦すくめて首を振ふった。


　本人はイケてると思っているようだし、これ以上イチャモンつけて朋の努力を無む駄だにするのも可哀相かわいそうな気がする。


「あのあと帰るときさー、タバコ買って家で吸う練習しちゃったよ」


　貴洋がそんなことを考えているとは知らず、朋はズボンのポケットから一本減っているタバコの箱とライターをのぞかせた。


「マジで？」


　学校に持ち込む気満々の朋に、貴洋は驚おどろいたような声を出す。


「なんで大人はあんな煙けむたいの好きなのかな？」


「さぁな」


　朋の疑問に貴洋も首を傾げる。タバコを吸わない二人には理解しがたい嗜し好こうだった。


　くだらないことを話しながら歩いていると、校門の前で吉野と生活指導の三み浦うらが生徒たちの服装をチェックするために立っているのが見えた。


「あ、吉野だ。吉野ー！」


　朋は大人っぽい振る舞まいも忘れて嬉うれしそうに吉野に駆かけ寄っていく。


「オハヨ、吉野！」


「おはよう、って！　どうしたんだその格好!?」


　交代制の当番で校門に立っていた吉野は、声をかけてきた朋の奇き抜ばつな格好にポカンと口を開けた。


「いや、俺もそろそろ大人になんなくちゃと思って」


　驚く吉野に有頂天になった朋は、フッとキザな笑えみを浮かべてタバコを取り出そうとポケットに手を突つっ込んだ。


「大人、ねぇ…」


　吉野はなにかを勘違いしてるとしか思えない朋の格好をシゲシゲと眺ながめた。


　一応彼なりに努力をしているようだが、子供が精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをしてるようにしか見えない。


　そんなことを考えている吉野の前で、朋は取りだしたタバコに一いつ生しよう懸けん命めい鏡の前で練習したポーズで火をつけようとした。


「わっ、バカお前！　なにやってんだよ！」


　大だい胆たんにも生活指導の先生がいる校門の前でタバコを吸おうとしている朋を、吉野は慌あわてて止めようとする。


「コラッ！　校門の前で堂々とタバコを吸うとは何事だ！」


　しかし時はすでに遅おそく、煙のニオイに敏びん感かんに反応した三浦は大声を上げて迫せまってきた。


「ふぇ？」


　いきなり怒ど鳴なりつけられた朋はワケがわからずキョトンとした表情を見せた。


　朋の頭には吉野に大人っぽい自分を見てもらうというコトしかない。


　自分が校則違い反はんを犯おかしているとはこれっぽっちも思っていないのだ。


「タバコとライターをこっちによこせ！」


「なにすんだよ！」


　ガシッと腕を摑つかまれて、朋はムッとしたように怒鳴り返す。


「いいから、職員室に来い！」


　朋の反はん抗こう的な態度にカッとなった三浦は、朋の腕を摑んだまま強制的に校舎の方に歩き出した。


「やっ、離はなせって！　吉野～！　助けて～！」


　朋は必死で抵抗しながら吉野に助けを求めたが、生活指導の三浦は体格もよく力も強いのでズルズル引きずられてしまう。


　吉野も助けてやりたいのは山々だが、タバコを吸っているところを現行犯で捕まってしまってはフォローのしようがない。


「アホだ、アイツ…」


　その様子を少し離れたところから見守っていた貴洋は、三浦に引きずられて校舎に消えていく朋をみながらポツリと呟いた。











　結局喫きつ煙えんのペナルティとして三日間の停学をくらった朋は、母親にもしこたま怒おこられて部屋でふてくされていた。


　しかも停学の期間中、毎日ノートに反省文なるモノを書かなければならないのだ。


　夜には両親もいるし、担任が毎日家庭訪問にくるそうだから気は抜ぬけないが、昼間は両親も働きに出ているため一人家に取り残されている。


　必然的にダレまくっている朋は、ベッドの上にゴロンと寝ね転ころがった。


　これだったら部活に出て、腹筋やら腕うで立たて伏ふせをやらされていた方がマシである。


「超ちようツマンネー」


　主婦向けのワイドショーをやってるテレビをボヘーッと眺めていた朋は、ベッドの下に転がっているリモコンを拾ってプチッと電源を切った。


「あー、今いま頃ごろ吉野なにやってんだろ？」


　時刻はすでに午後四時をまわっている。


　貴洋たちはすでに部活で汗あせを流しているだろう。


　せっかく近頃やる気になっていたというのに、三日も練習を休んだらまた宇津木に怒られそうだ。


　もちろん好きで練習を休んでいるわけではないが…。


　吉野の気を引くことに精一杯で、タバコが校則違反になるなんてスッカリ忘れていたし、まさか停学になってしまうなんて思ってもいなかった。


　宇津木に怒られるのもイヤだけど、三日間も吉野に会えないのが寂さびしくて仕方がない。


「吉野ぉ…」


　朋は枕まくらをギュッと抱だきしめてベッドの上をゴロゴロとのたうち回った。


『学校でタバコを吸うなんて悪い子だな』


　脳のう裏りにニヤッと笑って意地悪なことを言う吉野の顔が思い浮うかぶ。


　想像するだけでドキッとして、朋は体が熱くなってきた。


『悪い子の朋にはお仕置きが必要だろ？』


　都合のいい妄もう想そうを思い浮かべながら、朋はモゾモゾとショートパンツの中に手を潜もぐらせた。


　まだフニャフニャのモノを握にぎりしめて、吉野の顔を思い浮かべながらソッと扱しごく。


「ん…ぅ…」


　指をスライドさせるとジワジワと快感が広がってきて、朋はあいてる左手でショートパンツと下着をずり下ろそうとした。


　そのとき、ピンポーンという玄げん関かんのチャイムの音が聞こえた。


「わぁ！」


　驚いた朋は中ちゆう途と半はん端ぱにパンツがおりて半ケツ状態のまま起きあがる。


　まだ両親が仕事から帰ってくる時間ではないし、来客であることは間ま違ちがいないだろう。


　非常に気まずいが、学校の関係者が訪ねてきて停学中なのに家にいなかったなんて思われるのも厄やつ介かいだし、居留守を使うわけにはいかなかった。


「なんだよもー、こんなときにぃ」


　その気になっていたトコを邪じや魔まされた朋は、ブツブツ文句を言いながら自室を出た。


「はーい」


　再びピンポーンと鳴らされたチャイムに返事をしながら朋は玄関の扉とびらを開ける。


　するとそこに立っていたのはまさしく妄想から飛び出してきたような吉野の姿だった。


「こんにちは」


「吉野!?　どーしたの!?」


　ニコッと笑いかけてくる吉野に、朋はどうしようもなく高鳴る気持ちを抑おさえきれずに弾はずむような声を出す。


「いや、今回のことは俺にも多少責任はあるし、ちょっと様子を見にな」


　吉野は苦笑いを浮かべながら、大きな目をキラキラさせて自分を見上げてくる朋の頭をクシャッと撫なでてやった。


　直接責任があるワケじゃないかもしれないが、朋があんなおかしな格好をしてタバコを吸ったりしたのは自分の言葉がきっかけになったに違いない。自じ業ごう自じ得とくといえばそれまでかもしれないが、停学になってしまった朋を吉野はほっとけなかった。


「嬉しい！　あがってくれよ！」


「あぁ、おじゃまします」


　満面の笑みを浮かべて手を引っ張る朋に促うながされて、吉野は朋の自室に入っていく。


　朋の部屋は六畳じようほどの洋室で、十代の男の子らしく乱雑ではあるが足の踏ふみ場がないほど汚きたなくもなかった。


「三浦先生に相当しぼられたんだって？」


　ソファ代わりにベッドに腰こし掛かけた吉野は、ソワソワと落ち着かない様子の朋を隣となりに座らせて話しかけた。


「ウン。タバコが校則違反なんて忘れてたって言っても許してくんなかった」


　朋はチョコンと吉野の隣に寄り添そうように座って、甘えたような口調で訴うつたえる。


「それは仕方がないな」


　おそらく朋は本気で忘れていたのだろうけど、そんなマヌケな言い訳を信じる教師はまずいないだろう。


「母ちゃんまで仕事場から学校に呼び出されてさ、スゲー大事になっちゃったよ」


　朋は生徒指導室に入ってくるなり、エライ剣けん幕まくで怒っていた母親の顔を思い出して眉まゆをひそめた。仕事が終わって家に帰ってきてから、また母親に説教されるに違いない。


　けど、停学になったおかげでわざわざ吉野が家を訪ねてきてくれたと思えば、朋にとっては悪いことばかりでもなかった。


「そんなことより、俺、三日も吉野に会えないと思って寂しかった…」


「コラコラ」


　停学になったことをそんなこと扱あつかいして甘えてくる朋を吉野は口だけで叱しかる。


「俺なんてすぐ吉野に甘えちゃうし、全然大人っぽくなれないし、こんなんじゃいつまでたっても吉野の恋こい人びとになれないよ」


　朋は吉野の肩かたによりかかりながら、大人とはほど遠い自分の行動を振ふり返ってため息をついた。


　いっそ子供っぽい自分を突つっぱねてくれればあきらめもつくのに、優やさしい吉野についつい甘えてしまう。


「無理して大人にならなくてもいいって」


　言うことも仕草も全部可愛かわいい朋に、吉野はくすぐったい気持ちになってそう言った。


「でも、吉野は大人の方が好きなんだろ？」


　しかし朋は真しん剣けんな顔をして吉野を見つめるとブルブルと首を振った。


　エッチはしてくれるけど恋人になれないなんて、そんな寂しい関係のままなのは絶対イヤなのだ。そのための努力は惜おしまないつもりだった。


「でも朋は子供っぽいままの方が可愛いぜ？」


　吉野は子供にするように朋を膝ひざの上に抱きあげると、クシャッと頭を撫でてやる。


「ホント？」


「あぁ、だから無理して大人になるなよ。俺は今のままの朋がほっとけないんだから」


　後ろを振り向いて確かく認にんしてくる朋に、吉野は小さく頷うなずいて耳元で甘く囁ささやいた。


　素す直なおに朋を可愛いと思う。まっすぐで一いつ生しよう懸けん命めいな朋が自分を慕したってくれるのはスゴク嬉しかった。


「吉野…」


「そんな可愛い顔されると押し倒たおしたくなるだろ？」


　ポッと顔を赤くした朋に、吉野はクスッと笑って体勢を入れ替かえるとベッドに組み伏せるようにした。


「あっ……」


　驚いたような顔をする朋の唇くちびるを素早く奪うばう。


　柔やわらかい唇を優しく啄ついばんでいると、朋の方からうっすらと唇を開いてきた。


　吉野は誘さそわれるままに朋の口内に舌を侵しん入にゆうさせる。


「んぅっ…ふ…」


　舌が絡からみ合うヌルッとした感かん触しよくに、朋はくすぐったそうな声を出した。


　絡ませた舌を吸うようにして自分の口内に誘おびき寄せると、前歯で舌先を甘く嚙かんでやる。


「ふぁっ…」


　ビックリしたように引っ込む舌を追いかけて、再び朋の口内に舌を差し入れた。


「吉野ぉ…」


　さんざん甘い唇を堪たん能のうしてから唇を離はなすと、朋は涙なみだ目めで吉野にしがみついてくる。


「期待してた？　ココもうカタくなってるぞ？」


　密着してくる朋の股こ間かんを膝で刺し激げきしながら意地悪く聞くと、朋は恥はずかしそうにギュッと目を瞑つぶった。


「ヤッ…それは…」


　もちろん吉野を部屋に誘ったときから期待をしてなかったといえばウソになるし、キスだけで感じてしまったけれど、それ以前に自分を慰なぐさめていたせいで敏びん感かんになっていたのだ。


「可愛いな、朋…」


　真っ赤になっている朋に吉野は再びチュッと軽くキスをしてやる。


「ホントに俺のこと可愛い？」


　朋は胸をキューンと高鳴らせながら遠えん慮りよがちにそう聞いた。


　吉野に可愛いっていってもらえるのはスゴク嬉しい。いつも胸がキュンとなって、痛いような切ないような、だけど甘いような不思議な感覚に襲おそわれる。


　これが自分が吉野を好きだっていう証しよう拠こだと思うけど、吉野が同じようにキュンと胸を高鳴らせているかわからなかった。


「あぁ、可愛いよ」


「タッキーよりも？」


　アッサリと頷く吉野に朋は思い切って尋たずねた。


「え？」


　突とつ然ぜん朋の口から出た瀧川の名前に、吉野は戸と惑まどったように目をパチクリさせる。


　一いつ瞬しゆん頭が真っ白になったような気がした。吉野は朋のことを瀧川と比べてどうとか考えたことがなかったのだ。


　言葉に詰つまる吉野をジッと見つめて、朋は不安を募つのらせながら答えを待っている。


「響は、可愛いっていうのとはちょっと違うだろ？」


　返事に困った吉野は、バツの悪そうな顔をすると曖あい昧まいに言葉を濁にごした。


　吉野にとってふたつ年上の瀧川は、新任してきたばかりでなにもわからなかった自分を助けてくれた心強い存在であり、プライベートでも誰だれより心を許せる存在だった。


　もちろん瀧川にも可愛い部分はあったが、それよりも吉野の方が瀧川に可愛がって面めん倒どうを見てもらっていたような気がする。


「それじゃ、どう思ってたの？」


「アイツのことはもういいだろ…」


　納なつ得とくいかなそうに聞いてくる朋に、吉野はフゥッとため息をついて首を振った。


　少なくともこれから行こう為いに至ろうというベッドの上でする話題ではない。


「よくないよ！　スッゲー気になるもん！」


　話を切り上げようとする吉野に、朋は必死で食い下がった。


「朋とは全然違ちがうよ」


　吉野は朋を安心させようと、額に唇を寄せながら囁いた。


　吉野の中で瀧川とのことはすでに過去になっているし、今さら朋に聞かせるような話でもない。


「それって、俺じゃタッキーの代わりになれないってコト？　恋人みたく好きじゃないってコト…？」


　しかし朋は吉野の体をグイッと押しのけると、泣きそうな声で問いかけてくる。


「………」


　吉野は答えに詰まってしまう。


　代わりになれないのではなく、朋を瀧川の代わりにしようと思ったことなど吉野は一度もなかった。


　瀧川を好きだった気持ちと、朋のことを愛いとおしいと思う気持ちはまったく違う。


　だからこそ朋を恋人として好きなのかと聞かれても、ハッキリそうだとは頷けなかった。


「じゃあなんで俺にコンナコトすんの？」


　なにも答えない吉野を、朋は涙で潤うるんだ目でまっすぐ見つめながら聞いた。


　今にも泣き出してしまいそうな朋の表情に、吉野の胸がズキンと痛む。


「それは、朋が可愛いって思ったから…」


　吉野は精せい一いつ杯ぱいの正直な気持ちで朋に答えた。


　他ほかになにを言っても噓うそ臭くさくなってしまいそうで、言葉を口にするのが怖こわかった。


「でも好きじゃないんだろ!?」


　答えにならない答えを繰くり返す吉野に、朋ははじかれたように叫さけんだ。


　それでもいい、吉野に可愛かわいいって言ってもらえるのが嬉うれしいと思ってる自分と、それだけじゃイヤだ、吉野に好きになってもらいたいと望んでいる自分が朋の中で葛かつ藤とうする。


「ヤダよ、そんなの！　なんか体が目当てみたいじゃん！」


　葛藤する胸中とは裏腹に、あとからあとから溢あふれてくる涙とともにでてきた言葉は紛まぎれもない朋の本心だった。


「朋……」


「俺は吉野のこと超ちよう好きだし、ドキドキしてキュンってなって幸せなのに…、それ全部一方通行で、吉野はただエッチしたいだけじゃ、俺がスゲー惨みじめじゃん！」


　言いながら両手で顔を覆おおって泣きじゃくる朋に吉野は胸が苦しくなる。


「朋、泣くなって」


　吉野はなんとか朋を慰めようと、その細い体を胸にギュッと抱だきしめた。


　いつもの明るくて元気な可愛い朋に戻もどってほしかった。


「吉野のバカ！　優やさしくすんなよ！」


　朋はイヤイヤをするように体を捩ねじって吉野の腕うでから逃のがれようとする。


「俺にも、よくわからないんだ…」


　どうしようもない虚きよ無む感かんを覚えた吉野は、苦しそうな声でポツリと吐はき出した。


「俺はもっとわかんない！」


　朋の叫び声とかぶるように、ピンポーンというチャイムの音が玄げん関かんから聞こえる。


　状じよう況きようにそぐわない機械の軽い音が虚むなしく響ひびく。


「朋ー、いるのかー？」


　チャイムの音に反応がないことを不ふ審しんに思ったのか、その人物は玄関の外から大きな声で呼びかけた。


　吉野はとっさに朋から体をバッと離す。


「貴洋ぉ！」


　自分の名前を呼ぶ親友の声に、朋は縋すがるような声を出した。


「玄関、鍵かぎ掛かかってなかったぞ？　不用心じゃねーか」


　朋の声を聞きつけた貴洋は、勝手に玄関を開けて中に入ってくるとブツブツ言いながら朋の部屋の扉とびらを開けた。


「と、先生…」


　そしてベッドの上に寝ね転ころがって泣きじゃくっている朋と、その脇わきに立って気まずそうな顔をしている吉野を目にして驚おどろいたような顔をする。


「あぁ」


「どうしたんスか？」


　二人の顔を見比べて貴洋は思わず問いかけた。


　部活に現れなかった顧こ問もんがまさか朋の部屋にいるとは思わなかったし、なにより朋の様子が尋じん常じようじゃなかった。着衣は乱れてないし独特な淫いん靡びな空気でもないけれど、二人の間に何らかのトラブルが発生したことは容易に感じ取れる。


「いや、ちょっと様子を見にな…」


　吉野も貴洋が突とつ然ぜん現れたことで動どう揺ようして、あまりこの状況の説明にはなってないような言葉を口走る。


　朋と貴洋が仲がいいことは知ってるし、自分たちの関係も貴洋には筒つつ抜ぬけかもしれないが、どうやってこの状況を説明すればいいのかさっぱりわからなかった。


「ダガヒロォ～」


　朋はベッドからガバッと起きあがると、呆ぼう然ぜんと立ちつくしている貴洋に駆かけ寄っていってワンワン泣きだした。


　自分以外の男の胸を借りて泣きじゃくる朋に、吉野は胸の奥がチリッと焦こげるような感覚を覚える。


「なに、どうしちゃったんだよ？」


「それじゃあ俺はもう行くから、あとは頼たのむな」


　居たたまれなくなった吉野は、パニクっている貴洋に声をかけるとそのまま朋の部屋を出ていこうとした。


　これ以上ここにいても自分では朋を慰なぐさめてやることなどできはしないのだ。


「え？　あ、ハイ」


　ペコッと頭を下げる吉野に貴洋は思わず返事をする。


　しかし、頼むと言われてもなにをどうすればいいのか見当もつかない。


「朋、いいのか？　吉野帰っちゃうぞ？」


　とりあえず自分の制服のシャツを涙なみだと鼻水でグショグショに濡ぬらしてくれちゃってる朋に、確かく認にんするように声をかけた。


「ヨ…ジノは、俺の…体だ、けが目当てなんだぁ…」


　すると朋は嗚お咽えつを漏もらしながら吉野の非道を訴うつたえてくる。


「はぁ？」


　悪い男に遊ばれた女の子のような台詞せりふに、貴洋は思わず眉み間けんにしわを寄せる。


　よくわからないが朋は傷ついてるようなので、貴洋はポンポンと朋の背中をあやすように優しく叩たたいてやった。


「だって、俺のこと…可愛いって押し倒たおしてきたくせに…。俺のこと好きじゃないって言うんだもん、ヒデーよな…」


　ようやく少し落ち着いてきた朋は、ポツポツと自分が大泣きする羽目になった原因を話しはじめる。


「だってお前の片思いなんだろ？」


「そうだけど、でも、好きでもない相手となんでエッチしたいと思うんだよ？」


　自分が片思いなのは百も承知していたが、今日の吉野は今までと明らかに違ちがったのだ。


　はじめてのときは振ふられてムシャクシャしてたから、二度目のときは朋から誘さそったようなものだった。けれど今日の吉野はごく自然に自分を求めてくれたような気がした。


　だったら自分の想おもいに応こたえてくれるのではないかと期待してしまうのが人情だろう。


「溜たまってたんだろ？」


　しかし貴洋はそんな朋の幻げん想そうをあっさり打ち砕くだくようなことを言う。


「ヤダー！　やっぱり俺の体だけが目当てだったんだぁ！」


「バカ！　お前の体は目当てになるほどイイ体なのか？　それともテクニシャンか？」


　大おお袈げ裟さに首を振って喚わめく朋に、貴洋は少し苛いら立だったような口調で言い放つ。


「それは…」


　朋は思わず言葉に詰つまった。


　貴洋の言うとおり、朋は決して色気のある体をしているわけではないし、経験も少なくテクニックも持ち合わせていない。むしろ早そう漏ろう気味で吉野を満足させられてない気がする。


「チゲーだろ？　吉野はただ欲求不満だっただけなんだよ。そこにお前みたいなちょっと可愛くて簡単にヤらせてくれる相手がいたら、性欲処理すんのにちょうどいいって思ったんじゃねーの」


「人のこと性欲処理の道具みたいな言い方すんなよ！」


　貴洋の辛しん辣らつな言葉にショックを受けた朋は、再び泣きそうになって怒ど鳴なった。


「だから、そんくらいヒドイことされてんの気づけってコト！」


　貴洋は朋のことを傷つけたくて言ったのではない。


　いかに吉野が男として最低なことをしたのか教えてやりたかったのだ。


「うっ、うぅ～」


　貴洋の真しん剣けんな言葉が胸に響いて、朋は再び泣き崩くずれた。


「悪かったって、言い過ぎた…」


　ペタンとしゃがみ込んでしまった朋にあわせて貴洋もしゃがみ込むと、グイッと朋の頭を引き寄せて胸を貸してやりながら謝罪の言葉を口にする。


「吉野は、俺のこと…好ぎに、なっでぐんないのかな？」


「そんなの、俺に聞かれてもわかんねーよ」


　鼻が詰まったような声で聞いてくる朋に、貴洋はため息をつきながら首を振った。


　この期ごに及およんでまだ朋は吉野を諦あきらめられないようだ。


「つーか、なんでお前はそんなに吉野のことが好きなワケ？」


　貴洋は常々想っていた疑問を口にする。


「だって…運命だと思ったんだもん。それに、優やさしいし…」


「優しい男がお前にこんなヒドイことするか？」


　くぐもったような声で主張する朋に、貴洋は呆あきれたような声を出した。


　どうして朋が運命とやらをひたすら信じ込んでいるのかわからない。


「だって…」


　朋はなにも言えなくなる。


　今日の今日まで朋は吉野にひどいことをされているなんて自覚は全くなかった。


　少し強ごう引いんだったりしたかもしれないけど、吉野はいつでも優しくて朋をふわふわいい気持ちにさせてくれた。少なくとも朋が感じたトキメキは噓うそじゃなかった。


「俺は別にお前がどんなヤツを好きでもかまわないけどさ、もっと自分のこと大事にしてくれる相手とつきあえよ」


　けれど今は貴洋の言葉が胸に染みる。


　吉野の優しさを愛情だと勘かん違ちがいして、勝手に浮うかれていたのかもしれない。


「タガヒロ…」


「吉野は格好いいし尊敬もしてるけど、友達の恋こい人びとって言われたら祝福できねーぞ」


　縋るように自分の名前を呼ぶ朋に、貴洋はポンポンと頭を撫なでてやりながらそう言った。


「ウン…」


　朋はコクンと頷うなずいてズッと鼻水を啜すすった。


「あんなヤツのことはさっさと忘れて別の相手探せって！　あっ、ほら、宇津木先せん輩ぱいとかどーだ？　吉野とはタイプ違うけどルックスもいいし、厳しいんだけど実は優しいってなんかよくねーか？」


　ようやく少し落ち着いた様子の朋に、貴洋は明るい口調で本気なのか冗じよう談だんなのかわからないようなことを言う。


「うーん…」


「言っとくけど俺はダメだぞ？」


　宇津木の名前に首を傾かしげる朋に、貴洋は大おお仰ぎように芝しば居いがかった口調でつけ加えた。


　おどけたしぐさに朋は思わずプッと吹ふきだしてしまう。


「それだけはねーよ」


「失礼だな」


　ソッコーで否定してくれた朋に貴洋は心外だといわんばかりに肩かたを竦すくめた。


「…ありがとな、貴洋」


　貴洋と顔を見合わせて笑った朋は、照れくさそうに礼を述べる。


　吉野とはもうダメかもしれないけど、自分には大切な友達がいてくれてよかったと思う。


「バーカ、照れんだろ」


　素直に感謝の気持ちを述べる朋に、貴洋は照れ隠かくしに悪態をついた。


「貴洋汗あせくさい…」


　そんな貴洋に朋も負けじと悪態をつく。


　部活を終えてから朋の様子を見に来た貴洋の体からは、部室で嗅かぎ慣れた男臭くさいニオイがした。


「お前だって鼻水バッチーよ」


　貴洋も朋の涙と鼻水でグショグショになっている制服のシャツを指さして、大袈裟にしかめっ面つらをする。


　朋はまず自分の鼻水を拭ぬぐうためにイソイソとティッシュペーパーを取りに行った。











　結局そのあと停学の期間中に朋と吉野が顔を合わせることはなかった。


　吉野を振り向かせようという勢いは完全に萎しぼんで、ただ切ない恋こい心ごころだけが残っている。


　好きな気持ちに変わりはないけれど、体だけの関係では納なつ得とくできない朋は、吉野を諦める決意をした。


　停学期間があけて学校へ行っても部活には顔を出さないで、なるべく吉野と顔を合わせないように気をつけている。


　それでも数学の授業だけはどうにもならなくて、朋は教科書に目を落としたまま吉野を見ないようにしていた。


「じゃあ、この問題を誰だれかに前に出てきてやってもらおうかな」


　黒板に問題を書いた吉野は、チョークで汚よごれた手を払はらいながら生徒を見み渡わたした。


　指名されたくなくてうつむいている生徒が多い中でも、明らかに身を固くして唇くちびるを嚙かみしめている朋の姿が吉野の視界に入る。


　徹てつ底てい的に自分を避さけている朋に、吉野はやりきれない気持ちになった。


「よし、目があったから藤田」


「俺？」


　そんな中でなにかを訴うつたえたそうに自分を見ている貴洋と目があった吉野は、貴洋を前に呼び寄せてチョークを手て渡わたした。


「授業聞いてれば簡単だろ？」


「はーい」


　しかめっ面をしながらも頷いた貴洋は、黒板に向かって問題を解きはじめる。


「みんなも、同じ問題をノートで解いてみて」


　吉野はそう声をかけて、机の間を歩いて各自のノートを見て回りはじめた。


　朋は吉野がそばを通ると、あからさまに体をビクッとさせる。


　自分がここまで朋を傷つけているとは思わなかった。


　傷つけたことを謝りたい。早くいつもの明るくて元気な朋に戻もどってほしかった。


　けれど自分の気持ちに整理がつかない状態で、吉野はどうやって朋に声をかけていいのかわからなかった。


　決して朋の体だけが目当てだったわけではない。


　まっすぐで素す直なおな気持ちをぶつけてくれる朋に、吉野はずいぶん癒いやされていた。


　ただ、それと朋に対して恋れん愛あい感情を持っているかというのはまた別の話だ。


　けれどあの日、貴洋の胸で泣いている朋に感じたのは明らかに嫉しつ妬とだった。


「先生？　終わりましたけど？」


　その貴洋に声をかけられて、吉野はようやく我に返る。


「お、あぁ」


　気がついたら授業中にもかかわらず朋のことばかり考えていた自分に舌打ちをする。


　仕事とプライベートをごっちゃにするようでは教師失格だ。


　ただでさえも教え子に手を出して深く傷つけてしまったのに、マトモに授業もこなせないなら教師なんか辞めた方がいい。


「うん、正解だな。この手の問題は必ず今度の中間に出るから、わからない者は今のウチに質問受けつけるぞ」


　気を取り直した吉野は、貴洋が解いた問題に目を通して生徒に向き直った。


「はい、センセー」


「オー、神かん田だ」


「この公式のＸって、どこの惑わく星せいから来たんですか？」


　お調子者の生徒の質問に教室に笑いが起こる。


「コイツか？　コイツはａの値あたいを求めるときにＹと共に三次関数の星からやってくる…」


「意味わかんねーよ～」


　マジメな顔をしておかしな説明をし出した吉野にすかさず生徒がツッコむ。


　和なごやかな雰ふん囲い気きの中、いつもなら真っ先に騒さわぎ出すはずの朋だけが沈しずんだ顔で教科書を眺ながめていた。











「朋ー、今日は部活どうする？」


　放課後になって、帰り支じ度たくを終えた貴洋は朋に声をかけてきた。


「いいや、吉野だって俺と顔合わせづらいだろうし…」


　朋は自分の席に座ったまま、机に頰ほお杖づえをついて答える。


「そっか」


　伏ふし目がちにため息をついた朋に、貴洋は軽く相づちをうった。


　このまま練習をサボり続けていたら、朋は剣けん道どう部を辞めなければならなくなるだろう。


　せっかくやる気になってきたのに我ながらもったいないとは思うが、そもそもはじめた動機が不純だったのだから仕方がない。


「宇津木先輩怒おこってるかな？」


「怒ってるってか、心配してんじゃねーの？」


　熱心に指導をしてくれた宇津木の顔を思い出して、朋は苦笑いの表情を浮うかべた。


　膝ひざを壊こわした宇津木の分まで勝手にやる気になっていた自分が恥はずかしい。


「昨日も朋はどうしたんだって聞かれたぜ。案外マジで朋に気あったりしてな」


　物思いに耽ふけっている朋に貴洋はからかうような口調で言った。


「ヤメロよー」


「だって、いつもなら自分が考えた厳しい練習についてこれないヤツなんて、見向きもしない宇津木先輩がだぜ？　なんかお前のこと特別扱あつかいしてる気がすんだよなぁ」


　朋はプッと吹きだしたが、貴洋は案外あり得ない話じゃないと思っている。


　自分の同級生たちも、今年入部した一年生も、半数近くは入部してすぐに宇津木の課す基き礎そトレーニングのメニューについてこれなくなって辞やめてしまった。もちろん宇津木は基礎トレーニングもこなせないような軟なん弱じやく者を引き止めるようなことはしない。


　それなのに朋のことはやけに気になるらしく、毎日貴洋に様子を尋たずねてくる。


　貴洋がなにか特別な感情を含ふくんでいるのではないかと勘かんぐっても仕方がないだろう。


「ないない。それよか、俺もせっかくちょっと剣道面おも白しろいかもって思いはじめてきたんだけどなー」


　朋はあっさりそれを否定すると、竹刀しないを構えるフリして残念そうな声を出した。


「へぇ、なんか意外だな」


　今は基礎トレがほとんどで、竹刀を持った練習は素す振ぶりくらいしかしてないのに、朋がそんなふうに思っているとは貴洋も知らなかった。


「けど剣道やってる吉野見たらまた惚ほれ直しちゃうもん」


「あー」


　わかりやすい理由で剣道から足を洗おうとする朋に、貴洋も複雑な心境で頷うなずいた。


　寂さびしそうな顔をして睫まつ毛げを伏せる朋は無理をしてるのがバレバレだ。


「けどさ、あんま無理して忘れようとしなくてもいいんじゃねーの？」


　貴洋は思い切って朋にそう問いかけた。


　片かた想おもいでも遊ばれてても明るく前向きでいられるほうが、無理をして塞ふさぎ込んでいるより朋らしいし精神衛生上いいような気がする。


「お前、こないだと言ってること違ちがうじゃん」


　朋は少しムッとしたように唇を尖とがらせた。


　自分でも無理をしてるって思うけど、朋なりに吉野を諦あきらめようと精せい一いつ杯ぱい努力してるのだ。


「だって人を好きになる気持ちは簡単にコントロールできないだろ？」


　貴洋の言うことはもっともで、朋は今でも吉野のことを考えるだけで胸が締しめつけられるように苦しかった。


　はじめて吉野のことを意識したときのような甘くて切ないトキメキとは違って、胸が張り裂さけそうなくらい吉野が好きで諦めたくないと訴えている。


「だからこそ、なるべく吉野と接せつ触しよくしないようにしてんじゃん」


　朋は無意識に胸に手を当ててギュッと握にぎりしめると、精一杯無理をして作った笑え顔がおでそう言った。


　貴洋は痛々しい姿になにも言えなくなる。


「俺と宇津木先輩の分までお前が頑がん張ばるんだぞ」


　眉み間けんにしわを寄せている貴洋に気づいた朋は、あとは任せたと言わんばかりに貴洋の肩かたを叩たたいて立ち上がった。


「なんだよ、それ」


　訝いぶかしげに声をかけてくる貴洋に手を振ふって、朋はそそくさと教室をあとにした。











　階段を下りて下げ駄た箱ばこに向かう途と中ちゆう、朋はズボンのポケットに手を突つっ込んでトボトボと歩いていた。


「はぁ、ツマンネーの」


　思わず口からもボヤキが漏もれてしまう。


　家に帰ってもやることはないし、一人で街をフラついても面白くないし、今となっては部活をはじめる前の自分はどうやって放課後の時間をつぶしていたのか思い出せない。


「真辺…！」


　朋が下駄箱から靴くつを取りだそうとしていると、宇津木が足を引きずるように駆かけ寄って声をかけてきた。


「わっ、宇津木先輩！　部活はどうしたんスか？」


「真辺こそ、どうして練習こないの？」


　動どう揺ようしたような声を出す朋に、宇津木は反対に聞き返す。


「それは……」


　朋は言葉に詰つまってしまった。


　まさか吉野に会いたくないからだなんて言えっこない。


「あんなに張り切ってたじゃない。練習も真ま面じ目めにやるようになったし…」


　うつむいて唇くちびるを嚙かみしめる朋を不ふ審しんに思ったのか、宇津木は真しん剣けんな顔をして迫せまってくる。


「や、なんか、停学くらって家でダラダラしてるウチに、剣道もどうでもよくなっちゃったっていうか…」


　朋は顔を上げると開き直ったように答えた。


　ウソをつくのはスゴク心苦しいが、宇津木に愛想を尽つかしてもらうにはこう言うしかないと思った。


「僕、真辺には辞めてほしくないな…」


「え？」


　意外な答えが返ってきて、朋は思わず宇津木の顔を凝ぎよう視しする。


　宇津木の剣道にかける情熱は人一倍で、練習をサボッたり集中できない部員には誰だれよりも厳しかった。その宇津木が一番嫌きらいそうな答えだったはずなのに、どうして怒らないのか不思議で仕方がない。


「真辺は僕のこと嫌い？」


　ポカンとした表情で自分を凝視する朋に、宇津木は悲しそうな顔をして聞いた。


「や、そんなことないッス」


　朋は慌あわててブンブンと首を振った。


「だったらもう一度一いつ緒しよにやろうよ！　僕がずっと真辺のそばについててあげるから！」


　すると宇津木は朋の手をギュッと握って、熱い眼まな差ざしで見つめながら懇こん願がんしてくる。


「宇津木先輩!?」


　朋の心臓がドキンッと跳はね上がった。


　つい先ほど教室で貴洋が言っていたことを思い出す。


「真辺じゃなくちゃダメなんだ！」


　宇津木はトドメとばかりにそう言って、グイッと朋の体を抱だきしめた。


　膝を痛めているとはいえ体格のいい宇津木に抱きしめられると朋は身動きができなかった。


　朋が動揺して固まっていると、下駄箱の前の廊ろう下かを吉野が通り過ぎていった。


「よ、吉野!?」


　朋は思わず声を出してしまう。


「あ……」


　朋の声に振り返った吉野の目に、宇津木にスッポリと抱きしめられている朋が見えた。


「僕には真辺が必要なんだ！」


　そこに一番最悪なタイミングで宇津木の声が響ひびく。


　吉野はとっさにフイッと目を逸そらすと、その場から早足で離はなれていった。


「先せん輩ぱい、俺、俺…」


　朋は泣きそうになって宇津木の体を押しのけた。


　宇津木の告白より逃にげるように立ち去ってしまった吉野のことが気になってしょうがない。


「真辺には才能があると思うんだ！」


　さらに宇津木は逃がさないと言わんばかりに朋の両肩をガシッと摑つかむと、熱い口調でそう言った。


「へっ!?」


　朋はなにか違い和わ感かんを覚えてキョトンとする。


「僕、剣道のことになると真剣になりすぎて、ついていけないって何人も部員やめさせちゃってるから…」


　ビックリしたような顔をして自分を見ている朋に、宇津木は自じ嘲ちよう気味に言った。


「でも素振りを見ただけでわかる、朋は経験者の一年生部員よりも断然スジがいいって！　こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで辞やめさせちゃダメだって！」


「どういう意味ッスか？」


　なんとなくわかったような気はするけれど、朋は確かく認にんするように問いかけた。


「真辺なら全国レベルも夢じゃないよ！　俺がつきっきりで練習見てあげるから！」


　宇津木は自分に任せておけと言わんばかりに頷いて満面の笑えみを浮うかべる。


「はは、まぎらわしーッスね…」


　朋は吉野にも誤解を与あたえたであろう宇津木の言動を恨うらめしく思った。


　どうせ諦めなければイケナイと思っていたとはいえ、もう他の男に乗り換かえたとかは思われたくない。


「なにが？」


　剣道バカ一直線の宇津木は、自分の言動が周りにどんな影えい響きようを及およぼしたのかも知らずに不思議そうな表情を浮かべた。


「せっかくですけど、俺…」


　朋はちょちょぎれそうな涙なみだを堪こらえて、丁てい寧ねいに宇津木の誘さそいを断ろうと口を開く。


「今さら辞めるなんて許さないよ、サボってた分ミッチリしごいてあげる」


　しかし宇津木は凶きよう悪あくな笑顔で言うと、ガッチリと朋の腕うでをホールドした。


「や……」


「さぁ、道場行って練習だよ！」


　怯おびえる朋の腕を強ごう引いんに引っ張って、宇津木はご機き嫌げんで体育館に向かった。











　一方の吉野は先ほど下駄箱で見た光景が脳のう裏りに焼きついて離れないまま、フラフラと職員室に戻もどってきた。


　自分以外の男に抱きしめられている朋を見た瞬しゆん間かんに湧わき起こった衝しよう動どうは、嫉しつ妬とと怒いかりが混じった醜みにくい感情だった。


　深く傷つけて、自分の手から離れていってしまった朋を、今いま頃ごろになって手放したくないと思うのはただのエゴだろうか？


　ただそばにいてほしかった。自分の腕の中で笑っていてほしかった。


　他の男に取られたくないと痛切に思う。


　これが恋れん愛あい感情なのか、ただの独どく占せん欲よくなのか自分でもよくわからない。


「暗い顔して、どうしたんだ？」


　心ここにあらずといったカンジで自分のイスに座った吉野に、隣となりの席の瀧川が不思議そうに問いかけた。


「あぁ…」


「あぁじゃねーよ、あぁじゃ」


　上の空で返事をよこした吉野の頭を瀧川は乱暴に小こ突づく。


「響…」


　ようやく自分の存在に気づいた吉野に瀧川は眉まゆをひそめる。


　つきあっていた頃ころだって、他の先生方がいる職員室ではファーストネームで呼び合ったりしなかった。逆に今は警けい戒かい心がないからこそポロッと出てしまったのかもしれないが、あまりにもいつもの吉野らしくない。


「どしたん？　話くらいなら聞いてやるぜ？　久しぶりに一緒に飲むか？」


「そうだな…」


　心配そうに声をかけた瀧川に吉野はコクンと頷うなずく。


　勝手な言い分かもしれないが、吉野は誰かに自分の話を聞いてほしかった。


　答えを導いてほしいわけではないが、このまま一人で悶もん々もんと考えていたら気がおかしくなりそうだった。


　そして、こんな話を聞いてもらえる相手は瀧川しかいない。


「じゃあ、早く帰り支じ度たくしろよ」


　思い詰つめた表情をする吉野に、瀧川は努めて明るく声をかけると、肩かたをポンと叩たたいた。











「とりあえず、生なまふたつね」


　つきあっていた頃二人でよく来た馴な染じみの居酒屋に入ると、瀧川は吉野に確認することなくドリンクをオーダーした。


「はいよ、生ふたつ入りましたー」


　威い勢せいのいい店員の声も変わってない。


　けれど自分たちの関係は明らかにあの頃とは違ちがう。


「食い物もいいッスか？　枝豆と、刺さし身みの盛り合わせ、串くしアラカルトに生春巻きでしょ、納なつ豆とうの挟はさみ揚あげ、中ちゆう華か風ふうの唐から揚げと、ジャンボコロッケ、海老シュウマイとー、豆とう腐ふサラダも。あ、あと焼きうどんね。拓也は他ほかになんか食いたいモンあるか？」


　瀧川はメニューを見ながら次々と料理を注文して、最後に吉野にもお伺うかがいを立てる。


「いや、いい」


「じゃ、とりあえずそれだけで」


　吉野が小さく首を振ふると、瀧川は愛あい想そ良く店員に笑いかけた。


「相変わらずよく食うな」


　少々呆あつ気けにとられている店員を見て、吉野はクスッと笑いながら言った。


　瀧川は繊せん細さいそうな外見に似合わずよく食べる。


　そして意外と乱暴だし気が強くて面めん倒どう見みがいい。


　吉野はつきあっていた当時、瀧川のそんなギャップに惹ひかれていた。


「それより拓也、悩なやんでることあんだろ？　お兄さんがなんでも話聞いてやるぜー？」


　四人掛がけの席に二人で座っているため、二人分のスペースにどっかりと座った瀧川はリラックスしたような表情で話しかけてくる。


「悩んでるっていうか…」


「ハーイ、ビールお待ち！」


　吉野が苦笑いしながら口を開いたところに、店員がビールのジョッキを運んできた。


「とりあえず乾かん杯ぱいすっか」


　瀧川はさっそくジョッキを掲かかげると、吉野にも乾杯を促うながす。


「なにに？」


「うーん、別れた男とギクシャクもせず酒が飲めることに乾杯？」


　首を傾かしげる吉野にイタズラっぽく笑うと、瀧川はジョッキを差し出してきた。


「乾杯」


　吉野もジョッキを持ち上げて瀧川のジョッキにぶつけた。


　カツンという厚いガラスの鈍にぶい音が響く。


　瀧川はグイッと三分の一くらいビールを飲んでプハァっとため息をついた。


「あれだろ、お前の悩みって、こないだ俺に突つっかかってきた子のコトだろ？」


「まぁな」


　鋭するどい瀧川の言葉に吉野はコクンと頷いた。


　話を聞いてもらいたいが、なにからどう話していいのかわからない。


「ウマくいってないのか？」


　頭で考えすぎてなかなか口を開こうとしない吉野に、瀧川が話を切り出す。


「ウマくもなにも、俺と朋はつきあってるワケじゃねーよ」


「そうなのか？」


　疲つかれたように笑って肩を竦すくめた吉野に、瀧川は意外そうな声を出した。


「あー、そういえば『吉野のこと狙ねらってる』とかなんとか言ってたもんな。でも手ぇ出しちゃったんだろ？」


　必死に自分に突っかかってきた朋の言葉を思い出して頷きながら、瀧川は大差ないと言わんばかりに問いかける。


「あぁ」


「ぶっちゃけ生徒ってどーよ？　なにも知らないウブな生徒に手取り足取りなんてタマンネーよな、男のロマンじゃん」


　神しん妙みような顔をして頷いた吉野に、瀧川は声を潜ひそめて楽しそうに言った。


　実際にそれをやったら大問題なので実現するのは難しいが、男性教師なら妄もう想そうしたことがないと言えばウソになるだろう。


　もちろん男子校でそんな妄想をする男性教師はあまりいないかもしれないが。


　そこに再び店員が寄ってきて、瀧川は肩を竦めて口を押さえる。


「ハイ、枝豆と豆腐サラダと刺身盛りね」


「ども」


　瀧川は割り箸ばしを二膳ぜん取って吉野にも渡わたすと、さっそくサラダを皿に取り分けだした。


「後こう悔かいしてる…」


　吉野はそんな瀧川の仕草をボーッと見つめながらポツリと呟つぶやいた。


「ん？」


「自分の都合でムリヤリ抱だいて、朋が俺のこと好きになるなんて思ってもみなかった…」


　枝豆を銜くわえながら首を傾げた瀧川に、吉野は懺ざん悔げをするように沈ちん痛つうな表情で話す。


「よかったじゃねーか。ムリヤリ手ぇ出して、ＰＴＡや教育委員会に訴うつたえられてたらクビになるとこだったろ？」


　瀧川は枝豆の皮を吐はき出しながら、しごく現実的な問題を口にした。


「そうじゃねーよ」


　吉野は思わずムッとしたように首を振った。


　もちろん吉野がそんなことを言いたいんじゃないって瀧川もわかっている。


「きっかけは愛情のないセックスだったって？」


　今度は核かく心しんに触ふれる質問を、瀧川はまっすぐにぶつけた。


　それは事実だったが、吉野の胸は改めて自分の非道にズキンと痛んだ。


「あぁ。俺はあのとき、お前に振られたのがショックで、ムシャクシャした気分を紛まぎらわしたかっただけだったからな」


　今思い出してもどうしてあのとき自分が暴走するのを止められなかったのかわからない。


　ひどく凶きよう悪あくな気分になって暴走したはずなのに、途と中ちゆうからは温かくて楽しい気分にすらなった。それは紛れもなく朋から与あたえられたモノだと思う。


「人を共犯者みたいに言うなよ…」


　不可解な自分の心理に悩む吉野に、瀧川は苦笑いをしてツッコむ。


「でもあの子はそんなんでもお前から愛情感じ取ったんじゃねーの？　本当に爪つめの先ほども愛いとおしいと思わなかったのか？」


　フッと真しん剣けんな顔をして、瀧川は朋の心理を探さぐる。


　愛情のないセックスから得たモノが体の快楽だけだったら、朋は吉野に固こ執しゆうする必要はまったくないはずだ。


　しかし朋はまっすぐ吉野だけに反応している。そこには吉野からじゃないと満たされないなにかを感じ取っているに違いない。


「いや、素す直なおに可愛かわいいと思ったよ」


　吉野はふと朋の表情や仕草を思い浮うかべて迷いなくそう言った。


　そうなのだ、朋はスゴク可愛かったのだ。


　傷ついている自分を一いつ生しよう懸けん命めい慰なぐさめようとしてくれた。そんな朋に胸が熱くなった、愛おしいと感じた。


「だったら問題ねーじゃん」


　瀧川ははっきり自分の感情を口にした吉野にニッコリと頷うなずいた。


　きっかけはどうであれ、大切なのは今の気持ちのはずだ。


　なにをグズグズ悩んでいるのかわからないが、きちんと自分の気持ちを伝えて朋のことを可愛がってやればいい。


　あとの問題は二人でこれから解決していけばいいだけの話だ。


「けど俺は、朋を恋れん愛あい対象として見ていいのかわからないんだ…」


「拓也ワケわかんねーよ。セックスして、愛おしいって感じて、それが恋愛感情以外のなんだっつーの」


　煮にえ切らない吉野に、瀧川はイラついたように舌打ちをする。


「まだ響と別れて一月も経たってないのに、そんなにすぐ新しい相手に気持ちを切り替かえられるわけないだろ？」


　すると吉野はそう言って苦く渋じゆうの表情を浮かべると緩ゆるく首を振った。


　朋をはじめて愛しいと感じたとき、まだ自分の心の中には瀧川がいた。それは紛れもない事実なのに、今さら朋に対する気持ちを堂々と口にしていいのかわからない。


「じゃあ次の相手見つけるまで何カ月必要なんだよ？　だいたいそれってなんのインターバルなワケ？　恋愛に時間なんてカンケーないだろ。現に今、俺とあの子とどっちがお前の心を占しめてる割合が大きいか考えればわかるじゃん」


　まだ頭の中が整理できていなくても、一番大切な気持ちさえわかっていれば問題ないと瀧川は思う。そんなことよりも、大切な気持ちを優先してやらないと取り返しのつかないことになってしまうかもしれない。


　それに意外と感情が表に出やすい吉野が、自分のことを吹ふっ切れてるのは明らかだった。


「それは……」


「言い方かえてやろうか？　誰だれのおかげで俺のこと吹っ切れた？」


　言葉に詰つまる吉野に瀧川はわかりやすく問いかけた。


　聞かれるまでもなく、吉野の脳のう裏りに朋の顔が思い浮かぶ。


「お前もさ、変なトコで真ま面じ目めぶってないで自分の気持ちに素直になれば？」


　瀧川は再び枝豆を摘つまみながらニコヤカに笑って吉野にアドバイスを送った。


「いいのか？」


　吉野はそんな瀧川に向かって神妙な顔で問いかけた。


「ん？」


「朋のことを好きになっても…」


「いいんじゃねーの？　向こうもソレ望んでくれてんだし、学校と向こうの親おや御ごさんにバレないように気をつければ」


　まだなにかを悩なやんでいる様子の吉野に、瀧川はウンウンと頷いてやる。


　たしかに生徒と教師の関係は誉ほめられたモノではないが、本人たちが真剣ならばあとはバレないように細心の注意さえ払はらえばなんとかなるだろう。


「響はいいのか？」


　自分が聞きたかったこととズレた答えをよこした瀧川に、吉野は再び問いかける。


「は？　俺がお前のこと振ふったんだぜ？　自うぬ惚ぼれてんじゃねーよ」


　瀧川はそれこそワケがわからないという顔で一いつ笑しようにふした。


「そうじゃなくて、俺はこんな簡単に心変わりするようないい加減な気持ちでお前とつきあってたワケじゃないんだ…」


　吉野はそれも今さらかもしれないと思いながら、紛れもない気持ちを瀧川に伝えた。


「でも変わったんだろ？　俺だって、お前のことスゲー真剣に好きだったけど、それでもお前より好きなヤツできちゃったんだからな」


　吉野の気持ちを汲くみ取った瀧川は、フッと笑って自分も同じ気持ちだったことを伝える。


「誰かを好きになるきっかけなんて些さ細さいなことなんじゃねーの、俺もお前も、あの子も…」


「そうだな」


　瀧川の言葉に頷いた吉野は、朋にきちんと自分の気持ちを伝える決意をした。


　今さら信じてもらえるかわからないけど、朋を傷つけたまま終わらせては絶対にイケナイと思った。


「つーか、俺の話も聞きたい？　聞きたいだろ？」


　すべてを吹っ切って清すが々すがしい表情を浮かべた吉野に、瀧川はニヤッと笑って自分の話を切りだす。


「実は自分のノロケ話したくて誘さそったんじゃねーよな？」


　吉野はそんな軽口を叩たたいて応戦する。


「バカ、拓也のことを心配してやったに決まってんだろ」


　顔をしかめながらも楽しそうに話し出した瀧川に、吉野は本当にノロケ話がしたかったのではと疑いながらも、感謝の気持ちを込めて話を聞いてやった。











　次の日の昼休み、さっそく行動を起こすべく吉野は朋の教室を訪れた。


　開けっ放しの教室の入り口から中を覗のぞくと、朋は貴洋と机をくっつけて弁当を食べている。


　教室の中に入っていって声をかけるのは簡単だが、他の生徒がいる前でできる話ではないしどうにかして二人きりになってゆっくり話がしたかった。


「センセー、どうしたんスか？」


　ソワソワした様子で教室の中を覗き込んでいる吉野に、朋のクラスメイトの一人が声をかけてくる。


「いや、なんでもない」


　ハッとした吉野はいつまでもここで見てるのもアヤシイと思い、思い切って教室の中に入っていった。


「朋、話があるんだけど…」


　なるべくなんでもないふうを装って、吉野は朋に声をかけた。


　朋は一いつ瞬しゆんビクッとしたような表情を見せたが、すぐにフイッと目を逸そらしてしまう。


「…部活ならちゃんと出ます。昨日も練習出たけど、今までサボってスイマセンでした」


　目をあわせないまま朋はボソボソとした口調で言った。


「いや、そうじゃなくて」


　他に話はないといわんばかりの朋に、吉野は困ったように眉まゆをひそめて首を振った。


　はっきり言わなくても頑かたくなな態度が朋の意思を表している。


「大事な話があるんだ、練習が終わったら部室に残っててくれ」


　それでもこのままなにも言わずに終わりたくない吉野は、朋の肩かたにポンと手をおいてそう伝えると静かに教室を出ていった。


　吉野の手が触ふれた肩に熱いような痛いような感かん触しよくが残って、朋はギュッと唇くちびるを嚙かみしめる。


　あの日みっともなく大泣きして、気まずい雰ふん囲い気きのまま家を出ていったことを吉野は気にしているのかもしれない。


　あからさまに吉野のことを避さけたりしてればそれも当然だろう。


「いいのか？」


　うつむいたままその場を動こうとしない朋に、貴洋は心配そうに声をかけた。


「だって、どんな顔したらいいのかわかんねーもん」


　朋は拗すねたように唇を尖とがらせて言うと、八つ当たりをするようにウサギの形に切られた弁当のリンゴに箸はしをブスッと突つき刺さした。











　きちんと決着をつけるべきだと貴洋に説得された朋は、練習が終わったあと着き替がえて部室に残っていた。


「だから、踏ふみ込むのと同時に面を打てば…」


　貴洋は気をきかせて先に帰ったというのに、事情を知らない宇津木は手持ちぶさたで竹刀しないを弄いじっていた朋にウンチクを語り出す。


「もー、いいッスよ。先せん輩ぱい、俺のこと買いかぶりすぎだって」


　朋はウンザリしたような表情で宇津木の話を中断する。


「そんなことないよ！」


　基き礎そトレ以外にも本格的な練習をはじめたとたん、宇津木はよりいっそう熱心に朋を指導してくれるようになった。


　ありがたい話ではあるが、練習が終わったあとにまでつきあわされるのは勘かん弁べん願いたい。


　そのときコンコンという軽いノックの音が響いて、吉野が部室に入ってきた。


「宇津木、まだいたのか」


「先生、どうしたんですか？」


　驚おどろいたような声を出した吉野に、宇津木は首を傾かしげて問いかける。


「いや、ちょっとな。俺は朋に話があるから、鍵かぎ置いて帰っていいぞ」


　吉野はそう言うと暗に先に帰るようにと促うながす。


「わかりました」


「お疲つかれさまです…」


　朋は少し心細い気持ちになりながら、鞄かばんを持って立ち上がった宇津木に声をかけた。


「よかったな、真辺。先生にも期待されてるよ」


　すると宇津木はなにを勘かん違ちがいしたのか、ニコッと笑って朋にウインクをよこした。


「違うってば…」


　朋は去っていく宇津木の後ろ姿に思わずため息を漏もらす。


　二人きりになった部室はとたんに空気が重くなったように感じた。


「朋……」


　吉野の声に朋はビクッと反応する。


　以前ならなにも考えずに浮うかれていられたのに、今は吉野の言葉を聞くのが怖こわい。


「その、宇津木とは…どうなったんだ？」


　吉野は聞きにくそうに部屋を出ていった宇津木のことを尋たずねた。


　昨日、偶ぐう然ぜん下げ駄た箱ばこで朋が宇津木に抱だきしめられている場面を目もく撃げきしてしまった。


　それからずっと気になっていた。自分が朋に癒いやされたように、朋は宇津木に惹ひかれていくかもしれない。そう考えると胸が苦しかった。


「吉野には関係ないだろ…」


「そうだよな…」


　フイッと視線を逸らして答える朋に、吉野は自じ嘲ちよう気味に頷うなずく。


　朋がまっすぐに向けてくる愛情を受け止めてやらなかった自分が、今さらそんなことを気にする資格はないのかもしれない。


「でも謝らせてほしいんだ」


　いくら関係ないと突っぱねられても、吉野はこのまま朋との関係を終わらせたくなかった。


「いいよ、謝んなくても。俺が勝手に吉野のこと好きになって、一人で浮かれて勘違いしてただけなんだから」


　朋は謝罪されるいわれはないとばかりに、ひどく自じ暴ぼう自じ棄きな言葉を口にした。


　謝られたら余計に惨みじめになるような気がして唇をギュッと嚙みしめる。


「そうじゃないよ、俺が悪かったんだ」


「だから謝んなくてもいいって！」


　なおも言い募つのる吉野を、朋は少しムキになったような声で拒きよ絶ぜつした。


「朋……」


　感情的になる朋に吉野は絶句する。


「誤解されんのヤダから言っとくけど、俺と宇津木先輩はなんでもないから。それに俺、そんな簡単に気持ち変わんないし、今はまだ吉野と普ふ通つうに話せそうにない」


　泣きそうになるのを必死に堪こらえて、朋は早口でまくし立てた。


　それだけ伝えるのが精せい一いつ杯ぱいだった朋は、鞄を摑つかむと吉野の横をすり抜ぬけて部室から出ていこうとした。


「俺は変わったよ。朋のこと好きになった」


　しかし吉野はとっさに朋の腕うでを摑むと、一番に言いたかった言葉を口にする。


「え？」


「今さらかもしれないけど、気づいたんだ。俺は朋のことが好きだって」


　驚いたように目を見開いた朋をまっすぐ見つめて、吉野はもう一度一番大切な気持ちを朋に伝えた。


「な、に言ってんの…？」


　朋は信じられないというように小さく首を振ふる。


「好きだよ。本当にはじめから可愛かわいいと思ってた。でも、朋のこと愛いとおしいって思う気持ちは恋れん愛あい感情とはまた別のモノなんだって、あんなに好きだった響から、簡単に心変わりするわけないって思い込んでたんだ」


　自分でも言い訳じみてると思うけど、いつも朋がそうしてくれたように、吉野も自分が思ったことをまっすぐに朋に伝えようと思った。


「今さらなに言ってんだよ！　そんなの簡単に信じられるわけないだろ！」


　吉野の言葉を聞いた朋は少し怒おこったような声で言い返す。


　ずっと吉野に好きになってもらいたいと思ってたけれど、諦あきらめなくちゃって決意したあとに聞かされても素す直なおに喜べない。


「信じてもらえるまで何度でも言う。朋のことが好きだ」


「ウソだ…！」


　両手で肩を摑まれて、至近距きよ離りでまっすぐ目を見つめながら言われると、吉野が決してウソや冗じよう談だんを言ってるわけではないとわかる。


　けれど朋は胸の高まりを振り払はらうように叫さけんだ。


「ウソじゃない、好きだ！　たしかにはじめは振られてムシャクシャした気分を朋にぶつけただけだったかもしれない！　でも、朋はそんな俺を受け入れて癒してくれた！　他の誰だれでもない、朋が俺を救ってくれたんだ！」


　伝わらない気持ちに吉野の言葉にも熱が入る。


　もっと早く自分の気持ちを認めていれば、こんなに朋を苦しめることはなかっただろう。


　だからこそ吉野は、今度こそ朋を誰よりも愛してやりたかった。朋のまっすぐな気持ちに負けないくらい、ストレートに愛情をぶつけたかった。


「俺はそんなことしてないよ、ただ吉野のこと好きになっただけだもん！」


　吉野のまっすぐな想おもいに触ふれた朋は、胸に甘あま酸ずっぱい感情を覚えながらも素直になれなくて言い返した。


　こんなのただの意地かもしれない。


　朋は今だって吉野のことが大好きでたまらないのだ。


　その吉野に好きだって言ってもらえて嬉うれしくないはずがなかった。


　吉野のことを好きだという気持ちと、吉野のことを信じていいのかわからないという疑心が絡からみ合って、滅めつ裂れつになった心から溢あふれてきた涙なみだが朋の頰ほおを伝う。


「朋はいつもまっすぐで素直だったから、俺のところにまで気持ちが届いたんだ。だから体を触れ合わせるのが気持ちよかった。肉体的な快楽を共有するだけじゃなくて、心も体も気持ちよかった」


　感情のままに泣きだした朋の頰を伝う涙を指で優やさしく拭ぬぐってやりながら、吉野は思いの丈たけを込こめて言葉を綴つづった。


　優しい指先に朋の胸がキューンと高鳴る。


　朋もはじめから吉野のこの優しい指先が大好きだった。この指で触れられると心も体も気持ちよくなった。


　その気持ちはウソじゃないし、心の奥底では吉野のことを信じたいと思っている。


「じゃあ吉野、タッキーより俺の方が好きって言えるのかよ!?」


　朋はグスンと鼻を啜すすりながらまっすぐ吉野の目を見返して聞いた。


「あぁ、言える。他の誰よりも朋が好きだ」


　吉野は間かん髪はつ入れずに大きく頷いて宣言する。


　吉野の言葉が胸に染みて、朋は嬉しいって思う気持ちを止められなくなった。


「しょ、証しよう拠こは!?」


　嬉しくてたまらないくせに、まだ少しだけ残ってる不安が朋に可愛くないことを言わせる。


　自分でも疑うたぐり深いって思うけど、朋はなんの不安もない状態で百パーセント吉野を信じたかった。


「わかった。証拠見せてやるから、一いつ緒しよにウチ来い」


　吉野は決心したように言うと、朋の腕を摑んで部室を出るように促うながす。


「ちょ、離はなせよ！」


　朋はワケがわからないまま吉野に腕を引っ張られて部室をあとにした。











「わかった！　俺のこと部屋に連れ込んで、エッチして有う耶や無む耶やにしちゃおうとか思ってるんだろ？」


　ギャーギャー喚わめきながらも吉野の部屋の前までついてきた朋は、ドアの鍵かぎを開ける吉野にハッと気づいたように言った。


「いいから、入れって！」


　ご近所の方に聞かれたら悪い噂うわさをたてられそうなことを大声で言う朋に焦あせった吉野は、慌あわてて扉とびらを開けると朋を中に押し込んだ。


「なんだよー」


　乱暴な仕草に頰を膨ふくらませる朋を無視して吉野は部屋の中に入っていく。


「あっ！　それ、どうすんの!?」


　あとから部屋に入った朋は、テレビの上に伏ふせてあった写真立てを手にしている吉野に驚おどろいたように声をかける。


　その写真立てには、はじめて朋がこの家に来たとき吉野と瀧川の関係を気づいてしまう原因になった、二人の仲なか睦むつまじい写真が飾かざられていた。


　写真を見るのが辛つらいのか、ずっとテレビの上に伏せたまま置かれていたそれに、いつか自分と吉野の写真を飾ってやろうと朋は誓ちかっていた。


「捨てるんだよ、もう必要ないからな」


　しかし吉野は真しん剣けんな目をして朋を振り返ると、写真立てをゴミ箱に放ほうり込んだ。


「でも……ッ！」


「これも、これも！　それからこのシャツも、靴くつ下したも、マグカップも！」


　呆ぼう然ぜんと立ちつくしている朋の前で、吉野はテレビラックにしまってあったアルバムや、瀧川の物と思われる衣類や生活用品を次々とゴミ箱に捨てていく。


「この部屋に響の痕こん跡せきはなにひとつ残さない。これからはここに朋と一緒に思い出を作っていくんだ！」


　思い出の詰つまった品物をすべて処分することで、吉野は朋に自分のケジメを証明するつもりだった。


　こんな方法でしか、今はもう瀧川より朋のことを想っていると伝えられない。


　それがもどかしくて、でも精一杯のパフォーマンスを朋に見せたかった。


「吉野が見せてやるって言ってた証拠ってこういうコト？」


　感情を剝むきだしにして瀧川の思い出を捨てていく吉野に朋は呆然と呟つぶやく。


「まだ足りないか？　だったら響をここに呼んで、朋の方が好きだって目の前で宣言してもいい」


　そんな子供じみた真ま似ねをしたら瀧川に笑われるかもしれないが、それでも吉野はどうしても朋の信用がほしかった。朋に信じてもらえるならどんなことだってしたい。


　はじめて見る吉野の感情的な姿に朋の胸は熱くなる。


　吉野は自分よりずっと大人で、いつも余よ裕ゆうがあって格好良かった。


　今の吉野はスマートじゃないし大人の余裕も感じられないけど、朋に信じてもらおうと必死になってるんだってよくわかる。


「いいよ、そんなコトしなくても…」


　朋は小さな声でそう言って首を振る。


　そんなコトしてもらわなくても、吉野が瀧川より自分を想ってくれてるのはよくわかった。


　いや、本当は部室で吉野の告白を聞いたときからわかっていたのかもしれない。


　吉野が自分のために必死になってくれるのが嬉しくて、つい試ためすようなことを言ってしまっただけなのだ。格好いい吉野も好きだけれど、自分のために真剣になってくれる吉野はもっと大好きだと朋は思う。


「目に見える証拠はこれくらいしかないけど、朋に信じてもらえるまで今度は俺が努力するから」


「俺、信じたいよ吉野のこと。だって好きなんだもん」


　真剣な声で言いながら近づいてきた吉野に、朋はコクンと頷うなずいて本心を告げた。


　もう意地を張る隙すき間まもないくらい、吉野が好きだという気持ちで胸がいっぱいだった。


「朋…」


　ようやく通じた想いに吉野の胸もいっぱいになる。


　取り返しがつかなくなる前に、自分の心に正直になってよかったと思う。


　吉野は心が要求するままに目の前の朋をギュッと抱だきしめた。


　自分でもおかしいくらい朋を抱きしめる指先が震ふるえている。


「ずっと吉野に振ふり向いてもらいたいって思ってた」


　吉野の胸に顔を埋うずめた朋は、痺しびれるほどの幸福に包まれて感かん極きわまったような声で囁ささやいた。


「ゴメンな、なかなか自分の気持ち気づかなくって、朋に悲しい思いさせちゃったな」


　意地らしい朋の言葉に吉野はますます朋を抱きしめる腕うでに力を込める。


　けれど単純な朋は幸せな気持ちで胸がいっぱいになると、今までの辛かったことや苦しかったことは全部どこか消えて忘れてしまえた。


「ううん、今は嬉うれしいからいい。もっと俺のこと好きって言って」


　痛いくらいの抱ほう擁ようさえも嬉しくて、朋は吉野の背中に手をまわすと甘えたような声でオネダリをする。


「好きだよ」


　吉野はありったけの想いを込めて朋の耳元で囁いた。


「俺も、吉野のこと大好き」


　惜おしみなく囁かれた愛の言葉に、朋はキュンと胸をトキメかせながら言い返した。


　吉野の胸も自分と同じくらいドキドキしてるから、やっぱりキュンってなってるかもしれない。そう思うとスゴク嬉しかった。


「俺も朋が大好きだよ」


　好きより大好きの方がいっぱい届きそうな気がして、吉野も負けずに言い返す。


「へへ、両想いだ」


「ホントに朋は可愛かわいいな」


　ちょっと顔を上げて照れくさそうに上うわ目め遣づかいで自分を見つめて言う朋に、吉野はたまらない愛いとおしさがこみ上げてくる。


「俺ね、吉野に可愛いって言ってもらうの好き」


　はじめてのときからこの言葉は魔ま法ほうみたいに朋の胸に響ひびいた。


　吉野に可愛いって言ってもらうたびに、どんどん吉野を好きになっていった気がする。


「可愛いよ、朋。キスしてもいいか？」


　可愛い朋に我が慢まんできなくなった吉野は、少し遠えん慮りよがちに尋たずねた。


「ん…」


　朋は恥はずかしそうにうつむいて、小さくコクンと頷いた。


　吉野は赤くなって目を伏せた朋の頰ほおを両手で優やさしく包むと、羽のように軽く触ふれるだけのキスをする。


　キスはもう何度もしてるのに、はじめて両想いのキスをしたんだって思うと、朋はくすぐったくてドキドキして胸がいっぱいになった。


　吉野はさらに何度もチュッチュッと触れるだけのキスを繰くり返す。


「このまま止まらなくなりそうだな」


　キスを繰り返しているうちに欲望が頭をもたげてきて、吉野は唇くちびるを離すと苦笑いしながら言った。


　いくら過去にも経験があるとはいえ、気持ちを確かめあったばかりで手を出して、また朋に体目当てだと誤解されたくない。


「キスよりもっとスゴイことする？」


　そんな吉野の気も知らずに朋は少しワクワクしながら問いかけた。


「いいのか？」


「今さらだろ？」


　なぜか遠慮がちに確かく認にんしてくる吉野に、朋は不思議そうに首を傾かしげる。


　せっかく両想いになったのに、こんな軽いキスだけで終わりじゃその方が朋は不安になるだろう。


「今日は朋のしたいようにしてやるよ。どういうのがいい？」


　屈くつ託たくのない朋に吉野はクスッと笑いながらそう言った。


　今までのお詫わびの意味も込こめて、今日はとことん朋にサービスをしてやりたい。


「どうって、お医者さんごっことか？」


「え？　そんなことしたいのか？」


　意外な朋の答えに吉野はビックリしたような声を出す。


「違ちがうよ！　どういうのがいいって、他になんか具体的に思いつかないから…」


　自分がスゴク変なことを言ったと誤解されて朋は慌あわてて首をブンブンと振った。


　吉野の質問の意味がよくわからなかっただけで、朋はお医者さんごっこがしたいと言ったつもりはない。


「変なプレイじゃなくて、アレ舐なめてほしいとか、胸弄いじってほしいとかそういうリクエストでいいんだよ」


「あ、なんだ…」


　あからさまにホッとした表情を見せた朋に、吉野はイタズラ心を刺し激げきされる。


「朋がしたいならしようか、お医者さんごっこ」


　あくまでも朋のリクエストに応こたえてやるという体ていを装よそおって、吉野はニッコリ笑うと朋の体をカーペットの上に横たえた。


「や、いいよ…」


「触しよく診しんします。どこか痛いトコありますか？」


　起きあがろうとする朋の肩かたを左手で押さえると、腹の辺りを右手で服の上からさするように撫なでる。


「あは、くすぐったいよ」


　脇わき腹ばらの方まで手が伸のびてくると、朋は足をモジモジさせて身を捩ねじった。


　さらに吉野はイタズラな指で胸の辺りをサワサワと撫でた。


　小さな突とつ起きの上を撫でられると、服に擦こすれてくすぐったいような少し痛いような感かん触しよくに襲おそわれる。


「あっ…ヤダ、変態っぽいって」


　小さくポツンと膨ふくらんだ突起の上を執しつ拗ように撫でられて、朋は恥ずかしそうに身を捩りながら訴うつたえる。


「朋こそ、もう乳首カタくなってる」


　吉野は意地悪くそう言うと、服の上から乳首を押しつぶすように力を入れた。


「あぅっ」


　チリッという性感が体を突つき抜ぬけて、朋はビクッと体を揺ゆらした。


　あからさまの反応を示した朋を見た吉野は、今度は下半身の方にも手をのばす。


「コッチはまだあんま反応してないな」


　ズボンの上からさすってみても、朋の股こ間かんのモノはまだ柔やわらかいままだった。


　吉野はタマも竿さおも一いつ緒しよくたに揉もみしだくように刺激を与あたえてやる。


「あや…はぁ…」


「どうする？　上行く？」


　素す直なおに反応をはじめた朋に、吉野はロフトベッドを指して聞く。


「待って、俺、汗あせくさいから…」


　すると朋はハッと気づいたように首を振った。


　練習で汗をかいた体のままコトに至るのには抵てい抗こうがある。


　いくらこれからまた汗をかくとしても、キレイな体で抱かれたいって思うのが人情だろう。


「じゃあ、お風ふ呂ろでするか？」


　すると吉野はそんなふうに提案をした。


「お風呂入ってからするんじゃなくて、お風呂ですんの？」


「そんなに待てないからな」


　首を傾げる朋に吉野は苦笑いしながら頷うなずく。


　自分でも不思議なくらい余よ裕ゆうがない。朋が欲しくて体が疼うずいている。


　吉野はそのまま朋の体をヒョイッと抱だき上げて、有無を言わさず浴室に向かった。


「吉野…」


　よくわからないけど吉野にスゴク求められているのだけは伝わってきて、朋はポッと赤くなって吉野にしがみついた。


「そうだ、面おも白しろいモンがあるんだよ」


　浴室の隣となりにある洗面台の前で朋を下ろした吉野は、そう言って棚たなの中から平べったい箱を取りだす。


「なに？」


「コレ。お湯がゼリー状になる入にゆう浴よく剤ざい」


　以前ドラッグストアで衝しよう動どう買がいしたまましまい込んでいたが、朋はこういうグッズが好きそうだし、お風呂場でエッチをするにはぴったりのアイテムのような気がした。


「へー、面白そう」


　吉野が差し出した箱のパッケージを、朋は案の定目を輝かがやかせて見つめる。


「だろ？　使ってみるか？」


「ウン！」


　元気よく返事をした朋に頷いて、吉野は準備のために服を着たまま浴室にはいる。


「えっと、温ぬるめのお湯を三分の一ほど浴よく槽そうにためて…」


　パッケージの裏にかかれている説明を読みながら、吉野は浴槽の蛇じや口ぐちを捻ひねった。


　勢いよくそそぎ込まれる湯の温度を確認して、パッケージを開けた吉野は二袋ふくろあるアルミ製の袋の大きい方を浴槽の縁ふちに置いた。


　もうひとつの袋はゼリー状になったお湯の融ゆう解かい剤ざいらしい。


「吉野ー、先脱ぬいでてもいい？」


　妙みように感心した吉野が頷いていると、待ちきれなくなった朋の声が聞こえた。


　吉野が振ふり返ると朋はすでにスッポンポンになっている。


「って、もう脱いでんじゃん」


　風呂に入るために脱ぐのは恥ずかしくないのか、新しいおもちゃを与えられて待ちきれないのかわからないが、無む邪じや気きな朋の姿に吉野は苦笑いを漏もらした。


「吉野の服は俺が脱がせてあげようか？」


　浴室から出てきた吉野に、朋は嬉うれしそうに問いかけた。


「あぁ、頼たのむよ」


　吉野が頷くと、朋は鼻歌を歌いながらシャツのボタンに手をのばしてくる。


　楽しそうな朋の気分が伝染うつったのか、吉野もなんだか朋にちょっかいをかけたくなって唇を寄せた。


「もー、脱がせにくいだろ？」


　少年ぽさを残した柔らかい頰ほおや、小さいけれど形のいい鼻のてっぺんにチュッチュッとキスを繰くり返してくる吉野に、朋はくすぐったそうに文句を言う。


　でも全然嫌いやそうではないので、吉野は思う存分朋にキスの雨を降らせてやった。


　イチャイチャしながら吉野の服を脱がせていた朋は、ベルトを外してズボンを床ゆかに落としたところでピタッと手を止めた。


「あとパンツは自分で脱いで」


　ピッタリ体にフィットしたボクサーパンツを脱がせるのはさすがに恥はずかしい。


「ヤダ。最後まで責任もって朋が脱がせてくれよ」


　恥ずかしがられると余計にさせたくなってしまうモノで、吉野は駄だ々だをこねるように朋を促うながした。


「パンツはいたままじゃお風呂入れないだろ？」


「もー、わかったよ！」


　しつこい吉野に降参した朋は、ギュッと目を瞑つぶるとヤケクソ気味に吉野のパンツを足下まで下ろしてやった。


　全ぜん裸らになった吉野はご機き嫌げんで朋の肩を抱くと浴室に入っていく。


「ちょうどいいくらいの深さかな」


　いつも風呂に入るときに比べれば全然少ない量のお湯の中に、吉野はアルミの袋を開けて青いサラサラとした粉を入れた。


「朋、お湯搔かき回わして」


「ウン」


　風ふ呂ろ桶おけを手にした朋は、ワクワクしながら吉野の指示どおりお湯を搔き回す。


「わぁ、なんかブツブツしてきた！」


　みるみるうちにゼリー状になってくるお湯に感激した朋は、嬉しそうな声を出した。


「ブツブツ？」


　吉野は首を傾かしげながら湯の中に手を突っ込んでみる。


　すると少しザラザラする青く透すき通ったゼリー状の粒つぶが指にまとわりついてきた。


「なっ!?」


「ホントだ。もっとローションみたいなのかと思った」


　同意を求める朋に吉野は感心したように頷いた。


　もっとローションのようにヌルヌルした感触を期待していたのだが、ちょっとカタめの飲むゼリーみたいなのは生まれてはじめての感かん触しよくだった。


「なんか変なカンジ」


　さっそく浴槽に足を突っ込んだ朋は、足を動かすたびにまとわりついてくるゼリーの感触を楽しむように、低く張ってある湯船の中にしゃがみ込む。


「吉野も早くぅ」


「あぁ」


　朋に促された吉野は、男二人で入るにはずいぶん狭せまい浴槽の中に朋を後ろから抱っこするような形で沈しずんだ。


　つぶつぶのゼリーが体にまとわりついてくるのは、ふわふわっていうかゾクゾクして変な気分だった。


「ペパーミントのニオイがする」


　朋はそう言って青いゼリー状の液体を両手で掬すくうとクンクンとニオイを嗅かいだ。


「食べれるのかな？」


「うわっ！　食べ物じゃないって！」


　おもむろにパクッとかぶりついた朋に、吉野は驚おどろいたような声を出す。


「ウェ…」


　期待していたのとは違ちがう味と食感に、朋は気持ち悪そうにゼリーを浴槽の外に吐はき出した。


「ほら、ちゃんと口ゆすげよ」


　吉野の声に朋はコクコクと頷いて、蛇口に口をつけるようにしてうがいをする。


　温かいゼリーはよほど気持ち悪かったらしい。


「ほら、落ち着いてコッチこいって」


　しかめっ面つらをしていつまでもペッペッとやっている朋を、吉野は苦笑いしながら膝ひざに抱き寄せた。


「ビックリしたぁ…」


　朋は吉野にもたれるように体重をあずけながら呟つぶやいたが、朋の突とつ拍ぴよう子しもない行動に驚かされたのはむしろ吉野の方である。


　タバコで停学になった件もそうだが、朋にはもう少し慎しん重ちように行動するということを教えてやらなければならないだろう。もちろんそういうところがほっとけなくて可愛かわいくもあるが。


「どうせだったら食べれたらいいのにな」


「でもけっこう使えそうだろ？」


　まだブツブツ言ってる朋に、吉野はつぶつぶの感触を指で確かめながら問いかける。


「なにが？」


「こうやったらつぶつぶが擦こすれて気持ちよくないか？」


　不思議そうな顔をして振り向いた朋の股こ間かんに手を滑すべり込ませて、ゼリーを擦なすりつけるように緩ゆるく扱しごく。


　こんにゃくやふやかしたカップラーメンを使って自じ慰い行こう為いに耽ふける輩やからがいると聞いたことがあるが、それに近い使い方がゼリー風ぶ呂ろはできそうだった。


「んっ…いいかも…」


　ゼリーの感触がたまらない刺し激げきになって、経験したことのない摩ま擦さつ感が生まれる。


　クセになりそうな快感に朋は身み悶もだえた。体を動かすたびにお湯が揺ゆれて、それ自体が緩い刺激になる。


「もっと…」


　すっかりその気になった朋に、吉野は両手をまわして擦りあわせるように扱いてやった。


「んぁっ…あ…ッ」


　湯の浮ふ力りよくも手伝って朋がゆらゆらと体を動かすたび、朋の尻しりの下で吉野のモノもゼリーとイイカンジに擦れている。


「俺のも、朋の下で擦れて気持ちいいよ」


　吉野は囁ささやくように言いながら、朋の耳の裏をペロリと舐なめた。


　すると朋はあからさまにビクッと反応して身を竦すくめる。


「ヤッ…耳ぁ…」


　敏びん感かんな性感帯を攻せめられると、朋は腰こしが砕くだけそうなほどビクビクしてしまう。


「ん？　耳弱いのか？」


　思わぬ弱点を発見した吉野は、面おも白しろそうに舐めたり耳たぶを甘く嚙かんだりして朋に刺激を与あたえ続けた。


「やぁ…あんっ！」


　ただでさえゼリーの未知なる快感に溺おぼれていた朋は、弱い箇か所しよを執しつ拗ように刺激されてどんどん追い上げられていく。


「あ…もっ！　イキ…そっ！」


　吉野の指が先せん端たんの敏感な窪くぼみに触ふれるともう我が慢まんできそうになかった。


「え？」


「あぁーっ！」


　突とつ然ぜんのことに驚いている吉野をおいて、朋は体をブルッと震ふるわせると白はく濁だくした液体でお湯を濁にごらせる。


「朋ぉ…相変わらず早いなぁ…」


　さっさと絶頂を迎むかえてしまった朋に、吉野は呆あきれたような声を出した。


「ゴメン…」


　我に返った朋は、シューンと身を竦ませる。


「まぁ、早いのも可愛いけどな」


「な、なんかそれはあんまし誉ほめられてる気がしない」


　吉野の変なフォローの言葉に、朋はちょっぴりプライドを傷つけられた。


「誉めてはないな」


　なにかを勘かん違ちがいしてる朋を吉野はあっさり切り捨てる。


　敏感なのは可愛いと思うが、朋のは単に堪こらえ性しようがないだけという気もする。


「俺ばっかり先にイッちゃったから、今度は俺が吉野にしてやるよ」


　名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに朋は自らそれを志願した。


「じゃあこっち向いて座って」


　すると吉野は今度は朋を自分と向かい合うような形で抱だき寄せて膝の上に乗せた。


「どうすんの？」


　吉野に正面から抱っこしてもらうような形になった朋は、ちょっと自分より低い位置にある吉野の顔を覗のぞき込みながら尋たずねる。


「こうやって、俺のと朋の一いつ緒しよに弄いじって」


　吉野はそう言うとすっかり元気になってしまった自分のモノと、出したばかりで萎なえている朋のモノを腹の間であわせるようにした。


「一緒に？」


「擦れ合わさったら気持ちよさそうだし、朋も気持ちいいんだから一石二鳥だろ？」


　意図がわからないのか首を傾かしげている朋に、吉野はクスッと笑ってイタズラをけしかけるように説明してやった。


「なるほどー」


　朋はナイスアイデアに大おお袈げ裟さに感心したように頷うなずく。


「そのかわり、一人で先にイクなよ」


「わ、わかった」


　そう忠告しながらチュッと唇くちびるをあわせてきた吉野に、朋はドキッとしながら頷いた。


　吉野に弄られてるときは快感がコントロールできないが、自分でするならなんとでもなるはずだと言い聞かせる。


「早く…」


　吉野の言葉にコクンと頷いて、朋はゼリーの中に埋うまっている吉野の性器を摑つかむと自分のモノと一緒くたに両手で握にぎった。


　こうやって重ね合わせると大きさの違いが顕けん著ちよで朋は少し複雑な気分になる。


「気持ちよくしてくれよ」


　吉野はそう言うと再び朋に唇をあわせた。


「ん……」


　促うながすように舌先で唇をつつかれて、朋はうっすらと唇を開く。


　そのままスルリと舌を絡からめ取られると、舌の裏からゾクッという性感が走った。


「ふ…ぅ…」


　朋は思わず性器から手を離はなして吉野にしがみついてしまう。


「コラ、しがみついてたら弄れないだろ？」


　吉野はスッと唇を離して苦笑いしながら注意を促す。


「無理だよ、キスに夢中になっちゃう」


「じゃあキスはやめた」


　情けない顔をして訴うつたえてくる朋に、吉野は意地悪く言ってフイッと顔を逸そらした。


「ヤダー、もっとぉ」


　朋はゼリーのつぶつぶが付着した手で吉野の顔を挟はさむと必死で懇こん願がんする。


　吉野のキスは甘くて気持ちよくてちょっとエッチで、朋はいつも夢中になってしまう。


「上手にできたら朋の唇が腫はれて赤くなるくらいいっぱいキスしてやるよ」


　吉野はワザと意地悪な表情を作ると、唇を避さけて朋の顎あごの辺りに舌を這はわせながら交こう換かん条件を提示してきた。


「じゃあやる！」


　朋はすかさず返事をして再び吉野と自分の性器を両手で摑んだ。


　そのまま両手で輪を作るようにスライドさせる。


「んっ…」


　指と性器の隙すき間まにゼリーの粒つぶが埋まって、擦こすれるときに独特のまとわりつくような快感が生まれた。


　想像以上の快感に吉野は満足そうに舌なめずりをする。


「あっ…ふぅ…」


「上手うまいよ、朋」


　眉み間けんにしわを寄せて必死で快楽と闘たたかいながら奉ほう仕しを続ける朋が可愛かわいくて、吉野はクスッと笑いながら朋を誉ほめてやる。


「気持ちい…？」


　誉められた朋は嬉うれしそうに吉野に問いかけた。


「あぁ」


　吉野はコクンと頷いて、褒ほう美びを与えるようにチュッと軽くキスをしてやった。


「へへ、俺も」


　得意気に笑った朋は、ますますリズミカルに手を動かしながら重なったモノを扱く。


　朋の指がスライドするたび、吉野の分身はカタく大きく存在感を増していった。


　朋が与えてくれる緩い快感もいいが、吉野は早く朋の中に自身を埋めて、思うがままに快感を貪むさぼりたかった。


「コッチも弄ってやるよ」


　我慢しきれなくなった吉野は朋の尻しりに手をのばすと割れ目に沿って指を這わせる。


「あっ…ヤッ…」


　くすぐったいようなゾクゾクする感かん触しよくに朋はビクッと腰こしを揺ゆらした。


　吉野は指で朋の中心の窄すぼみを探さぐり当てると、入り口を解ほぐすように指をクニクニと動かす。


「まっ…あぁ…っ！」


　多少の抵てい抗こうはあったがゼリーが潤じゆん滑かつ油の代わりになって、吉野の指はスルッと朋の中に入ってしまった。


　慣れることのない異物感に朋の体がキュッと竦すくむ。


「朋、指が止まってる」


　二本のモノを握りしめたまま後こう孔こうを襲おそう異物感を堪えてる朋に、吉野は促すように言った。


　朋はチラッと吉野の表情を確かく認にんしてから、再びソロソロと指をスライドしはじめた。


「んっ…あ…はぁ…」


　吉野は朋の手しゆ淫いんにあわせるように、指で朋の内ない壁へきを広げるように擦る。


「くぅ…あっ…」


　体内に埋まっている指を意識しながら朋は懸けん命めいに二本のモノを扱しごき続けた。


　吉野が指を動かすたび、入り口付近のゼリーが揺れて穴の周りをくすぐったいような心ここ地ちいい刺し激げきが絡みつく。


「あっ！　あぅっ！」


　中を弄っていた吉野の指が前ぜん立りつ腺せんを探り当てて、背筋が痺しびれるような快感が朋を襲った。


「やぁッ…あぁっ！　あんっ！」


　握っている自身がピクピク痙けい攣れんして熱くなっていく。その変化は密着している吉野のモノにも伝わっているはずだ。


「こんなんっ…で、前弄ってたらすぐっ、イッちゃうよぉ…ッ！」


　直接射精の欲求を促すような刺激に、朋は懇願するように訴えた。


「我が慢まんしろって」


　吉野は戒いましめるように言うといったん朋の中から指を抜ぬく。


「はぁ…」


　激しい快感がやんで朋がホッとしたのもつかの間、今度は吉野が二本の指をまとめて朋の後孔に突つき刺さした。


「あぁっ！」


　増した異物感に朋が切ない声をあげる。


　吉野は二本の指で中を広げるように動かした。


「だっ…ソレ！　あぅっ！」


　二本の指で広がった穴の中にゼリー状のお湯が侵しん入にゆうしてくる。


　独特のドロッとした感触に、朋はブルッと震ふるえて吉野にしがみついた。


「あっ…広げちゃ…ヤダァッ！」


　泣きそうになりながら訴えても、吉野は入り口を解すように広げるのをやめてはくれない。


　ゼリーの感触で、指と一いつ緒しよにお湯が中に入ったり出ていったりするのがいっそリアルに感じられた。


「ヤッ…あぅっ」


　もう手淫どころじゃなくなった朋は、吉野にしがみついて後孔を襲う刺激を堪こらえるので精せい一いつ杯ぱいだった。


「中…ゼリー入って…来るよぉ…ッ！」


　侵入してきた粒状のゼリーと一緒に中を搔かき混ぜられると、なんとも言えない快感と不快感がない交ぜになって朋を刺激する。


「それじゃ、中にゼリーが入らないように俺ので蓋ふたしよっか」


　吉野はそう言って窺うかがうように朋の表情を見た。


　大きな吉野のイチモツで中をピッタリ埋めてもらえれば、ゼリーの侵入を防ぐことは可能だろう。


「う…ン…」


　目に涙なみだをためた朋は、恍こう惚こつとも取れる表情を浮うかべてコクンと頷うなずいた。


　吉野はクテッとしている朋の脇わきに手を入れて、朋の尻の狭はざ間まに自身のモノが擦れるように位置を調整する。


「自分で乗って入れられる？」


「無理…」


　吉野の問いかけを朋はソッコーで否定した。


「俺が手伝ってやるから」


　根性のない朋に吉野は苦笑いすると、そう言って自身のモノを朋の入り口に押し当てた。


「そのままゆっくり、体重かけて」


　吉野の言葉に促うながされて、朋は膝ひざ立だちになってゆっくり腰を落とそうとする。


　しかし先せん端たんの一番太い部分がなかなか中に入っていかない。


　このままでは埒らちがあかないと思った吉野は、朋の腰を両手で摑つかむと強ごう引いんに自分の方に引き寄せた。


「ひっ…クゥ…」


　ムリヤリ開かされる痛みに朋は一いつ瞬しゆん呻うめいたが、歯を食いしばって異物感を堪えた。


　ゆっくり徐じよ々じよに太いモノが体を貫つらぬいていく感触に、朋はなぜか満たされたような感かん慨がいを覚える。


「ん…はぁ…」


「全部入ったよ」


　切ない吐と息いきを漏もらした朋に、吉野は愛いとおしさを込めて口づけながら囁ささやいた。


「嬉しい…」


　吉野とピッタリひとつになっていると思ったら、胸がジーンと痺れるほど感動する。


　両りよう想おもいになる前だってひとつになったときは感動したけど、今は体だけじゃなくて心も通じ合ってるんだって思ったら、それだけで泣きそうなくらい嬉しかった。


「腰揺らして、俺のこと気持ちよくしてくれよ」


　吉野は潤うるんでいる朋の目め頭がしらに優やさしいキスを与あたえながら囁くように促した。


　朋はコクンと頷いて、ゆっくり腰を上げると吉野のモノを途と中ちゆうまで引き抜く。そしてまたゆっくり腰を下ろして吉野のモノを奥まで飲み込んでいった。


「あ…ふぅ…んっ！」


　吉野の首にしがみつきながら、朋は全身を使って緩かん慢まんな動きで吉野のモノを扱き続ける。


　腰を上げるたびにゾクゾクするような排はい泄せつ感が朋を襲う。


「もっと激しく」


　朋の中が自分の大きさに馴な染じんだ頃ころ合あいを見計らって、吉野は焦じれたように促した。


　朋も激しく動いて快感を貪りたいのは山々だが、大きなモノで貫かれている体を乱暴に動かすのはちょっと怖こわい。


「だって、吉野の…大っきいんだも…ッ」


「大きいの嫌きらいか？」


　懸命に体を揺らしながら言い訳をする朋に、吉野はクスッと笑いながら尋たずねる。


「スキ…ッ！」


　朋はブルブルと首を振ふって吉野の唇くちびるに吸いついた。


　こんなに心も体も満たしてくれるモノを朋は他ほかに知らない。


「あっ…吉野もっ！　動いて…よぉっ！」


　我慢できなくなった朋は切ない声で吉野にオネダリをする。


　自分では上手うまくできないから、吉野にメチャクチャになるくらい乱暴に中を搔き回して欲しかった。


「わかったよ」


　吉野はそう言うと朋の背中を浴よく槽そうの壁かべに押しつけるようにして、自分が動きやすい体勢を取る。


「あーっ！　あっ！　あぅっ！」


　荒あら々あらしく腰を打ちつけられて、朋は悲鳴のような声をあげて喘あえいだ。


　吉野のモノで奥を突かれるたび、ゾクッとするような快感が背筋を突き抜ける。


「ここか？　ここがイイのか？」


　激しく乱れる朋に吉野は確認するように問いかけながら腰こしを突き上げた。


「あぅっ…イイッ！　気持ちいっ！」


　お湯の中でしているせいか、のぼせたみたいに頭がボーッとしている朋は素す直なおに快感を表した。


　しかも前には触ふれられてないのに、ゼリーのつぶつぶがちょうどいい刺激になって快感を高めていく。


「俺もイイよっ、朋の中…熱くて狭せまくてサイコー」


　吉野は満足そうに言って朋の締しめつけを味わうようにグイッと腰をまわした。


「あっ…もっ！　イキそ…ッ！」


「ダメだって！」


　ビクビクと体を震わせて限界を訴うつたえる朋に、吉野は焦あせったようにズルッと自身を抜いてしまった。


「あぅっ！」


　あともう少しで絶頂に届きそうだったのに、突とつ然ぜん体の中から抜けてしまった塊かたまりに朋は切ない声を出す。


「や…なんで…？」


「朋には我が慢まんも覚えさせなくちゃな」


　眉まゆを八の字に下げて情けない表情で聞いてくる朋に、吉野は苦笑いして肩かたを竦すくめた。


　何度言っても朋が自分で我慢できないというなら、強制的に吉野がコントロールしてやるしかない。


「吉野のイジワル…」


　体の熱を持て余した朋は、恨うらめしそうな声で文句を言いながら吉野を睨にらむ。


「ここで我慢したらもっと気持ちよくなるから」


「我慢できないモン」


　吉野がなんと言っても目先の快感を優先したい朋は、堪えきれなくなって自身の性器に手をのばした。


「コラ、ダメだって」


　吉野は堪え性がない朋の手首をとっさに摑んで自じ慰いを妨ぼう害がいする。


「うー」


「もっかい入れてやるから、そっちの壁に手ぇついて尻しりだしな」


　唸うなり声をあげて足をモジモジさせている朋に、吉野はそんな指示を出した。


　願ってもない言いつけに、朋は素直に言われたとおりの格好をする。


「朋のココ、スゲー物欲しそうにヒクヒクしてる」


　浴槽の壁に手をついて、吉野に向かって尻を突つきだしている朋を見ながら、吉野はワザと羞しゆう恥ちを煽あおるような言葉をかける。


　青く透すき通ったゼリーの粒つぶを体中に付着させた朋は、お菓か子しみたいでスゴク美味おいしそうだ。


「見ちゃヤダぁ…」


　朋はギュッと目を瞑つぶって羞恥に堪たえながら言った。


　恥はずかしくて泣きそうだけど、それより早く快感が欲しい。


「ヤダじゃなくて、欲しいって言ってみな」


　欲望に素直な朋が可愛かわいくて、もっと意地悪をしたくなった吉野は、朋に恥ずかしい言葉を要求する。


「欲しいよぉ…」


「素直だな」


　切ない声を出した朋に吉野はクスッと笑うと、入れた瞬しゆん間かんにイッてしまわないように朋の根本を握にぎってから、押し当てた性器を一気にグッと挿そう入にゆうした。


「あぅっ！」


　快感を堰せき止められながら熱い塊を埋うめ込まれると、やり場のない衝しよう撃げきが狂くるったように体を駆かけめぐる。


「あんっ！　あぁっ！」


　朋は激しすぎる刺し激げきから逃のがれるように、前のめりになって嬌きよう声せいをあげながら背筋を突き抜ぬける快感を味わった。


「あはッ…あっ…ツゥ！」


　ガツガツ後ろから突かれて、体を支えられなくなった朋は頭を壁に打ちつけてしまう。


「ほら、踏ふん張ってないと滑すべるぞ」


　ただでさえゼリーで滑る浴槽を気にした吉野は、朋の腰を抱かかえなおして体勢を整えてやる。


　吉野はそのまま小刻みに腰を揺ゆらして、朋が一番感じるポイントを突いた。


「やぁッ…あぅっ！」


　頭の中がショートしそうなほどの快感に、朋の腰も自然に揺れ出す。


「も…イキたいよぉ…ッ！」


　朋はたまらなくなって吉野に懇こん願がんした。


　焦じらされすぎて痛いくらいに張りつめたペニスが、ジンジン疼うずいて絶頂を求める。


「もう少し…」


　せっかくだから一いつ緒しよにイキたい吉野は、きつく朋の根本を握り直すと再び激しく腰を使いだした。


「早くぅッ…も…あぁっ」


　朋は恥はじも外聞もなく泣きながら絶頂をねだった。


　その声に応こたえるように、吉野は一気にスパートをかけるように腰を叩たたきつける。


「あぁっ！　あっ！　あぅッ！」


　吉野が最さい奥おうを突くたび朋の口から獣けものじみた悲鳴が漏もれた。


　無意識に収縮を繰くり返す内ない壁へきに、吉野も限界に近づいてくる。


「いいよ、イッても…」


　吉野はそう言って朋の根本を握っていた指を離はなすと、叩きつけた腰を最奥で捻ひねるように動かした。


「あぁ――――ッ!!」


　とたんに朋はビクビクと痙けい攣れんしながら性を解き放った。


　同時に吉野も朋の中に熱い飛ひ沫まつを叩きつける。


「ふぅ…」


　すべてを放出し終えた吉野は、大きく息を吐はき出しながら朋の中から萎なえた自身を引き抜く。


　吉野が性器を引き抜いたとたん、朋の後こう孔こうから白はく濁だくした液体と青く透き通ったゼリーのつぶつぶが混ざったモノがボトボトと零こぼれてきた。


「うぁ……」


　その異様な感覚に朋は思わず声を出してしゃがみ込んだ。


　キレイな青いゼリーで埋め尽つくされていた浴よく槽そうも、濁にごってバッチくなってしまっている。


「後始末が大変そうだな…」


　体中に付着しているゼリーの粒を指で掬すくって、吉野は苦笑いを漏らした。


「朋、体洗ってやるよ」


　吉野はそう言ってクテッとしている朋の体を持ち上げると、浴槽の外に運んでやった。


　風ふ呂ろ場ばの床ゆかに直接座り込んでいる朋に、吉野は少し温ぬるめのお湯をかけてやる。


「なんかスゲー疲つかれた…」


　少しのぼせ気味なのか赤い顔をした朋は、吉野にされるがままに体を洗ってもらう。


「普ふ通つうにするより体力使ったかもな」


　吉野は朋の言葉に頷うなずいた。


　水の中で運動すると疲れるが、ゼリー状で抵てい抗こうが大きい上に温度が高いので必要以上に体力を消費したようだ。


「それにアッチコッチぶつけて痛かったよ」


　気がつかないうちに肘ひじや臑すねを浴槽にぶつけていた朋は、痛む箇か所しよをスリスリしながら文句を言った。


「それは朋が夢中になってたからだろ？」


　顔をしかめる朋に吉野はプッと吹ふき出しながら言い返す。


「だって超ちよう気持ちよかったんだもん」


「そりゃよかった」


　なんのかんのいってゼリー風呂でのエッチが気に入った様子の朋に、吉野も満足そうに相づちをうった。


「それにさ、なんかお肌はだスベスベになった気がしないか？」


　ゼリーを洗い流してもらった朋は、ポカポカして滑なめらかになったような気がする皮ひ膚ふを触さわりながら問いかけた。


「そういやパッケージにエステゼリーとか書いてあったっけ」


「やっぱり！　俺キレイになった？」


　思いだしたように言う吉野に大おお袈げ裟さに納なつ得とくしたように頷いた朋は、嬉うれしそうに笑いながら聞いてくる。


「なったなった」


　なにかちょっと勘かん違ちがいしているような気がしなくもないが、吉野は朋の可愛い表情に大きく頷いてやった。


　ご機き嫌げんになった朋は吉野に嬉しそうに抱だきついた。











　けっきょく風呂を出たあと、ロフトベッドに移動して明け方近くまで頑がん張ばってしまった吉野と朋は、寝ね不ぶ足そく気味で学校に行く羽目になった。


　体力のある吉野と違ってにわか剣けん道どう部員の朋は、授業の大半を寝て過ごして放課後になってようやく覚かく醒せいした。


「ふーん、そんじゃ吉野と上手うまくいったんだ」


　部室で道着に着き替がえながら朋に昨日のいきさつを聞いた貴洋は、ノロケ話にウンザリしたように相づちを打ってやった。


「そ、ラブラブってカンジ？」


「よかったじゃん」


　なにはともあれ、幼なじみに暗い顔をして塞ふさぎ込んでいられるより、幸せそうな顔をしてもらっていた方が貴洋もありがたかった。


「幸せすぎて怖こわいくらい」


　朋は腕うでにはめる籠こ手てで照れくさそうに顔を隠かくしながらそう言った。


「バーカ」


　そんな朋を貴洋が笑いながら竹刀しないでつついていると、突とつ然ぜんバタンッと部室の扉とびらが開いた。


「真辺！　着替え終わってるなら喋しやべってないで練習はじめるよ！」


　ビックリして振ふり返った二人の視界に、いつもに増して気合いの入った表情の宇津木が飛び込んできた。


「ゲッ！　宇津木先せん輩ぱい！」


「早く道場行くよ！」


　驚おどろいている朋の道着の袖そでを摑つかむと、有無を言わせぬ力で引っ張っていく。


「待ってくださいよ！　俺、今日腰こしチョー怠だるいのにぃ！」


　朋はギャーギャー文句を言いながら宇津木と部室を出ていった。


　もちろん腰が怠いのはエッチのしすぎで、言い訳もできないし自じ業ごう自じ得とくに間ま違ちがいない。


「そんなのストレッチすれば直るって！」


「コッチのラブコールも大変だな」


　宇津木に連れ去られていく朋を見送りながら、貴洋はやれやれといった調子で呟つぶやいた。











「あっ、吉野！」


　宇津木指導の下もと、打ち込みの練習をしていた朋は、道場に入ってきた吉野を見て嬉しそうに駆かけ寄っていこうとした。


　しかし宇津木に道着の襟えりを摑まえられて制止させられてしまう。


「吉野先生でしょ？　剣道は礼にはじまって礼に終わるんだから、礼れい儀ぎがなってない者は強くなれないよ」


「はーい…」


　さらに戒いましめるように説教をされて、朋はプゥッと頰ほおを膨ふくらませながら返事をした。


「ムクレない！」


　そんな朋の態度に、宇津木は竹刀で尻しりをビシッと叩いて喝かつを入れる。


「朋、あとでちょっと手合わせしてやるから、真ま面じ目めに練習しろよ」


　痛そうに尻をさすっている朋に、吉野は苦笑いをしながら声をかけた。


「ウン！」


　とたんに朋はご機嫌になって返事をする。


「ウンじゃなくてハイだろ？」


「ハイハイ」


　口うるさい宇津木にも朋は軽い調子で返事をした。


　なんたってはじめて吉野と一いつ緒しよに稽けい古こができるのだ。嬉しくて小こ躍おどりしたい気分だった。


「返事は一回！」


　なぜかやたら浮うかれている朋に、宇津木はイライラしたような声を出す。


「ハイ！」


　厳しい宇津木の声に、朋はようやく肩かたを竦すくめて気合いの入った返事をした。


　そんな朋に吉野も思わず吹き出す。


　幸せそうに顔を見合わせて笑う二人に、事情を知らない宇津木は怪け訝げんそうな顔をして首を捻ひねった。




ココロもカラダも手てに入いれろ！





松まつ岡おか裕ゆう太た
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